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　金銀、魔道具、叡えい智ち。地上では手に入れられない宝の数々を秘めている閉鎖空間。ダンジョン。

　誰も最奥まで到達したことのないその未開の地は、人々を興味という見えない力で引き寄せる。

　夢や希望、はたまた欲望や打算など、大小、公私を問わない様々な理由で冒険者達たちはダンジョンに挑まんとする。

　そのようなダンジョン攻略を目もく論ろむ無数のパーティーの中で、俺の所属していた『到達する者アライバーズ』はメンバーのジンを失い、一時は崩壊してしまった。

　その後、バラバラになったメンバーを集結させ、ソフィーという新しい仲間も加わり、再度ダンジョン攻略に挑むことになった。

　仲間を奪った因縁の21階層を突破し、ようやくダンジョン攻略を進めることができる――とはいかないのが毎度のことなのだが……。

「よしっ、後少し！」

　なんと意外なことに『到達する者アライバーズ』は順調にダンジョン攻略を進めることに成功していた。

　現在俺達がいるのは22階層だ。

　21階層のボスは神官や聖騎士の神聖術を封じる魔剣を持つ悪魔であったが、22階層のボスは魔ま槍そうを扱う幽霊であった。

　基本状態はこちらの物理的な攻撃を受け付けない霊体であり、魔槍の攻撃を繰り出すときにのみ実体化するヒットアンドアウェイの厄介な戦闘スタイル。

　しかも、魔槍の能力は頭上から無数に槍やりが降り注いだり、地面から槍が出現したりといった範囲攻撃ときた。

　この階層では神聖術は使うことはできるものの、神官や魔導士などの後衛職には天敵とも呼べる階層であった。

　そんな逆風の中、この戦闘で最も活躍していたのは魔導士のエリンだ。

　魔槍の範囲攻撃を範囲防御魔法で受け、霊体化している対象には霊体に効く攻撃魔法でダメージを与え続ける。正に攻守の要とも言える存在だ。

　今回のダンジョン探索では事前に他の22階層攻略パーティーからギミックを聞いていたという背景もあったが、それでもスキルによって短期間の間にどんな魔法も覚えられて、対処法を用意できるというのは、ダンジョン攻略において理想形とも言える魔導士であった。

　そんな彼女の強みを最も引き出す存在といえば、新しく『到達する者アライバーズ』に加入してきたソフィーだろう。

「エリン！　魔槍の雨が来る！」

「了解っ！」

　エリンが上空に魔法陣を展開し、障壁を張る。

　青白い炎を纏まとった無数の槍が上空から降り注ぐも、障壁に阻まれてこちらには届かない。

　ソフィーには【高位鑑定】というスキルがある。

　目にした物やモンスターの性質を理解するというそのスキルを用いれば、敵の能力や攻撃手段なども知ることができる。

　神聖術阻害の魔剣や超高範囲攻撃の魔槍など、深層には初見殺しのギミックが多いダンジョン攻略にはかなり有用なスキルだ。

　今回のダンジョン攻略では事前情報があったとはいえ、決して万全とは言い切れない。

　そんな中、敵の繰り出してくる攻撃を分析したり、有効なスペルを指示してくれる存在は頼もしかった。

　ダンジョン攻略が進んで他から情報が入らなくなっていくこの先、彼女の存在はさらに重要なものとなるだろう。

　レイファの下からソフィーを引っ張ってこられたのはかなりの幸運だったかもしれない。

「《聖壁プロテクト》」

「そんな攻撃当たるかよ」

　聖騎士のロズリアが防御スペルを展開して自身を守る。

　それと同時に剣士のフォースは自身のスキル【心眼】を用いて降る槍を器用に回避していった。

　今回のボス戦ではフォースはもちろんのこと、ロズリアもアタッカーとして戦闘に参加してもらっている。

　理由としては彼女の扱う聖剣フラクタスが霊体状態の敵にも効くという点にあり、それもソフィーのスキルによって判明した事実であった。

　ソフィー本当にすごい……。

　槍の雨を凌しのぐとともに、剣けん戟げきを畳み掛ける二人。

　ボスが瀕ひん死しな状態なのは目に見えてわかっていた。

　そこにエリンの魔法が着弾。神官のネメのバフスペルもかかっているということもあり、その威力はとどめを刺すのには充分な威力だった。

　見上げるほどの大きな幽霊が淡い光を放って消えていく。

　有効打を与えられるわけでもなく、広範囲攻撃を繰り出してくる相手に囮おとり役も必要なかったため、この戦闘において俺は特にやることがなかった。

　せめて最後に《索敵》による気配察知によって、敵の気配が完全に消えたことを告げようと口を開くも――。

「ボスの消滅を確認。もう力を抜いて大丈夫」

　そのお株までもソフィーに奪われるのであった。

　俺、このパーティーに本当に必要なのかな……。
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　22階層を攻略してパーティーハウスに戻ってくると、シャワーや着替えなどを済ませ、六人は自然とリビングに集合した。

　今回のボス戦は特に問題もなく順調に突破できたため、反省会とは名ばかりの雑談タイムとなる。

「まあ、今回はなんとかなったわね」

　そう口にするのはエリンだ。

　階層ボスにダントツのダメージを与えていたのは彼女自身だったが、その自覚はあまりなさそうだ。けろっとした顔をしている。

「やっぱりソフィーのスキルは便利よね。なんでも敵のことがわかっちゃうんだもの」

「そう？」

　俺と同じような感想を抱いていたエリンに向かって、ソフィーが首を傾かしげる。

「エリンの方がすごいと思う。どんな魔法も放てるし、魔力切れも起こさないし」

「それはそうだけど。人が褒めてるんだから素直に受け取っておきなさいよ」

「わたしもそういう派手な攻撃スキルが欲しかった……」

　やっぱり微妙に会話が嚙かみ合わない二人。

　ソフィーはマイナス思考すぎるし、エリンはもうちょっと謙遜という言葉を知った方がいいと思う。

「さあ、次は23階層です！」

　次の階層への意気込みを見せるのはネメである。

　幼く見えるドワーフの少女。その正体は俺よりも年上のお姉さんなのだが、言動や性格がついていってないせいで、どうしても見た目通りの年齢に見えてしまう。

「それじゃあ、情報収集をしなくちゃだな」

　パーティーのリーダーであるフォースが腕を組みながら言う。

　一時はどっかのパーティークラッシャーに惑わされてパーティーを脱退しかけるみたいな事件もあったが、今ではすっかり『到達する者アライバーズ』のリーダーが板についていた。

　どっかのパーティークラッシャーが口を開く。

「22階層の情報を頂いた『迷宮騎士団』は23階層を攻略中なんですよね？」

「ああ、そのはずだったぜ」

「そうなるとボスの情報は得られませんよね？」

「そうだな。そもそも23階層を攻略できてるパーティーも『天秤と錠前リベレーシヨン』だけだからな」

　現在ピュリフのダンジョン攻略の最先端を行っているパーティーは四つ。

　他の国にあるダンジョンにも潜ったことがあるという、最もダンジョン攻略について理解度と経験値が高い『天秤と錠前リベレーシヨン』。

　ピュリフの街で最大規模の人数と勢力を有し、現在【地図化マツピング】スキル持ちの俺が二軍パーティーの攻略を進めることで情報提供を受けるという協力関係にある『迷宮騎士団』。

　ソフィーが忠誠を誓っていた主あるじ、暴虐王女レイファ・サザンドールが率いる『王女の軍隊プリンセスナイツ』。

　そして、俺達のパーティー『到達する者アライバーズ』だ。

「って言っても『天秤と錠前リベレーシヨン』とはコネクションがないからな。どうするか」

「とりあえず道中の情報は『迷宮騎士団』から得るとしても、ボスの情報は欲しいですしね……」

「でも、『天秤と錠前リベレーシヨン』ってよくわかんないんだよな。長年この街にいるけど、顔を合わせることないし。ジンなら知り合いだったみたいだけど」

「あのパーティー、パーティーハウスにいること少ないですからね。常にダンジョン攻略に行っているイメージあるんですよね」

「じゃあ、『天秤と錠前リベレーシヨン』からの情報は期待しないで、『迷宮騎士団』からの情報だけで挑むか。どっちにしろ、このままダンジョン攻略を進めていけば、いつかは追い越して初見の敵と戦わなくちゃいけないんだし」

「それでいいんじゃないですか？」

『天秤と錠前リベレーシヨン』が素直に情報提供してくれる保証はないし、以前とは違って今は【高位鑑定】を持つソフィーの存在もある。

　21階層のように初見殺しをされる危険性も少ないし、今のうちから未知の敵と戦う経験を積んでおくのもありかもしれない。

「『迷宮騎士団』からの情報は頼んだぞ、ノート」

「わかりました」

「それじゃあ、わたしはレイファ殿下に22階層の情報を提供してくる」

「確かにそれもあったな」

　現在『到達する者アライバーズ』は『王女の軍隊プリンセスナイツ』とも協力関係にある。

　以前は互いにパーティーメンバーを誘拐するだとか殺し屋をけしかけるだとかバチバチに仲が悪かった両パーティーだったが、21階層での共闘を経て、良好な関係に落ち着くことができた。

　それもこれもソフィーがかつてレイファの下にいたということ、そして暴虐王女と呼ばれるレイファ自身が丸くなったことに起因するだろう。

「そうしてくれると助かる」

　今後もレイファとは良好な関係を築いていく方がいいだろう。あの王女を敵に回すのは危険だし。

「ソフィー、あの王女様のところに行くの？」

　そう思っていたところ、エリンが口を開いた。

「うん、そのつもりだけど」

「だったら、ついでに私も一緒に行くわ」

「なんでだよ！」

　思わずツッコんでしまった。

　せっかく良好な関係が築けていると思っていたのに、いつ暴発するかわからない爆弾のような人間が行こうとしないでほしい。

　何を思っているのか知らないけど、マジで止やめてくれませんかね……。

「いや、ちょっと話をしたいなって思って」

「そんな通り魔的な犯行止めてくれない？」

「通り魔って何よ！　私が話をするのの何が悪いの!?」

「いや、色々とね……」

　これまでの振る舞いを自覚してから言ってほしい。

　本当にところかまわず喧けん嘩か売るからね、エリンは……。

「そもそもレイファ様と何話すつもりなんだ？」

「レイファ？　あんな女との話なんて興味ないわよ」

「だったら、なんで行こうとするの!?」

「そうじゃなくて、私の用があるのはあなたの幼おさな馴な染じみの方よ」

「えっ……」

「ノートの初恋の人がどんな人かってのも知りたいし、ノートをこっぴどく傷つけたことにもひと言言ってやらなくちゃいけないしね」

「……」

　俺は言葉を失っていた。

　エリンとミーヤは絶対に関わっちゃいけないタイプの人間だと思って、極力顔を合わせないようにと取り計らっていたのに、それを自らぶち壊しに行くとは。

　人の想像の数倍上を行く暴挙っぷり。こんなことなら、まだレイファに用があった方がマシだった。

「大丈夫！　ノートの代わりにこてんぱんに仕返ししてやるから」

「何も大丈夫じゃないんだけど!?　むしろ、俺のためを思っているなら、何もしないでくれない!?」

「わかってるわよ。恨んでいる相手とはいえ、昔好きだった人に自分の手で仕返しをするのは罪悪感が湧くものね。そこら辺は心配いらないわ。これは私の独断でやることだから」

「頼むから人の話をちゃんと聞いてくれない？」

　頭を抱えたい気分だった。誰かこの暴走魔導士を止めてほしい。

「ほら、ソフィーもなんか言ってよ。こんな危なっかしい奴やつ連れていくの嫌でしょ？」

「わたしもミーヤ・ラインのことは嫌いだから、エリンに協力する」

「そっち側だったか……」

　ソフィーにはミーヤにボコボコにされ、レイファの下を追い出されたという過去がある。

　だからといって、こんなときに息を合わせないでもいいだろう。

　これから起こるであろう惨劇に、俺は肩を落とすのみであった。
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　ミーヤ・ラインに会いに行くことをノートに告げた翌日。

　私、エリン・フォットロードは早速ソフィーを引き連れて、レイファが宿泊するホテルへ向かうことにした。

　建物に入り、ソフィーの名を告げるとあっさりとロビーに通された。

　そのまま『王女の軍隊プリンセスナイツ』が貸し切っているフロアに行くと、ソフィーが近くにある扉の前で立ち止まり、ノックをした。

　どうやらこの部屋に王女様は泊まっているらしい。

　扉から現れたのは、端整な顔のハーフエルフの少女だった。

「あれ？　ソフィーちゃんだっけ？　あとは――」

　煌きらめくような金髪。透き通っている瞳と吸い付くようにきめの細かい肌。すらっとした体型でスタイルもいいときた。

　これがノートの幼馴染。そして、初恋の人。

　なんというか綺き麗れいだ。私よりもずっと。これはノートが好きになっちゃうのもわかるかもしれない。

　って、駄目駄目。弱気になっちゃ。

　こいつは昔にノートを傷つけた極悪非道な幼馴染。優しくて仕返しをしようとしないノートの代わりに私が懲らしめてやらなくちゃ！

「私は『到達する者アライバーズ』の魔導士、エリ――」

「エリナちゃんだっけ？」

「違うっ！」

　早速出鼻をくじかれて、ずっこけそうになった。

「エリンよ、エリン！　エリン・フォットロード！」

「ああ、そうだった。間違えちゃった、あはは」

「うーっ！」

　怒りで拳を握りしめる。何？　私のことは眼中にないってこと？

　別に初対面じゃないじゃない！　21階層で助けてやったじゃない！

　直接はまだ話してないけど、名前くらいちゃんと覚えなさいよ！　こっちはちゃんと覚えていたんだから！

「そういうあなたはミリナだっけ？」

「エリン、名前を間違えている。この人はミーヤ。さっきまでちゃんと覚えていたのに、なんで急に忘れちゃうの？」

「わざとよ、わざと！　なんで覚えてたこと言っちゃうのよ！」

　嫌味で間違えて言ったのに、ソフィーに全部バラされてしまう。

　なんでこの子とは微妙に会話の波長が合わないのだろう。私は仲良くしたいと思ってるのに……。

「エリンちゃんの冗談、面白いね」

　なんかミーヤは笑ってるし。別に冗談で言ったわけじゃないんだけど……。

「よろしくね、エリンちゃん」

　そう言って、突然歩み寄って私の手を握ってくるミーヤ。

　触れる体温と、まっすぐ見つめてくる瞳に思わずたじろいでしまう。

「うん……まあ、よろしく……」

　よろしくじゃないわよ、私！　何、因縁の敵相手に握手しちゃってるのよ！

　こうやっていきなり距離を詰めてきたり、ボディータッチをすることでノートを落としたのね。なんて卑ひ怯きような女なの。

　とりあえず敵対心を見せるために、手を強く握っておく。

　あれ？　全然握り締められないんだけど！

　私の握力がないのはともかくとして、ミーヤの手は岩みたいに硬かった。

　むしろブンブン手を振られてる私の方が痛い。もう止めて！　肩外れちゃうから！

　なんとかミーヤの腕を振りほどき、肩を擦さすりながら言う。

「そうじゃなくて、私はあなたに言いたいことがあったのよ！」

「そうだったの？　実はわたしもエリンちゃんに訊ききたいことがあったんだ」

「噓うそつきなさいよ！　さっきまで私の名前忘れてたじゃない！」

「エリンちゃん、ツッコミも面白いんだね」

　別にウケ狙いでツッコんだわけじゃないのに、ミーヤは笑っていた。

　なんだろう、この子。マイペースすぎて、全然相手にしてもらえる気がしないんだけど。

「あなたもミーヤにムカついてるんでしょ？　なんか言ってやりなさいよ」

　隣にいたソフィーに耳打ちをするも、そこで部屋の奥から声が飛んでくる。

「ソフィーいるんでしょ？　さっさとこっちに来なさい」

「はい、今行きます！　レイファ殿下」

「えっ？　ミーヤは？　私のことは助けてくれないの？」

「どうでもいい。レイファ殿下の方が大事」

「見捨てないでよー」

　ソフィーは私を置いて、レイファの下へ向かってしまう。

　この場にミーヤと二人で残されてしまった。どうしよう。帰ろうかな。

　いや、こんなことじゃ駄目っ。気持ちで負けちゃ。こういうときは虚勢でも強気でいなくちゃ。

「で、何よ。私に訊きたいことって」

　ノートの幼馴染だか初恋の人だか知らないが、こんなちんちくりんのハーフエルフに負けるわけにはいかない。

　こてんぱんにして、もう二度とノートに手出しできないようにしないと。

　ロズリアだけでも手一杯なのに、これ以上ライバルを増やすわけにはいかなかった。

「ノートとロズリアちゃんって実際付き合ってるの？」

「――は？」

　何、それ。その質問。なんでそんなこと訊くの？

　そもそもノートと付き合っているのが、なんでロズリアなのよ。

　そこは私じゃない？　いや、私も付き合ってないけどさ。

「ノートとロズリアちゃん、王都でも一緒にいたし、いつも仲良さそうにしてるじゃん。二人は違うって言っていたけど、本当のところはどうなのかなぁって」

「あの二人は付き合ってないわよ」

「そうなんだ」

「で、なんでそんなこと気になるのよ？」

「いや、幼馴染として心配じゃん。別にノートのことが気になるとかじゃないよ。頼りなくて、かっこよくないし。全然恋愛対象じゃないっていうか。まあ、助けに来てくれたときはちょっといいかもって思っちゃったけど……。ってそうじゃないから！　ただ純粋に知り合いとして興味が湧いただけ！」

「そうだったの」

　それなら安心ね。ミーヤがノートのことを好きだったらどうしようって心配していたけど、ただ知り合いとして気になっているだけなら問題ないわよね。

　恋愛対象じゃないって堂々と宣言しちゃってるし。これでミーヤが私のライバルになることはなさそう。良かった。

　ふと妹のマリンから「お姉ちゃん、他人の発言を言葉通りに受け取るの止めた方がいいよ」ってよく言われていたことを思い出したけど、今回はまあ関係ないことだろう。

「それにしても、あなたはノートとロズリアが結ばれることに反対なのね」

「わたしが言うのもあれだけど、ロズリアちゃん性格悪いじゃん。すぐにわたしのこといじってくるし。それなのにかまととぶってノートにはいい顔しちゃって」

「そうなのよね。ノートにボディータッチするのとかも止めてほしいわよね」

「わかってくれるの!?」

「まあ、あの二人とは長くいるからね」

「さすがっ！　ありがとう！」

　なんか、こてんぱんにしてやろうと思っていた敵に感謝されてしまった。

　ミーヤは私の手を握りしめ、ぶんぶんと振ってくる。

　だから、それ止めて！　すごい痛いんだけど！　肩外れちゃうから！

「でも、ああいう悪い女の子に絆ほだされちゃうノートもノートだよね」

「うんうん」

「昔っからそうなんだよね。なんかちょろいところがあるっていうか？　女の子に弱いっていうか？　単純なんだよね」

「そうなの？」

「そうだよ。わたしたち、小さい頃は一緒の村に住んでいたんだけど、目を合わせるだけでドギマギしてたし、手で触れようとするだけで顔を真っ赤にしてたんだよ」

「……」

「おかしいよね。幼おさな馴な染じみなんだから、そんなの気にしないでもいいのに。よくお互いの家にお泊まりもしてたんだけど、別々の布団で寝ようとしてくるし」

「……は？」

　さっきからなんなの、このミーヤって子。

　ノートのこと昔から知ってましたよアピール、めちゃくちゃしてくるんだけど。

　私に喧けん嘩か売ってるの？　これがいわゆる幼馴染ハラスメントってやつ？　幼ハラよ、幼ハラ！

　どうせ私は昔のノートのことなんて知らないわよ！　その代わり、今のノートとの思い出ならたくさんあるんだから！

「私だってあれよ！　ノートとは20階層で二ヶ月くらい遭難してたんだから！」

「それは……大変だったね……」

　あれ？　なんか憐あわれまれるような視線向けられたんだけど……。

　あの二人きりの時間は私にとってはいい思い出だったし、てっきり羨まれるつもりで言ったんだけど、なんでかミーヤには響かなかったみたい。

「二ヶ月も遭難って辛つらかったでしょ？　しかも、頼りにならないノートと一緒だなんて……」

　これは持ち出すエピソードを間違えたかもしれない。

　普通に聞いていたら、ダンジョンで遭難するなんて出来事が羨ましく思えるはずなかった。

　こんなことなら、七賢選抜でお姫様抱っこをされて連れ出してもらったことを言えば良かった。一応、訂正しておくことにする。

「ノートもかなり頼りになるわよ」

「そうなの？」

「うん。むしろ20階層から生き残れたのはノートのおかげというか……。私なんて足を引っ張ってばっかりだったもの……」

「エリンちゃんって謙虚なんだね。好感持てちゃうかも」

「えっ？」

　私としては事実を話しただけだったんだけど、何な故ぜかミーヤには謙遜と受け取られてしまう。

　そもそも、私が謙虚？　そんなの生まれて初めて言われたんだけど……。

「私、エリンちゃんのこと勘違いしてたかも」

「勘違い？」

「そう。なんか七賢選抜でノートがエリンちゃんに愛の告白みたいなのをしたって聞いていたから、エリンちゃんもロズリアちゃんみたいにノートを誑たぶらかす悪い女の子かと思ってたけど、全然違ったんだね」

「……」

「謙虚で性格もいいし、大人っぽくて話も面白いしで好きになっちゃった」

　えっ？　何が起こっているの？

　何これ？　怖いんだけど！　何その勘違い！　一体この子は誰の話をしてるの!?

「ねえ、エリンちゃん。良かったら友達になろうよ」

「ふぇっ!?」

　この子は馬鹿なの？　アホなの？　なんで私と友達になろうとしてるの？

　私はただノートに近づこうとする悪い虫を追い払おうとしただけなのに。なんでこんなことになってるの……？

「ねえ、駄目？　わたし、この街に来たばっかりで全然友達とかいないんだ。だから、エリンちゃんと友達になれたら嬉うれしいなって……」

「ううっ……」

　私も友達は少ない方――というか全くいない。

　だから、友達がいない寂しさもわかる。知り合いもろくにいない環境で一人やっていく大変さも理解しているつもりだ。

　友達を欲していたのは私も同じだけど、なんかこれは違う。想像していたよりも数倍嬉しくない。

　自分を偽ってまで友達が欲しいとは思わないし、なんならミーヤは自分がとんでもない思い違いをしていることに早く気づいてほしかった。

「お願いっ！　わたしを助けると思って！」

　澄んだ瞳で見つめられる。なんて綺き麗れいな眼まな差ざしなの？

　そんな視線で見つめられたら、期待を裏切るような言葉をかけられないじゃない！

　今さら喧嘩売っちゃったら私が悪い人みたいになっちゃうじゃない！

「ウン、イイヨ……」

　気づいたら、私は頷うなずいていた。何やってるんだろう……。

「ありがとう！　なんで片言なのかは気になるけど、やっぱりエリンちゃんは優しいんだね！」

　手を握ってぶんぶん振り回しながら喜ぶミーヤを、私は死んだ目で眺めるほかなかった。
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「お帰り。で、ミーヤとはどうだった？　やっぱりろくでもないことに――」

　パーティーハウスに戻ると、ノートは恐る恐る尋ねてきた。

　そんな彼に向かって、私は疲労困こん憊ぱいな表情で答えた。

「……友達になった」

「なんで!?」

　そんなの私が訊きたいくらいなんだけど。

　本当にどうしよう。誰か助けてくれない？
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　22階層を攻略した『到達する者アライバーズ』はしばらくの準備期間を設けた後、次なる階層に挑むことにした。

　転移結晶で23階層に飛ぶと、そこに待ち受けていたのは広大な景色だった。

　頭上には赤く血で塗られたような空が広がっていて、今いる場所の標高が高いからか、荒野のようになっている階層を見渡すことができる。

　地上には崩れた遺跡のような建造物が敷き詰められており、さながら迷路のようになっていた。

　迷路の広がる遥はるか先には塔が建っている。かなり距離があるため針のごとく細く見えるが、この位置からでも見えるということは相当の高さがあるに違いない。

　事前に『迷宮騎士団』から階層の情報は仕入れているため、23階層がどういうギミックか把握することはできていた。

　この階層の特徴をひと言で言い表すなら初見殺しだ。

「フォースさん」

「おお、じゃあ打ち合わせ通りオレが様子見するぜ」

　そう言って、フォースは転移結晶周りの安全エリアである結界内から足を踏み出した。

　一歩、二歩、三歩。しばらく歩いてもなんら異変はない。そう思った瞬間の出来事だった。

　――塔の先端が光る。

　その瞬間にはフォースは刀を抜いていて、一瞬の内に大気に衝撃が走った。

「くっ！」

　刃先には火花が散っていて、刀が何かを受け止めていることがわかる。

　そのままフォースが刀を振りぬくと、小さな塊が落とされた。

「わかってはいたけど、これを毎回防ぐのは厄介だな」

　23階層のギミックは狙撃だ。塔の先端にいるおそらくボスと思われるモンスターからの銃撃。それが階層を探索している間、常に襲い掛かってくる。

　フォースは今回それを簡単に防ぐことができたが、それも敵の攻撃を見極められる【心眼】スキルあってのもの。

　狙撃によって放たれる魔弾は超高速であり、ノーガードで受ければ一発で致命傷となるだけの威力もある。

　それに加え、探索中は階層内のモンスターも出現するため、モンスターと戦いながら狙撃に備えなくてはいけないときた。

　この階層も21階層や22階層同様、かなり性格の悪い仕掛けになっていた。

「一方的に攻撃されるのもムカつくわね。こっちからの攻撃は届かないのかしら」

　エリンは結界内で魔力を練り上げると、そのまま結界から出てスペルを放つ。

　杖つえの先端からは炎の鳥が出現し、弧を描いて空を渡っていくも、塔の直前になって半透明の障壁のようなものに阻まれてしまう。

「距離的には届いているはずだけど、駄目ね。向こうからの攻撃しか届かないようになっているみたい」

「やっぱりか」

　そこら辺の情報も既に『迷宮騎士団』からは入っていたが、一度自分の手で試してみたかったのだろう。

　スペルを撃ち終わると、そのまま結界内の安全圏へとエリンは戻っていった。

　しばらくの間、時が過ぎる。

　ボスからの狙撃にはリロード時間がある。それも『迷宮騎士団』から教えてもらった情報の中に入っていた。

　さすがに23階層といえども、毎秒狙撃が来るような理不尽さは持ち合わせていないようだった。

　リロードにかかる時間はおよそ五分。その情報通り二射目がやって来て、それをフォースが弾はじく。

「どうですか？　フォースさん」

「この調子だと防げないことはなさそうだな。このまま目を慣れさせていけば、どんどん楽になってきそうだぜ」

「それは良かったです」

「もう一、二発だけ撃ち落とす練習していいか？」

「全然いいですよ」

　ジンが命を落としたこともあって、フォースにもダンジョン探索において慎重さが生まれてきた。これもいい変化の内の一つだろう。

　ボスからの射撃を待っている間、ソフィーは結界内から顔を出し、フォースが撃ち落とした弾丸を手にする。

「どうしたの？」

「いや、【高位鑑定】をしようと思って」

「何かわかった？」

「うん、少しだけなら。この弾丸にも呪いがかかっている。21階層の敵からの傷のように神聖術じゃ癒せないってわけじゃないけど、この弾丸につけられた傷も回復しにくいようになっているから注意して」

「ってことはまたネメの出番少ないです!?」

「そういうことになると思う」

「ガーンです……」

　あからさまな落ち込みを見せるネメ。俺も先日の22階層ではあまり出番がなかったため、気落ちする心は痛いほどわかった。

　というか、深層に来てからあまりネメの出番ないしな。

　ネメ自身が悪いというよりは、ダンジョン自体が神聖術の回復に対策していると言った方が正しいだろう。

　神聖術完全無効化の21階層。超高範囲攻撃により後衛職が立ち回りにくい22階層。

　そして、23階層の狙撃も防衛手段を持たない後衛が狙われる傾向にあるらしい。

　一体神官になんの恨みがあるのか。全くもってダンジョンを造った奴やつはいやらしい性格をしている。

　十分ほど経たって計二発狙撃を撃ち落とすと、フォースは結界内に戻ってきた。

「オレはもういいぜ。次はロズリアちゃんだ」

「では、行って参ります」

　フォースに代わって、今度はロズリアが結界外に出る。

　今回の23階層攻略にあたって、狙撃を防ぐ役目はメインでフォース、サブでロズリアとなっている。

　フォースには攻撃を読めるスキル【心眼】があるし、ロズリアも【聖剣の導き手】により剣筋の最適解が脳内に浮かび、聖剣フラクタスで魔弾を撃ち落とすことができる。

　しかも、剣で迎撃することが間に合わなければ、《不落城壁》などの防御スペルで銃弾を防ぐなどの対処も可能だ。

『到達する者アライバーズ』のタンク役であるソフィーは今回、狙撃担当から外れてもらっている。

　彼女の耐久力なら銃弾を受けることはできるが、攻撃を見切るスキルがないため反応することができない。

　その分、地上に出てくるモンスター達たちの気を一人で引いてもらうことになるので、大変さは増すことになるんだけど。

「うーん、わたくしも大丈夫そうですね」

　フォースに次いで、三発分の狙撃を防いだロズリアが結界内に戻ってくる。

　彼のときと違って、聖剣フラクタスが簡単に魔弾を焼き切ってしまうため、対処自体はそう難しそうじゃなかった。

「じゃあ、次は他に狙われる人がいるパターンで試してみましょうか」

　問題がなかった分、予定通りに狙撃への対処の練習を進めていく。

　フォースとロズリアが自分に向かってくる弾丸は防げても、他のメンバーへの狙撃を撃ち落とせなければ意味がない。

　最悪、ソフィーが狙われたならなんとかなるかもしれないが、俺とエリン、ネメが狙われたら一発で死ぬことは免れない。

「とりあえず囮おとり役誰かやってくれませんか？」

　ロズリアの問いかけに、俺とエリンとネメは三人して目を見合わせる。

　みんな『えっ、誰が行くの？』みたいな顔をしていた。

「じゃあ、エリンさんお願いします」

「なんでよ！」

　ロズリアの指名が入り、声を上げるエリン。

「いやぁ、やっぱりここは一番仲良しなエリンさんだったら、わたくしに命を預けてくれるかと……」

「私達そんなに仲良しだったっけ!?　むしろ仲悪かったよね!?　絶対一番死んでもいい人選んでるだけでしょ!?」

「あのですね、わたくし達は同じパーティーの仲間ですよ？　死んでいい人とかいるわけないじゃないですか！　謝ってください！」

「えっ……あっ、うん。ごめん」

「ただ間近に銃弾が来たとき一番面白いリアクション取ってくれそうと思って選んだだけですよ」

「謝って損した！」

　エリンは顔を真っ赤にして大きな声を出す。

「そうやってリアクションがいいから、ロズリアちゃんにいじられるんじゃないか？」

　隣でフォースがそう呟つぶやいたのを俺は聞き逃さなかった。
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「エリン、伏せろ！」

　エリン目掛けてきた狙撃をフォースが防ぐ。

　その内にも周囲のモンスターはこちらを攻撃せんと、銃口を向けてきた。

「《不落城壁》！」

　ロズリアが障壁を張るとともに、機械仕掛けの兵隊達は一斉掃射をしてきた。

　鼓膜を破るかの如ごとき銃撃音が四方から響くも、ロズリアの防御スペルの前のおかげで銃弾はこちらに届かない。

「この守りも長くは持ちません。どうしますか？」

　23階層に出てくるモンスターは他の階層に比べて一風変わっている。

　大部分がゼンマイや鉄板で組み合わせられたような機械兵士なのだが、彼らは階層主と同じように銃を使って攻撃してくる。

　中距離戦闘に特化したアサルトライフルやショットガン、遺跡の陰に潜む狙撃兵、機関銃や大砲を使用してくる兵士など。

　攻撃方法は様々で、近距離戦に持ち込めば比較的容易に倒すことができるが、兵達の統率がとれているせいで、そのレンジに近づくことができない。

　だからと言って、エリンの魔法で倒そうとすれば兵士達は塔の周囲に張られているのと同じような対魔法障壁を展開し、自身の隊の身を守る。

　階層の傾向としては、ウマ人の集団が現れる16階層が一番似ているのかもしれない。

　ただモンスターのレベルが高く、統率もとれているこちらの階層の方が数十倍厄介だけど。

「オレが攻めに回った方がいいか？」

「いや、フォースは次の狙撃に備えた方がいい。ここはわたしが前に出る」

「ソフィー、一人で行けるのか？」

「それは無理。ロズリアを連れて行っていい？」

「わたくしですか？　ここの防御は？」

「エリンに防御魔法を張ってもらう。どうせ攻撃魔法は防がれるんだから」

「何よ、その私が使えない子みたいな言い方！　あいつらが魔法専門の防御してくるのが悪いんじゃない！」

「そんなつもりで言ったわけじゃない。対魔法障壁を張っている敵を優先して狙うから、そしたら攻撃の方もお願い」

「わかったわよ」

「もう《不落城壁》も限界です。三、二、一で行きますよ」

　ロズリアが合図を出すとともに、光の城壁が解かれる。

　その瞬間、ソフィーは土精霊術で地面を隆起させ、簡易的な壁を作る。

　土壁は銃弾への障害となるとともに、ソフィーとロズリアが駆け上がる足場ともなる。

　飛び出していく二人。その合間にエリンは防御スペルを展開して、こちらに迫ってくる銃弾の雨を防ぐ。

「右奥、左奥にいる細長い装置を持った兵士が対魔法障壁を展開してる」

「なら、わたくしが左をやります。ソフィーさんは右側の奴を倒してください」

「わかった」

　ソフィーの【高位鑑定】によって、兵士達の役割は丸わかりだ。

　二手に分かれ、ソフィーは土壁を作りながら敵に迫って、ロズリアは《光突戦車ライトチヤリオツツ》という聖騎士スペルで突撃していく。

「エリン、横から敵が迫ってる。そっちも守れる？」

「いや、無理！　二つ同時に魔法使えないし、今張ってる障壁解除したら、私達完全に蜂の巣よ！」

「じゃあ、今度こそオレがいく」

「フォースさん！」

「わかってる。次の狙撃まであと何分だ？」

「三分二十秒です！」

「じゃあ、余裕を持って二分で戻る」

　持続的な回復やバフスペルを使う神官にとって時間管理は重要な役割だ。

　以前のネメは神官としての基本的な技術を身につけているとは言い難かったが、『最強無敵パーティーず』でのダンジョン探索の経験を経て、彼女は成長していた。

　バフスペルはもちろんのこと、今回は狙撃の時間管理も任せてある。

「行くぞ！」

　エリンの防御スペルの隙間からフォースが飛び出した。

【心眼】のスキルの前では、飛び交う銃弾も見切ることはそう難しいことじゃない。

　人じん智ちを超えた剣けん捌さばきによってすべての銃弾を弾はじいて、物陰にいる兵士に襲い掛かる。

　ソフィーとロズリアに中に入り込まれた、前方の集団の陣形が崩れる。

　こちらへの銃撃が止やむことはないものの、二人から逃げようと集団が左奥へとずれていく。

「これならいけるわね！」

　銃弾が来る方向に合わせるようにエリンは防御スペルの向きを変えながら口にする。

　現在、俺達はボスのいる塔に向かって右半身をさらけ出している状態だ。

　何か嫌な予感が頭を過よぎった。

「フォースさん、戻ってきてください！」

「まだ一分も経ってないだろ！」

　彼がそう叫んだのと、ボスからの鋭い殺気が放たれたのは同時だった。

　確かに23階層の狙撃手は五分に一度、魔弾を撃つ。そのルールは今まで正しかった。

　だけど、狙撃手が五分に一度しか銃弾を放てないとは誰が決めたのか？

　フォースもその固定観念の間違いに気が付いたのだろう。

「《瞬刃瞬歩》！」

　一直線にかけていくも、敵が銃弾を放つ方が早かった。

　なんて狡こう猾かつなのだろう。この階層主は。

　五分に一度しか狙撃を放たないことで冒険者達に油断をさせ、機械兵士達との乱戦で生まれた針のような隙に温存していた二射目を放つ。

　ただの狙撃でも必殺級なのに、この階層に挑む者ならそれすら防ぐことを見越して、罠わなを張っていた。

　銃弾は真まっ直すぐエリンに向かっている。彼女はそれに気づく素振りもない。

「届けよっ！」

　音にも近い速度で剣を伸ばすフォース。エリンの直前で甲高い音が爆はぜた。

「何っ！？」

　身をよじるエリン。その横を銃弾は通過していく。

　どうやらフォースはなんとか狙撃を防ぐことはできたようだった。その代わりに別の衝撃が襲う。

「フォースさん！」

「うおっ、マジか」

　なんとフォースの一振りの刀、煌こう狛はくが砕け散っていた。

　エリンに届かないようにと無理やりに剣を射線上に滑り込ませたせいか、刀の腹にでも当たってしまったのだろう。

　致し方ないハプニングというか、むしろあの距離から狙撃を防げたフォースを褒めるべきだ。エリンの命があっただけで幸運だった。

　飛び出した勢いを殺せず、地面に転がっていくフォース。

　その間も塔の上の狙撃手の殺気が止むことはない。

「噓うそだろ、おい……」

　二発目があったということは、三発目がない保証もない。

　そして、パーティーの陣形が完全に崩れている今こそが『到達する者アライバーズ』を仕留める最大のチャンスだ。

「《殺気》！」

　塔の先に向けて、最大限の敵意を放つ。

　来たっ！　遥はるか遠方にいる狙撃手がこちらに向かって笑みを浮かべた。

　そんな光景が頭の中でイメージされる。

「《絶影》！」

　俺が影を纏まとうのと銃弾が放たれたのは同じタイミングだった。

　数コンマ前まで頭があった場所を銃弾は通過する。ほんの少しでも遅れていたら、俺は撃ち抜かれて死んでいただろう。

　そんな安心をできるほど、今の状況は悠長じゃない。

　――頼むから三発で終わってくれよ。

　その願いは塔の上から放たれる濃厚な敵意によって打ち砕かれる。

　狙われたのは《絶影》での高速機動の着地の瞬間だった。

「四射目っ！」

　今から跳ぶのは無理だ。地に足がついた時点で射貫かれる。

　なら、空中で軌道を変える？　そっちの方が無理だ。俺は人間だ。物理法則を無視できない。

　だったら、どうする？　そのまま死ぬか？

　そんなわけあるか。まだダンジョン制覇の道半ばなのだ。こんなところで死ぬわけにはいかない。

　考えろ。生き延びるための方策を。

　地面にたどり着くまでの一瞬に。導き出し、それを実行しろ。

　考えるよりも先に、身体からだは勝手にダガーを抜いていた。

　それでいいのか、俺？　本当にやれるのか？　間違ってないか？

　迷うには時間が足りなすぎた。自分の選択が失敗だったとしても、今はただそれを遂行するだけだ。

　――見極めろ。刹那の瞬間を。

　迫ってくる魔弾。瞬きを忘れ、ただその行く末を見つめる。

　まずは手を滑り込ませる。そして、刃を弾丸に当て、滑らせるように弾く。

　自然と身体は動いていく。だから、俺は着弾の瞬間だけを見極めればいい。

「こうっ！」

　気がついたら、俺の右腕は銃弾を弾いていた。

　痺しびれるような衝撃で感覚はなかったが、飛んではいない。他の四肢も無事だ。

　奇跡だ。なんとか盗賊アーツ《打ち弾き》でやり過ごすことができた。

　だけど、次は無理。五射目が来たら確実に死ぬ。

　俺の願いが届いたのか、塔の上の襲撃者は殺気を収めた。敵も先ほどの一発がとっておきの凶弾だったのかもしれない。

「ノート、大丈夫か！」

　フォースがもう一つの妖刀、煉れん獄ごくを抜く。

　そして、狙撃手との間に身体を滑り込ませた。

「まあ、なんとか……」

　どうにかして態勢は立て直せた。これでたとえ五射目が来ても、フォースが防ぐことができる。

「何っ!?　一体何が起きたの!?　バンって目の前で破裂したと思ったら、ノートが飛んでいって！」

　やはりエリンは目で追えてなかったみたいだ。

　まあ多少の無茶というか、かなり無謀な試みだったが、俺が狙撃を受け持っておいて正解だった。

　あのままエリンがターゲットになっていたら、銃弾に反応する間もなく頭を射貫かれていただろう。

「安心するのはまだ早いみたいだぜ、ノート」

「そうみたいですね」

　やっぱりこの階層は狡猾だ。このタイミングで次なる手を打ってくるなんて。

　鳴り響く地響き。遠くで割れる地面とともに、巨大な戦艦が空へと昇っていた。

「中ボスが出てきたです！」

　ネメが叫ぶ通り、新たに現れたのは23階層の中ボスと思わしき反応。

　戦艦は内部に格納していた機械兵士を降下させながら、進路をこちらに向ける。

「このタイミングはきついな……」

　現在『到達する者アライバーズ』の陣形は整っているとは言い難い状況だ。

　俺とフォースとエリンとネメは固まることができているが、ソフィーとロズリアは兵士を倒すために敵の懐に入り込んでいる。

　二人を呼び戻したいが、戻したら戻したで今度は近くの兵士の銃撃を食らう一方になってしまう。

「ここは私に任せなさい！」

　そう言ってエリンは杖つえの先端から魔法を放つ。

　しかし、炎の束は戦艦の前に張られた対魔法障壁によって、打ち消されてしまう。

「こいつまでっ！」

　エリンは悔しそうに唇を嚙かむ。

　その内にも戦艦の前方に備え付けられていた機関銃が彼女の方に向けられる。

「エリンっ！」

「わかってる！」

　即座に防御スペルを展開するエリン。

　機関銃の掃射は防ぐことができたが、次なる一手がない。このまま耐えてもジリ貧な状況だ。

「最初の狙撃から、四分半です！」

　そうか。ここで狙撃もあるのか。

　四発連続撃ってきたから、初弾から五分後に狙撃できる状況にあるかどうかは不明なところだが、塔の上に立つ狙撃手への備えも忘れてはいけない。

　戦艦の掃射とエリンの防御スペルが拮きつ抗こうしている状態。ここで貫通力の高い魔弾を放たれたら、防御スペルが壊れてしまう。

　そうなれば俺達たちは機関銃によって蜂の巣だ。

　あれ？　もしかして、俺達詰んでない？

　どうする？　どうすればいいんだ？

　魔法の効かない中ボス。中距離からの兵士達の銃撃。遥か遠方から飛んでくる階層ボスからの狙撃。

　それらが折り重なって、確実に『到達する者アライバーズ』を追い詰めていた。

「――あっ！」

　紫の閃せん光こうが空を駆ける。それはこの階層に来て何度も目にした魔弾の軌跡。

　五分を待たずして発射された超遠距離射撃は俺の頭上を通り過ぎて――。

　空を飛ぶ機械仕掛けの戦艦を射貫いた。

「えっ!?」

　狙撃が飛んできた方向は塔からじゃない。俺達の背中側――つまり23階層の入り口方向からだ。

　正反対の場所から現れた第二の魔弾に『到達する者アライバーズ』のメンバーは面食らっていた。

　空から落ちていく戦艦を見つめながら、かく言う俺もその気配に気づくとともに更なる疑念に頭を混乱させていた。
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　中ボスであった巨大戦艦が撃ち落とされて一時間ほど。

　ようやく俺達は23階層のスタート地点から現れた気配の主と邂かい逅こうすることとなった。

「えーと、おたくらが『到達する者アライバーズ』？」

　そう口にしたのは六人組の男女の集団の一番前に立つ男だ。

　上背があり、すらっとした体型に、よれよれになったシャツを羽織っている。

　年齢は三十代後半くらいであろうか。

　疲れているのか、それとも元々の顔つきなのか。覇気のない表情を浮かべているが、背中にかかっているのは紫色の禍まが々まがしい光を放つ長銃。

　おそらく、彼が第二の魔弾の射手なのだろう。男は続けざまに言う。

「そう警戒しないでいい。別に取って食おうってわけじゃないんだ。ダンジョン攻略という同じ目的を持つ同志。ここは仲良く行こうじゃないか」

「あんたらは――」

　フォースが口を開きかけると、男は頭を搔かいた。

「そう言えば自己紹介がまだだったな。悪い悪い。オレの名前はディエゴ・バラモンドス。『天秤と錠前リベレーシヨン』のアタッカーをやっている者だ。うーんと趣味はダンジョン探索か？　それ以外特にやってることなんてないしな。とまあ、そんな感じでよろしく頼む」

　手を差し出してくる男にフォースは戸惑いながらも、握手で応える。

「オレの名前はフォース。一応、『到達する者アライバーズ』のリーダーをやらせてもらってる。こちらこそよろしくだ。ところであんたがこのパーティーのリーダーなのか？」

「いや、違うね。うちのパーティーのリーダーはこいつだ」

　そう言って、ディエゴは後ろに立つ小柄な男の肩を組んだ。

　小柄な男は肩をビクッと震わせると言う。

「ボ、ボクですか!?」

「そうだろ？　このパーティーの発起人はあんただ」

「ボクはただダンジョンの謎を解き明かしたいって言っただけですよ！　それならダンジョン攻略をしようって言ったのも、みんなを集めたのもディエゴさんじゃないですか！」

「でも、おたくがいなかったら、オレはダンジョン攻略なんてしようと思わなかった。だから、パーティーのリーダーを名乗ってもなんらおかしくなんかねえよ」

「嫌ですよ。そんな重役」

　小柄な男は咳せき払ばらいをして、眼鏡めがねをくいっと上げた。

「そういえば自己紹介がまだでしたね。ボクの名前はルゥー・ポスティ。このパーティーでは紋章術士をやっています」

「紋章術士？」
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　ルゥーの発言に首を傾かしげたのはエリンだった。彼は手を打って答える。

「この国では紋章術士って珍しいんでしたね。すっかり忘れてました。まあ、魔導士に近い戦闘職バトルスタイルだと思ってくれて構いません。魔力を変換してスペルを起こすという点では同じですしね」

「そうなの？　じゃあ、何が違うのよ？」

「相違点といえば、紋章を介してスペルを展開させるところでしょうか？　紋章を描かなくちゃいけない分、魔導士よりもスペルを発動させる手順が煩雑ですが、魔導士よりも持続的なスペルが多いのが利点です。アタッカーよりも、バッファーに向いた後衛職といったところですかね？」

「そうなんだ。アタッカーとしては魔導士の方が上なのね」

　隙あらばマウントを取ろうとするな、エリンは。

　自己紹介がてら、俺も気になったことを尋ねることにする。

「どうも、自分はノート・アスロンです。一つ訊きいてもいいですか？　ダンジョンの謎を解き明かすって、一体どんな謎を解き明かそうと思ってるんですか？」

「それはダンジョンにまつわる謎の全般ですよ。誰が造ったのか、そしてなんのために造られたのかなど、ダンジョンには色々謎が詰まってますからね」

「そういえば――」

　最近はダンジョン探索に慣れ過ぎて、当たり前のもののように考えてしまっていたが、そもそもダンジョンとはこの世の理ことわりの外にある空間だ。

　地上より遥はるかに手て強ごわいモンスター。地上では見かけないような魔道具や財宝。侵入者を試すような罠わなや地形。

　すべてになんらかの意味があるようで、でも同時にちぐはぐな印象も受ける。

　けれど、ダンジョン攻略者なら誰しもが、ダンジョンに作為的な何かを感じ取ってはいるはずだ。

「これは一例ですけど、ダンジョンは一体誰によって造られたものだと世間で言われてますか？」

「神様です！」

　そう答えたのはネメだ。この国で最も信者の多いセシナ教を信仰する彼女は、その一般論を信じているようだ。

「そうですね。ではこの世界でもう一つ、神様によって造られたと言われてるものがあります。それはなんでしょう？」

「うーん……わからないです……」

　どうやら信仰はあっても、知識についてはあんまりのようだ。

　とは言いつつも、俺の方もぱっとは思いつかない。

「一体なんなんですか？」

「神の石盤ですよ」

　ああ、それがあったか。思わず頷うなずいてしまう。

　この世界における絶対の理とされているもの、それがスキルだ。

　そして、十五歳になった者が祈りを捧ささげることでスキルを享受することができる場所こそが神の石盤である。

　神の石盤は各地に点在しており、その起源についても不明とされている。

　ただ超常的な存在から、通説ではその名の通り神が造った聖遺物とされており、この国でも主にセシナ教の教会によって管理されていた。

「でも、ダンジョンと神の石盤が同一神によって造られたものとするなら一つ矛盾が生じることになります」

「矛盾？」

「そうです。ところで出てくるモンスターや魔道具以外にもダンジョンには特徴的なものがあります。それはなんだと思いますか？　そこの魔導士さん？」

「えっ、私!?」

　面食らうエリンに対して、ルゥーは頭を搔きながら言う。

「いきなりそんなこと訊かれても困っちゃいますよね。正解はダンジョン文字です。ダンジョン攻略している魔導士さんだったら、お馴な染じみのものなんじゃないでしょうか？」

　ダンジョン文字とはダンジョンに描かれている特有の言語のことだ。

　今いる階層の情報や攻略のヒント、はたまたスペルやアーツの情報が記されていることもある。

　魔法を学んでいる者にとっては教養のようなものらしいので、当然のごとくエリンも読み書きができるらしい。

「それがどうしたってのよ」

「おかしいと思いません？　同じ神様が造ったものとされているダンジョンと神の石盤。その言語が統一されていないのは？」

「……あっ」

　そう言えばそうだ。神の石盤にはスキルの詳細が俺達に馴染みのある言語で記される。ダンジョン文字とは別の言語で。

　もし同一の存在が両者を造ったとするならおかしな話である。

　世間の人々にわかりやすいよう神の石盤は一般言語で書かれているという可能性も捨て切れないが、神が地上の人間と同じ言語が使えるなら、一般の人が読解できないダンジョン特有の言語なんてものを使う必要がない。

「ダンジョンと神の石盤は別々の誰かによって造られたってことですか？」

「どうなんでしょうね？　今のところの情報じゃまだ何も断言できませんからね。別々の神様が造った可能性もありますし、両方とも神様ではない何かによって造られた可能性もあります。どちらにせよ、ダンジョンの最奥までたどり着かないことには、真実にたどり着くことはできないでしょうね」

　神の石盤を造った者の正体。正直なところダンジョンを造った者の正体よりも気になってしまう。

　この世界でスキルは絶対的なものだ。神によって定められた人間的性能。

　いいスキルを手に入れれば一日にして成り上がることも、逆に悪いスキルを手に入れれば夢を諦めることを強要されてしまう。

　かく言う俺もスキルによって、人生が一変してしまった人間の一人だ。

　スキルによって一時は一流冒険者になる夢を諦めて、ミーヤと仲なか違たがいしてしまった。

　そして、スキルのおかげで『到達する者アライバーズ』に拾ってもらうこともできた。

　だから、今では恨んではないまでも、俺に【地図化マツピング】のスキルを与えることにした奴やつの顔くらいは見てみたかった。

「おいおい、おしゃべりはそのくらいにしておいた方がいいんじゃねえか？　そろそろ五分だろ？　来るぜ、奴の狙撃が」

　ディエゴの両手が光るとともにルゥーは言う。

「そうは言われても、ディエゴさんが迎撃してくれるじゃないですか」

「そうだとしても、気を抜いちゃいかんだろ。おたくはダンジョンの謎がどうだとかそういう類たぐいの話になると周りが見えなくなっちまうからな」

　そうして、ディエゴの手に現れたのは二丁の銃だった。極光の魔力を纏まとうハンドガン。それがいつの間にか彼の手に握られていた。

　それと同時に塔の上のボスから魔弾の射撃が飛んでくる。

　迫る銃撃。フォースとロズリアが剣を抜くも、それより早くディエゴはトリガーを引いた。

　空中で何かが弾はじける。ボスの撃った魔弾とディエゴの銃弾がぶち当たった音だ。

「まあ、これくらいの狙撃なら撃ち落とせない心配はいらないんだけどなぁ」

　そう言って、ディエゴは銃口から昇る煙に息を吹きかける。

　そんな彼を見て、ソフィーが小さく呟つぶやいた。

「【聖銃の収め手】……」

「おっ、お嬢ちゃんはご存じだったか。推測の通り、オレのスキルは【聖銃の収め手】。世界に六つあるとされている聖具シリーズのうちの一つだな。レア度ＥＸさながら、戦闘系スキルの中で最上位とされているスキル。この伝説級のスキルのおかげでダンジョン探索をやれているってわけだ」

「聖具シリーズなんてものがあったんですね……」

「まあ、レア度ＥＸのスキルは同時に二人以上発現することはないどころか、何十年も所有者が現れないこともあるくらい珍しいものだからな。知らないのも当然だ」

　俺の呟きにディエゴが反応しながら続ける。

「今確認されているところだと、この国の聖せい杖じようくらいか？　あとは西の方にある国で聖剣が現れた王女がいたとか噂うわさもあったが――ってちょっと待て。それ聖剣か？」

　ディエゴは目を見開きながら、ロズリアの手元にある剣を見つめる。

「……あっ！」

　ロズリアはまずいものを見られたかのように聖剣を虚空に消し、そっぽを向いて作り笑いを浮かべる。

「なんのことでしょう？」

「なんのことも何も、そうやって自由に武器を出したり消したりできる時点で聖具シリーズだってことは確定なんだけどな……」

「もしかして墓穴を掘ってしまいましたか!?」

「墓穴も何も一目見ればわかるけどな。もしかしてその王女当人か？」

「違いますよ。わたくしが聞いたところにはその王女はすぐに死んだそうですよ。というわけで全くの別人です」

「おう、そうか……」

　謎の圧にディエゴは口を噤つぐまされていた。

　まあ、俺達たちもロズリアとは長い付き合いだ。過去に王女をやっていた話なんて一度も聞いたことがなかったし、彼女の言う通り全くの別人なんだろう。

　そもそも、あのロズリアが王女だなんてあり得ないしな。

　確かにオーラはあるかもだけど、そんな高貴な人物が俺達のパーティーなんかに入ってくるわけがない。







[image: ]







　喩たとえるならレイファ・サザンドールが『到達する者アライバーズ』に入ってくるみたいなものだ。そんな事態、天地がひっくり返っても起こるはずがない。

「それにしても『到達する者アライバーズ』も聖具シリーズを有していたとはな。どうりで23階層まで来られるわけだ。聖剣の力さえあればダンジョンの深層にたどり着くことも容易とはいかないまでも、かなり簡単になるからな」

「待ってください。【聖剣の導き手】ってそんなにすごいスキルなんですか？」

　そう問いかけたのはロズリア自身だった。

「確かにどう剣を動かせばいいのかわかるところとか、切れ味のいい剣を出せるところとかは便利ですけど、それくらいじゃないですか？　正直剣士としては【剣術・極】のスキルを持つフォースくんの方が上だと思いますし……」

「……マジか」

　ロズリアの言葉を受けたディエゴはあっけに取られているようだった。

「もしかしてお嬢ちゃん、【聖剣の導き手】を使いこなせてないのか？」

「使いこなすも何も、切れ味のいい剣を出せる以外にすごいところがあるんですか？」

「無知って怖いな……。まあ使いこなせてなくても23階層まで来られたのがすごいというべきか……」

　額に手を当てながらディエゴは言う。

　すると、後ろに立っていたソフィーが口を開いた。

「わたしもそれは思ってた。最初見たときはなんでこんなスキルを持っている人が『到達する者アライバーズ』にいるのかって驚いたけど、正直言ってスキルほどの実力はないなって……」

「そんな風に思ってたんですか!?　どうりでダンジョン探索のときに当たりが強いと思ってましたよ！」

　確かにソフィーが入ってきた当初、ダンジョン内の戦闘に関してロズリアに一際厳しかったところはあったが、そんな背景があったとは。

　彼女なりに色々考えての態度だったとわかって腑ふに落ちた気分だった。

「そもそも使いこなすも何も、使い方なんて教わりませんでしたもん！　わかるわけないじゃないですか！　それを寄ってたかって酷ひどいですよ！」

「ふんっ、いい気味ね……」

「エリンは悪役みたいな台詞せりふを吐かない」

　隣でほくそ笑むエリンにツッコみながら、プンプンと怒るロズリアに目を向ける。

　まあ、スキルの使い方なんて教わらなかったと文句を言いたい気持ちは痛いほどわかる。

　かく言う俺もジンに教わるまでは【地図化マツピング】がダンジョン探索に使えるなんて知らなかったしな。

『到達する者アライバーズ』に見つけられなかったら、俺は一生底辺冒険者としてくすぶっていた可能性もある。

「悪いな。お嬢ちゃんを責めるつもりはなかったんだ。詫わびと言ってはなんだが、聖具シリーズのスキルについてわかっていることは教えてやろう」

「本当ですよ。もっと罪悪感を持って、わたくしに伝授してください」

「そう調子に乗られると教える気なくすんだがな……」

　ディエゴは頭をボリボリと搔かきながら続ける。

「まあ、いいや。聖具シリーズのストロングポイントは三つだと思えばいい」

「三つですか？」

「そうだ。まず一つ目はお嬢ちゃんも自然と使いこなしていただろうよ。その武器の最適解がわかるようになる。聖剣なら剣技、聖銃なら射撃って感じでな。ちなみにそれは聖剣や聖銃だけじゃなく、同系統の他の武器にも適応される」

　そう言って、彼は背負っていた黒紫の長銃を手に取り、空へと向ける。

「例えばこの銃は23階層のボスが使っているものと同じものだ。いわゆるダンジョンのドロップ品である魔道具だな。23階層を初めて攻略すると手に入るらしく、これはうん十年も昔に最初に23階層を攻略したパーティーが売りに出した物を、回り回ってオレが手に入れたものだ」

　そして、ディエゴは魔銃のスコープに軽く目を向けただけでトリガーを引いた。

　遠くにあった遺跡の天井のちょうど中央部がパックリと弾ける。

「とまあ、こんな風にな。銃は専門の武術スキルがなく、まともに補正がかかるスキルが【聖銃の収め手】か【砲術師】か【魔道具師】くらいしかない分、この能力はありがたいんだが、剣なら剣術スキルとかがあるからな。正直これだけじゃ伝説級のスキルとは言い難い」

　今度は聖銃を召喚すると、その光り輝く魔力を魔銃へと込めた。

「そんでもってこれが二つ目のストロングポイント。聖具を召喚するときに魔力の奔流が湧き起こるだろ？　あれは所有者の魔力由来のものじゃあない。聖具が本来備えている魔力だ。その濃密な魔力をスペルや魔道具に使用することができれば――」

　そうしてディエゴは同じ的に向かって再度トリガーを引いた。

　爆裂音が響く。今度は建物自体が魔弾によって粉々に破壊されていた。

　おそらく23階層の中ボスを仕留めたのも、この銃弾の威力によってだろう。

「こうして更なる力を引き出すことができるというわけだ」

「これはすごいですね……。もしフラクタスの魔力をスペルに乗せることができれば――」

　ロズリアも自身のスキルの可能性に気がついたようだ。目に灯ともし火びが宿ったのが傍はたからでも見て取ることができる。

「それで三つ目のストロングポイントってなんなんですか？」

「さあ？」

「……えっ？」

「それはわからない」

「なんですか、それ!?　散々もったいぶっておいてそれはないんじゃないですか!?」

「そうじゃなくて、お嬢ちゃんの聖剣の強みがわからないということだ。聖具は所有者ごとに形状や能力を変える。例えばオレの聖銃スターシアは二丁拳銃だが、過去の聖銃の所有者は回転式の拳銃だったり、散弾銃だったりしたそうだ。能力についても同じ。スターシアの能力は早撃ちに特化したものだが、他の聖銃は全く違うものだったらしい」

「じゃあ、わたくしのフラクタスにもなんらかの能力が？」

「ああ、そういうことだ。何の能力も見られないのはまだ扱い切れていない証あかしだろう。聖剣を使いこなせるようになれば次第に能力も解放されていくだろうよ」

「とことんわたくしは自分のスキルを使いこなせていなかったようですね……。悔しいところはありますが、可能性がまだあるということでよしとしましょう！」

　ロズリアは少しの落ち込みを見せるも、持ち前のプラス思考で闘志を燃やすのであった。
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「うーん、難しいですね……」

　23階層にてディエゴやルゥーと出会って早数日。

　今日の俺はというとロズリアと一緒にダンジョンへと来ていた。

　あの日、23階層の探索をしていた『天秤と錠前リベレーシヨン』とは、出くわした後もダンジョン攻略をともにした。

　彼らにとっては既に攻略済みの階層ということもあり、『天秤と錠前リベレーシヨン』の23階層攻略の手際は目を見張るものだった。

　ルゥーの紋章術士や回復役の祈き禱とう師しといった珍しい戦闘職バトルスタイルの戦いもさることながら、やはりディエゴの【聖銃の収め手】の破格の性能が印象的だった。

　狙撃を撃ち落とし、銃口を向けてくる機械兵士の身体からだを高速で撃ち抜くという一騎当千の活躍。

　そのおかげもあって、『到達する者アライバーズ』は『天秤と錠前リベレーシヨン』との合流以前の苦労が噓うそみたいにボス部屋の前までたどり着いてしまった。

　フォースの煌こう狛はくが折れて万全とは言えない状態であったが、ディエゴ達曰いわく23階層の難所は道中であり、狙撃を得意とするボスを倒すこと自体はそう難しくないとのことだったので、そのままボスへ挑むことにした。

　結果『到達する者アライバーズ』は23階層を突破することに成功し、無事にピュリフの街に帰ることもできた。

　そして今は、ディエゴに指摘されていたロズリアの【聖剣の導き手】の真価を引き出すための特訓へと来ていた。

　ロズリアの聖剣の能力がどんなものかわからない以上、気軽に街中で特訓というわけにはいかない。

　どんな大規模な能力が発動してもいいようにと人ひと気けのない浅めの階層を選んだが、今のところは聖剣に変化は見られなかった。

　特訓に付き合うために同行していたソフィーが口を開く。

「ロズリア、真剣にやって」

「やってますよ！っていうか、ソフィーさんの方がちゃんとしてくださいよ！　『わたしには【高位鑑定】があるから役に立てると思う』とか言っておきながら、さっきからなんのアドバイスもないじゃないですか！　一体わたくしの聖剣の能力はなんなんですか？」

「わからない。というより、視みえない。まだ定まっていないのかも」

「なんですか、それ」

「そんなことわたしに訊きかれても困る。とにかく今は聖剣の魔力を使いこなすという当初の目標に集中すべき。そうしたら自然と聖剣の能力も発現するかも」

「わかってますよ！　ただ上う手まくいかないから愚痴っただけですー」

　そう言って、ロズリアは街の市場で叩たたき売りされていた安物の剣に聖剣の魔力を流す。

　すると、剣は眩まばゆい光を放った後に一瞬でひび割れてしまった。

「ほら、やっぱり上手くいかないですよ！　この魔力、濃度と流れが強すぎて全然コントロールできないんですよ！」

「口を動かさないで手を動かす」

「厳しすぎなんですよ、ソフィーさんは。そもそもこんな安っぽい剣だからフラクタスの魔力に耐えられないんですよ。もっと高い魔道具を――」

「高い魔道具をポンポン壊されたら『到達する者アライバーズ』の財政が持たない。その責任を取れるって言うんだったらいいけど」

「あっ、やっぱりいいです。このセール品の剣で」

　ロズリアは新しい剣を取り出すと、再度魔力を込めた。

　しかし、そう簡単に聖剣の魔力を使いこなせるわけもなく、何十本目かの残骸が生まれる。

「もし魔道具に魔力を流すのが上手くいかなそうだったら、スペルに使ってみれば？」

「忘れたんですか？　最初の暴発事故を？」

「確かに……まだやめとこうか……」

　あれはダンジョンに入って特訓を始めてすぐのことだ。

　ロズリアが聖剣の魔力を使おうと《不落城壁》のスペルを展開したら、溢あふれ出る魔力を制御できなくて大爆発を起こしたのだ。

　爆発に巻き込まれて危うく俺とロズリアは死にかけた。一人【鉄壁】のスキルを持つソフィーだけがきょとんとしていたのが記憶に新しい。

「とりあえず魔道具で練習してみて上手くいくようだったら、スペルにも応用してみる感じにする？」

「そうしましょう。死因が自爆とかシャレにならないですしね」

「まあ、今はフォースの刀探しもあってすぐにはダンジョン攻略を再開できないし、別に今は命を懸けるところじゃないからな……」

　23階層の狙撃によって、今やフォースの使う刀は煉れん獄ごく一本となっている。

　煉獄は斬った対象を黒炎で焼くことができるという妖刀だが、その破格の性能故使用者に降りかかる反動もでかい。

『到達する者アライバーズ』が解散していた時期の修業にて煉獄の反動は克服したフォースだが、それでもダンジョン内での戦闘で使いっぱなしとなると負担もある。

　特にダンジョンは何時間にもわたる継続戦闘力が求められることもあるため、反動がなく長時間使える刀も欲しいところだった。

「それにしてもよくわからないスキルですよね。【聖剣の導き手】って」

　新しい魔道具の剣に聖剣の魔力を込めるも、剣はロズリアの手の中で砕け散った。その様子を眺めながら彼女は口にした。

「破格のスキルとか言われておきながら、使い方はわかりにくいですし……。こんなことなら【剣術・極】とかのスキルの方が良かったですよ」

「まあ、そんなこと言わずに。せっかくのレア度ＥＸのスキルなんだから」

「あっ、そう言えば、ネメさんもレア度ＥＸのスキルを持っていませんでしたか？」

「言われてみれば……」

　ロズリアの言う通りだ。うちの神官も【聖女権能】という謎のスキルを所持していた。

　ディエゴの話によれば【聖剣の導き手】を筆頭とする聖具シリーズと呼ばれるスキルは武器の種類の名を冠するものに限られており、【聖女権能】はまた違った種類のものらしかった。

「もしかしたら【聖女権能】も【聖剣の導き手】と同じように本来の力を引き出せていないみたいなことあるのかな？」

「【高位鑑定】があるソフィーさんならわかるんじゃないですか？」

「わたし？」

　ソフィーが不意を衝つかれたかのように首を傾かしげた。

「わからなくはないけど……」

「だったら、そこのところどうなんですか？」

「確かにネメも本来の力を引き出せていないというのは正しいのかもしれない」

「えっ、そうなの!?」

「でも、ロズリアと同じってわけじゃなくて、そもそも【聖女権能】は戦闘向きのスキルじゃない。高レベルな神聖術もオリジナルスペルも副産物みたいなもの」

「副産物？」

「うん。【聖女権能】は本来神の啓示を聞いたりできるスキルらしい」

　ここに来て、また神か。奇妙な合致。

　先日、ルゥーに聞かされたダンジョンと神の石盤の謎についての話を思い出さずにはいられない。

「らしいってなんですか？　はっきりしない口ぶりですね」

　ロズリアの問いかけにソフィーは首を振りながら答える。

「【高位鑑定】もスキルの能力のすべてがわかるってわけじゃないから。神の石盤に映される効果の文面くらいはわかるけど、それ以上はわからないことも多い。【聖剣の導き手】についても同じこと」

「それにしても神の啓示か。ネメ姉さんがそんなの聞いている様子あった？」

「うーん、ないですね」

「わたしもそこは気になってネメに訊いたことがあったけど、聞けないって言ってた。どうやらネメには難しいみたい。本来の力を引き出せていないって言ったのはそういう意味」

「なるほど」

　それなら納得できる。あのネメが神の啓示を受け取れるような高貴な存在には思えないしな。

　そもそもネメは神官なんてやってはいるものの、あまりセシナ教を信仰しているようには見えない。お告げを聞くことができないのも、その辺りが関係しているのかもしれない。

「まあ、神の啓示なんてあってもダンジョン攻略にはあまり影響しなそうだしな」

「わからないですよ。もしかしたら最下層への近道を教えてくださるかも？」

「そんな都合のいい神様なら、ダンジョンなんて意地悪なものを作らなそうだけどね」

「でも、誰がダンジョンを造ったかくらいの謎なら解けるかもしれない」

「それは言えてるかも。帰ったらネメに訊いてみるか」

　そうして雑談を打ち切ると、ロズリアの【聖剣の導き手】の力を引き出す修業を再開することにした。

　まさか俺達たちがダンジョンに潜っている間に、地上ではその当人にまつわる重大な事件が起こっているとは知る由もなく。
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　フォース・グランズにとって、その日の始まりはなんてことのない日だった。

　朝食当番だったエリンの作った朝ご飯を食べると、ロズリアちゃんはノートとソフィーを連れて聖剣の本来の力を探るためダンジョンへ潜っていった。

　パーティーハウスに残されたのはオレとエリンとネメの三人となる。

　この二人とは別段お喋しやべりを楽しむという仲でもないため、身体がなまらないように剣術の特訓か、折れた煌狛の代わりの刀を探しに外に出かけるかと思っていたところ、パーティーハウスの呼び鈴が鳴った。

　誰かと思って、覗のぞき窓に顔を近づけると、そこにいたのは祭服と修道服を着た男女の集団だ。

「……誰の知り合いだ？」

　少なくともオレの知り合いではない。こんな怪しげな集団に見覚えはない。

　服装から見るにセシナ教の信者だろう。そうなると、ロズリアちゃんかネメの知り合いか？

　不審に思いながらも扉を開けると、扉の真ん前に立っていた男が口を開いた。

「この家にネメ・パージンはいますね？」

「……なんだ、お前ら？」

　そう顔をしかめたのと、男が片手を上げたのは同時だった。

　まずいっ。オレの直感――じゃない。【心眼】によって視える光の線。

　男は頰を持ち上げて、言葉を放った。

「《裁きの束縛エン・シヤール》」

　事前に視えた光の線の軌道から身体からだを逸そらし、刀の柄つかに右手を滑らせた。

「……くっ！」

　その一手が間違いだったことに気づく。今は刀を差していない。部屋着のままだ。

　慌てて手を伸ばし、その先に硬い感触。玄関に立てかけてあった傘を手に取ると、曲がる光の軌道の間に差し込んだ。

　光の線を放ったのは正面の男じゃない。背後に立つ六人全員だ。光の線の正体もスペルでできた鎖だった。

【剣術・極】があろうと、さすがに傘で六人分のスペルを弾はじき返せるわけもない。

　三人分の鎖を撃ち落とし、一人分の鎖を搦からめ捕とったが、できたのはそこまでだった。

　残りの二人が放った鎖が腕や足を始め、全身を覆って締め上げてくる。

　拘束系スペルか。これくらいの魔法――って抵抗するのは無理か。

　かなり上位の神聖術。しかも、それが二人分ときた。全く手足を動かすことができない。

　玄関に倒れ、芋虫状態になったオレを見下ろして、正面の男は口を開いた。

「念のため、もう一重かけておきますか。《裁きの束縛エン・シヤール》」

　そう言って、今度は男自身が拘束術式を展開する。

　より一層締め付けられる全身。もはや完全に自力では解除不能な拘束状態になってしまった。

「最難関のフォース・グランズは無力化できました。ソフィー・ディーンラーク、ロズリア・ミンクゴット、ノート・アスロンは現在ダンジョンにいます。速やかにエリン・フォットロードを制圧した後、対象を奪還します」

「「仰せのままに！」」

　後ろにいた男女の集団は軽く頭を下げた後、土足でパーティーハウスに乗り込んでくる。

　何が起こっているのか状況を完全に把握できたわけではないが、それでも出会い頭に拘束スペルを撃ってくるような奴やつらがまともなわけがない。

　オレはまだ自由が利く口を開いて、大声を上げた。

「エリン、緊急事態だ！」

「何？　今、私食器洗いで忙しいんだけど！」

　そう言いながらも、濡ぬれた皿と布巾を持ってキッチンから顔を出してくるエリン。

「「《裁きの束縛エン・シヤール》」」

「……えっ!?」

　案の定、エリンも拘束スペルの餌食となってしまう。

「一体何よ、これ！　お皿割れちゃったじゃない！」

　全く役に立たなかったな……。

　手足をじたばたさせて、エリンは廊下に転がる。完全に詰みの状況だった。

　クソっ！　よく考えたら、最悪のタイミングだ。

　オレやエリンはその戦闘スタイル柄、刀や杖つえといった武器がなければ万全の力を発揮できない。

　装備がない状態で戦うとなると、ロズリアちゃんやソフィー、はたまたノートにまで引けを取る可能性すらあり得る。

　もしこの場に三人のうちの誰かが残っていれば反撃はできたかもしれない。

　事実起こりえなかった状況を悔やんでも意味はない。今はこの状況をどうやって打開するかを考えることが先決だ。

「一体、ネメになんの用だ？」

　自力での抵抗は不可能だと判断して、少しでもこの男たちの情報を手に入れるよう頭を切り替える。

　男は対象を奪還と言っていた。抹殺ではなく奪還。

　ということは、少なくともこの場ではネメを殺す意図はないはずだ。

　だったら、男の正体や所属がわかれば取り返すことだってできる。

「どうしてその質問に答える義務が？」

　しかし、男はオレを一いち瞥べつするだけに留とどめて、部下のような奴らに指示を出した。

「騒ぎになる前に撤収したいです。Ａ班は一階、Ｂ班は二階を捜索してください。なんとしてもこの場で聖女の器を確保するように」

　聖女の器？　ここで気になる単語が出てきた。

　ネメのスキルは【聖女権能】というものだ。スキルの詳細はネメの説明力も相まって詳しくはわかっていないところもあるが、多分こいつらの狙いはネメ自身というよりも、ネメの所持するスキルのようだ。

「確保しました！」

　階段から男が下りてくる。その肩にはオレやエリンと同じように拘束スペルで雁がん字じ搦がらめにされたネメが担がれていた。

　ネメは小さい手足をバタバタさせながら必死に抵抗する。

「今さらネメになんの用です！　離してくださいです！」

　今さらということは、こいつらと面識があるのか？

　男の口を割らせることはできなそうだが、ネメの口から襲撃者の正体を割り出すことができるかもしれない。

　危険を承知して、オレは一つ賭けに出ることにした。

「ネメ！　こいつらは誰だ!?」

「フォースまで捕まっちゃったです!?」

「オレのことはいい！　早く言え！」

「フーゲ枢すう機き卿きようは昔の――」

「お静かに」

　そのひと言とともに男はスペルを放ってネメを気絶させた。

　続けざまにエリンにも一発食らわせると、最後にオレへと手を伸ばしながら言った。

「今回は命までは取らないであげましょう。精々神に感謝することですね」

　男がスペルを放とうとしていることは【心眼】によってわかっていたが、全身を拘束されている状況じゃ避けることもできない。

　脳の内側を直接揺さぶるような衝撃。薄れゆく意識の中、オレは冷めた表情を浮かべている男を睨にらみ上げた。

　覚えていろよ。お前の顔は目に焼き付けたからな。

　オレの仲間に手を出したことを絶対に後悔させてやる。

　復ふく讐しゆうへの闘志を燃やしながら、オレの意識は沈んでいくのであった。
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　俺達がパーティーハウスに戻ると、そこに広がっていたのは目を疑うような光景だった。

　鍵が閉じていない扉。開けるとそこには物が散乱した玄関。そこにフォースとエリンが光の鎖で縛られたまま倒れていた。

　とりあえず二人の拘束を解き、起こして事情を聞くことにした。

　フォース曰いわく、パーティーハウスに神官のような謎の集団がやってきて、突然襲い掛かりネメを連れ去っていったらしい。

　とりあえず《索敵》の範囲を広めてネメや怪しい人物の気配を探るが、それらしいものは見つからなかった。

　彼らは既に《索敵》の範囲内から逃げ切ってしまったようだ。

　迅速な行動に加え、気配を探れる俺がダンジョンに潜っている間に襲ってきた辺り、襲撃者は相応の準備をして計画を実行したのかもしれない。

　こればかりは計画の準備段階で襲撃者の気配に気づくことができなかった俺の失態だ。

　フォースが聞き取ったというフーゲ枢機卿という名前。その名に心当たりがある者はこの場には一人もいなかった。

　セシナ教関連の人物ならロズリアが知っていてもおかしくないと思っていたが、どうやら聞いたことのない名前らしい。

　他にセシナ教に詳しい知り合いとなると、ぱっとは思いつかないのが現状だ。

　どうしたものかと頭を悩ませていると、ソフィーが口を開いた。

「ギルベルトなら知ってるかも」

　そうだ。レイファの下にいた神官兵士なら知っている可能性は高いかもしれない。

　彼は神官兵士として最強と謳うたわれており、この国の教会の中でも重要な役職についていたとのことだ。

　それにギルベルトの下に行けば、王女であるレイファにも会うことができる。

　王族として顔の広い彼女なら、ネメを攫さらっていった人物に心当たりがあるかもしれなかった。

　俺とソフィーとフォースでレイファの下を訪ねることにする。

　残るロズリアとエリンには街の冒険者たちから怪しい人物の目撃情報を聞き取ってもらうことにした。

　ホテルの扉の前にある呼び鈴を鳴らす。見知った顔が現れたのはすぐのことだった。

「また貴方あなた達たち？」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべながらも、レイファは部屋の中に通してくれた。

　早速先ほど起こった出来事をその場にいた『王女の軍隊プリンセスナイツ』の面々に話す。

　俺達の話を受けて最初に口を開いたのはレイファだった。

「フーゲ枢機卿ね……。この国にそんな人がいたかしら？　ギルベルト知ってる？」

「ああ、この国の人ではないがな。セシナ教の聖地と言われるアイファンの国の枢機卿だったはずだ」

「アイファンってどこです？」

　近隣の国家事情に詳しくない俺は割って入ることにした。

　レイファが俺の問いに答える。

「ここから南に進んで一つ国を越えた先にある国よ。ドワーフなどの別種族が多く、かつては魔道具製作で名を馳はせていたけど、ダンジョンがないこともあって今はそこまでではって感じね。代わりに今のアイファンは二つの分野で有名だわ」

「その二つって？」

「一つは神聖術。ギルベルトが言っていた通り、セシナ教の聖地と言われるくらいだからね。そして、もう一つはスキル。アイファンは世界で一番スキルの研究が進んでいる国と言われてるわ」

　スキルの研究か。確かに未いまだスキルは人類にとってダンジョンと同じくブラックボックスとされている。

　別に研究している国があってもおかしくないだろう。

「アイファンでは与えられるスキルに指向性を持たせることに成功していると言われている。要は国単位で狙ったスキルを引き出そうとしているということね」

「そんなことが……」

　もし本当にそんな奇跡が叶かなうのなら、かつての俺のように望まないスキルを得て、夢を諦めざるを得ない人間が出てくることもないのかもしれない。

　それは少し羨ましくも思えた。

「とりあえず、別の国の人物が起こした事態となると、私は手を貸せないわ。王女である私が関与すれば、国際問題にもなりえてしまうから。いくら私でも、そのくらいの分別はつくわ」

「まあ、そうですよね……」

　さすがにあの暴虐王女にそこまでは期待していない。

　21階層での窮地を救ったのだから、ひょっとしたらって気持ちがあったことは否定できなかったが、王族という立場を考えれば彼女の言い分も納得できる。

「それと同じく『王女の軍隊プリンセスナイツ』の面々も貸し出せない。私の部下という扱いになってしまうから。わかった、ミーヤ？」

「えっ!?　わたし!?」

「貴女あなたなら、『ノートがそんなに頭を下げるなら仕方ないなぁ。幼おさな馴な染じみだし？　見捨てるほどわたしも薄情じゃないからなぁ』とか言って、まんざらでもない様子で手を貸しそうじゃない」

「しないよ、そんなこと！　多分……。まあ、ただ『到達する者アライバーズ』にはエリンちゃんもいるし？　友達が困ってるんだったら助けて――」

「だから、駄目と言っているじゃない。友達をダシに幼馴染に恩を売ろうとしない」

　そう言ってレイファはミーヤの頭を叩はたくと、俺達の方へ向き直った。

「というわけだから。私達の方にも事情があるから、手を貸さなかったからって恨まないでちょうだい」

「いや、襲撃者の正体がわかっただけで助かります。これで俺達はネメを取り戻しに行けますから。ありがとうございました」

「待ちなさいよ。まだ話は終わってないわ」

　俺が感謝の言葉を述べていると、レイファは思いもよらぬひと言を付け加えた。

「もし、貴方達がネメ・パージンを取り戻すことができたら、私に任せなさい。王女の権力を使って、もう二度と手出しできないようにその枢機卿達に圧力をかけてあげるわ」

「……」

「どうしたのよ？　その意外そうな顔？」

「だって――」

「ノートは驚いてるんだよ。レイファちゃんがまさか手を貸してくれるなんて思ってなかっただろうから」

　こちらの動揺の理由を悟ったミーヤが、レイファの肩を叩たたく。

「いやぁ、レイファちゃんも素直じゃないねー。ノートを助けたいなら助けたいって正直に言えば良いのに。わざわざ回りくどい言い方するなんて」

「……ぶちっ」

「かわいいところあるじゃん！　もしかしてツンデレキャラ狙ってる？」

「やっぱり前言撤回。貴方の幼馴染のミーヤのせいで私は貴方達に一切手を貸さないことに決めたわ」

「なんで??」

「恨むなら私じゃなくてミーヤの方にしてちょうだい」

　こればかりは完全にうちの馬鹿幼馴染が悪い。

　とりあえずミーヤに恨みの視線を送っておくと、「わたし悪くないもん！」と全く反省の色が見られない返答をされてしまった。

「まあ、ミーヤには後々処罰を与えるとして――」

　レイファは咳せき払ばらいをすると続けた。

「それにしても貴方達、本当にアイファンに行くつもりなの？　枢機卿といえば教会の中でも実質的な最高権力を持つ立場。そんな人物が出張っているとあらば、アイファンのセシナ教徒をまるごと敵に回すようなものよ」

「いや、アイファンは国営自体もほとんど教会が行っている。ひいては国自体を相手取るようなことかと」

　隣に立つギルベルトが付け加えた。

　国自体を相手取るようなものか。普通ならここで少しは躊躇ためらう気持ちを見せなくちゃいけないんだろうけど、あいにく自分の中で答えは決まっていた。

　国がなんだ。こっちは人類未踏のダンジョンに挑んでいるんだ。

　深層のボスに比べれば国の一つや二つなんて大したことのない敵のように思えた。

「そんな忠告で俺達が大人しくしていられないことは、レイファ様達が一番知っているんじゃないですか？」

「そうね。じゃなかったら今頃とっくに私の手駒に加えられていたものね」

「そういうことです」

　そう答えると、俺達はレイファの下から引き上げることにした。

　ネメは現在アイファンに連れ去られている最中だろう。

　襲撃者が誘拐という手段を取った辺りすぐに命の危険はないだろうが、それでもゆっくりしている暇はない。

　部屋から出ようと背を向ける俺達にレイファは言った。

「まあ、無事に戻ってきなさいよ」

「気遣いの言葉をかけてくださるなんて意外ですね」

「貴方じゃなくて、ソフィーに言っているのよ」

「……そうですか」

「あと貴方達にはソフィーを預けたんだから、こんなダンジョンと関係ないところで死んだら承知しないわ。くれぐれもソフィーが悲しむことにならないように努力しなさい」

「そうならないようにネメを取り返してみせますよ」

　これもレイファなりの激励なのかもしれない。

　ミーヤの言う通りだいぶ素直じゃない気もするが、彼女がこちらを気にかけてくれていることは伝わった。

　それに今のレイファは、ソフィーだけには正直に思いやりの言葉をかけている。

　ソフィーのことを駒の一部としてしか見ていなかった過去を考慮すれば、それは充分すぎる変化だった。

「じゃあ、行ってきます。レイファ殿下」

　ソフィーはそう満足そうに答えて、部屋を出るのであった。
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　ネメを取り戻しにアイファンへと向かうことになった俺達は、南へと進路を向けることにした。

　かといって、アイファンは一つ国を挟んだ先にあり、目的地まではまだ距離がある。

　しかも、襲撃者の情報だって一人の人物の正体が判明しただけで、首謀者や目的などはまだ何もわかっていないに等しかった。

　さすがにこのまま無策で敵の本拠地に突入するほど、俺達も馬鹿じゃない。

　急いでネメを取り戻したいという気持ちはあったが、何せアイファンのことすらろくに知らないときた。

　ネメを助けるためにも、アイファンについて詳しいガイドのような人物の存在は必須だった。

　以前レイファとひと悶もん着ちやくあったときは、首切りやエイシャの力を借りて事態を解決した。

　しかし、あれはピュリフの街で起こった出来事だから、王都にいる彼らの力を借りられたわけで、今回の目的地であるアイファンはピュリフの街から見て王都とは反対方向だ。

　彼らに連絡を送るだけで数日はかかってしまうし、返事を待つにも数日かかってしまう。

　急せいて事を仕損じる懸念はあるが、そこまで時間の猶予があるようにも思えなかった。

　というわけで、今回頼ろうと思っているのは別の人物だった。

　その人物はピュリフとアイファンの間にある小国に住んでいるという話を聞いていた。

　アイファンに住んでいるわけではないが、少なくとも俺達たちよりもアイファンについては詳しいはずだ。

　その人物の住む町につくと、『到達する者アライバーズ』の面々は町に一つしかない宿に泊まることにした。

　現在の時刻は夕方。西日が落ちている町中で、俺は一人、彼女がいるはずであろう住所に向かった。

　その家は一見なんの変哲もない家だった。

　こぢんまりとした一軒家。軒下にはしゃれた植物の飾りが備え付けられていて、窓からは室内の照明の淡い光が漏れ出ていた。

　水色の真新しい呼び鈴を鳴らすと、しばらくして懐かしい顔が現れる。

「……えっ!?」

「お久しぶりです」

「どうして君が……」

「そんなに驚きますか？」

「いや、まさかこの町で出会うことになるとは思わなかったから……。まあ、ピュリフの街を出るときに行き先を教えたのは私だから驚くのも変な話だろうけど、それでも幼女攫さらい君が来てくれるとは思わなかったよ」

「その呼び方懐かしいですね。師匠」

　そう。目当ての人物とはかつてピュリフの街でジンに紹介されて、俺に盗賊としての戦いを教えてくれたリースであった。

　彼女とは二年ぶりの再会になる。最後に話したのはジンが死んだとき。

　大切な仲間を失って、目的も指針も失って、彼女の下に向かってそこで冒険者を辞めることを告げられた。

　そのときに故郷にでも戻ろうと思うという話は聞かされていて、その故郷がちょうどアイファンへ向かう道中にある小国だったのだ。

　二年という期間は短いようで長い。俺はあまり変わっていないように思えるが、リースはそういうわけでもないようだ。

　髪は少し伸び、声のトーンも昔ほどテンションが高いわけでもない。

　そして何より今の彼女はエプロン姿だ。ショートパンツの冒険者姿の印象が強い俺としては、どうしても違和感を覚えてしまう。

「そうなんだ。あっ、そう言えば今は七賢攫いって呼ばれているんだっけ？　前に新聞で見たよ」

「えっ、この国にまで伝わっているんですか？」

「イザールの七賢選抜は世界的にも有名だからね。それにかつての教え子の動向はどうしても気になっちゃうじゃん」

「そういうものなんですね」

「呼び方も七賢攫い君に変えた方がいいのかな？」

「いいですよ。今まで通りで」

　ただでさえ今までどんな風に話していたか、昔の感覚を思い出している最中なのだ。

　呼び方さえも変えられてしまえば、昔のような気軽な会話を一生できなくなってしまうような気がした。

「それにしてもどうしたの？　いきなりやってきて？」

「相談したいことがあってというのと、個人的に師匠とも話がしたかったってところですかね？　今、大丈夫ですか？」

「家に上げるのはあれだしな……。夕食を作っている最中だから、ちょっと待って。すぐに片づけられると思うから、そうしたら近所の喫茶店とかで話をしよう」

「わかりました」

「じゃあ、待っててね」

　そうしてリースに待ち合わせ場所の喫茶店の場所を教えてもらうと、彼女は家の中に消えてしまった。

　俺は指定された喫茶店に入ると、コーヒーを頼んで席へと着く。

　そういえばリースに冒険者を辞めると言われたときも、場所は喫茶店だったっけ？

　奇妙な偶然性を感じながらカップに口をつけていると、店の中にリースが現れる。

　彼女も同じようなことを考えていたようだ。手を上げながら向かいの席に着くと、開口一番彼女は言った。

「最後に会ったときも、こんな喫茶店だったっけ？」

「そうでしたね」

「まあ、あのときよりも小さな町の寂れた喫茶店だけど」

　そう自嘲的に笑うと、彼女も店員にコーヒーをオーダーした。

　飲み物がやってくる前にリースは口を開く。

「あのときは一緒に冒険者を辞めるって話をしたっけ？」

「はい。まあ、俺はなんだかんだ辞めそこなって、まだダンジョン探索してますけど。師匠はどうなんです？」

「見てよ、これ」

　そう言って、リースは左手をテーブルの上に突き出した。

　俺の方に向けられた手の甲の薬指には銀色の指輪が光っている。

「結婚したんだ、私」

「……やっぱりそうでしたか。おめでとうございます」

　その事実はリースの家に行ったときから勘づいていた。

　彼女には結婚願望があったし、冒険者を辞めた理由も普通の人生を歩むためだ。

　それに何より表札にかかっている苗みよう字じが変わっていた。俺を家に上げなかったのも、他の男を家に上げるのを躊躇ったからだろう。

「ちょっと間があった。もっと喜ばしいことのように祝福してよ」

「驚いて、ちょっと反応が遅れちゃっただけですよ」

「なんで驚くのよ。そんなに私が結婚できたのが意外だった？」

「そういうわけじゃないです。本当におめでとうございますって思ってますから」

「それならよし。まあ、結婚できたことに一番驚いているのは、自分自身なんだけどね」

　リースは自分の手につけられた指輪を遠い目をして眺める。

「故郷に帰って、まずは両親の下で暮らすことにしたの。冒険者をやるって言って、いきなり家を飛び出た身だからね。心配をかけてきたのは自覚していたし、少しは親孝行でもしようかなって」

「そうだったんですか」

「で、帰ってきてみればこんな歳としでいき遅れるのもあれだからって急に男の人を紹介されることになっちゃって。その相手だって近所に住んでいた人で、昔から顔は知ってたけどまともに話したこともなくて、全然乗り気じゃなかったんだ。でも、あまりにもお父さんとお母さんが真剣に説得してくるものだから一度くらい会ってみようかなって――」

　そうしてリースは恥ずかしそうにはにかんだ。

「でも、いざ会ってみればいい人で少し考えてみてもいいかなって。そうこうしている内に二人で会うような仲になって、いつの間にか結婚することになってた」

「気がついたら結婚することになってたって……。結婚ってもっと重要なイベントなんじゃないんですか？」

「そうとしか言いようがないからね。それでも今の私は幸せだよ。若い頃の私は冒険者を辞めたら退屈な人生が待っている。平凡に殺されて死んだように生きるくらいなら、短くても生きている実感がある人生を送りたいって思ってた。でも、退屈な生活を送ってみて、気づいたんだ。平凡な暮らしも案外悪くないって。今はこの退屈さが愛いとおしく思えてる」

　そう言い切ったあと、リースは問いかけてきた。

「ってこんな雑談をしに来たわけじゃないんでしょ？　私を訪ねてきた本当の要件って？」

　きっとリースは勘づいていたのだろう。俺が吞のん気きに思い出話に花を咲かせに来たわけじゃないことを。

　冒険者時代の昔の知り合いが遠路はるばるやって来るってことは、きっとろくでもないに違いないと。

「それは――」

　躊躇ためらいながらも当初の目的を果たすため、俺はリースに仲間のネメが謎の襲撃者に連れ去られた一件を話すことにした。

「――というわけです」

　すべてを話し終えると、リースは口を開いた。

「それは大変な事態だね」

「はい。だから、師匠の力を借りられないかと――」

「残念だけど、それはできないよ。私もアイファンのことをあまり知らないし、何より今の私には守るべきものがある」

　そう言ってリースはお腹なかに手を当てた。

「どうやら私の中には新しい命がいるみたいなの。それにね、私に何かあったら夫が悲しむから。あの人は別に顔が特別いいわけでも、勇敢なわけでもない。でも、とびっきり優しいの。『君みたいな綺き麗れいな人と結婚できて本当に良かった』なんて言ってくれて。この私にだよ？　笑っちゃうでしょ？」

　リースはまんざらでもなさそうな笑みを浮かべながら、赤くなった顔を右手で扇いでいた。

「そういうわけだから一緒に行くことはできない。ごめんね。かわいい元弟子が困ってるときに助けてあげられなくて」

「いいですよ。無理を言ったのはこちらですから」

　そう答えて、作った笑みを浮かべる。

　リースが幸せになれたのは喜ばしい出来事のはずなのに、不思議と寂せき寥りよう感がこみ上げてくる。

　きっと、俺とリースの人生は別々の道に分かれてしまったのだろう。

　夢を追いかけ続ける俺とは違って、リースは現実的な幸せを摑つかむことにした。

　別にそれはなんら責められることではなく、人として正しいことのはずだ。

　それでも一緒に修業に付き合ってもらった頃の彼女はもういないとわかって、哀かなしさを感じてしまっていた。

「ありがとうございます。いきなり押しかけてきたのに時間を作ってくれて」

　ジンが死んで王都に逃げたとき、もし俺が本当に冒険者を辞めると決意できていたら、今のリースみたいな温かな笑みを浮かべられる生活を歩めていたのだろうか？

　わからない。ロズリアと結婚して、二人で幸せに暮らす未来もあったかもしれない。

　でも、同時にそうはならなかったのではないかという予感もある。

　あのときの俺は、平凡な生活に物足りなさを感じていて、夢を捨て切れなかった。

　完全に夢を捨てることができたリースとはわけが違う。

　それは俺の性格のせいなのか。それとも俺がまだ子供だっただけなのかはわからない。

　もしかしたらいつかは俺も大人になって、ダンジョン攻略を諦めるときが来るのかもしれない。

　でも、今はそのときではないと思うし、夢を諦めないためにもなんとしてもネメを取り戻さなくてはいけないのだ。

　俺が席を立とうとすると、リースは待ったをかけた。

「確かに助けられないと言ったけどね。助言くらいならできるかもしれない」

「助言？」

「うん。見知らぬ国に乗り込むにあたって、現地を知る盗賊に協力を仰ぐって発想は悪くないと思うんだ。やっぱり何かをするにあたって情報は重要だしね。ダンジョン探索ではあまり活躍の余地がない盗賊って戦闘職バトルスタイルも情報収集や対人戦闘にはかなり有用だから」

「そうですか」

「それでアイファンには有名な盗賊が一人いる」

　リースは人差し指を突き立てると続けた。

「彼の名前はスイズ・マイラン。世界でも五本の指には入る最強クラスの盗賊だ」

「その人に協力を仰げば――」

「大切な仲間を取り返すことも難しくはないだろうね」

「そんな人がアイファンに……」

　リースからもたらされた新たな情報に息を吞のむ。

　長年盗賊をやっていて、世界で有名な実力者を知らないってのはどうなんだって気もするけど。

「私としてもそういう盗賊がアイファンにいるって噂うわさを聞いただけで、会ったことはないからどんな人かもわからないんだけどね。何かの助けになればと思って。それに幼女攫さらい君の力なら、一人でちゃちゃっと解決できちゃうかもしれないけど、一応教えておこうかなって」

「いや、一人じゃ何もできないことは自分が一番わかっていますから。役に立つ情報ありがとうございます」

　突然やって来て、はた迷惑な頼みをしてきた相手を邪険にせず、優しさから助言までくれるなんて、リースはなんて思いやりのある人間なのだろう。

　冒険者を辞めたとはいえ、やっぱりリースは俺の師匠だ。

　たとえ別々の道を歩むことになったとしても、それは変わらない出来事のように思えた。

「やっぱり師匠の顔を久しぶりに見られて良かったです」

「そんなに役立つ情報をあげられた気がしないけどね」

「そうじゃなくて、幸せそうな師匠の様子が見られて良かったってことですよ」

　そして、今度は心の底から祝福の言葉を口にすることができた。

「改めて言わせてください。結婚おめでとうございます。師匠が幸せな新婚生活を送れるよう祈ってますよ」

「祈られなくても幸せいっぱいの新婚生活をしているから安心して」

　そう言って満面の笑みを浮かべると、リースは右手を持ち上げてグーを作った。

「幼女攫い君もさっさと仲間を取り返して、無事に帰りなよ。そんでもって、私が成し遂げられなかったダンジョン制覇って夢を叶かなえてよ。そしたら、私も元師匠として胸を張れるからさ」

「言われなくてもネメを取り返して、ダンジョン制覇もしますから。あと師匠は元なんかじゃなくて、俺の永遠の師匠です」

「かわいいこと言うな、もう」

　こうして俺はリースとのつかの間の再会に胸を温めたのであった。
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　ネメ・パージンが目を覚ますと、視界に広がっていたのは簡素な木の天井だった。

　見知らぬ光景を不思議に思って起き上がろうとするも、身体からだが上う手まく動かない。首を曲げて自分の身体を見てみると、光の鎖で手足もろとも縛られている。

「なんです、これ……」

　悪い夢か何かだろうか？　ネメは咄とつ嗟さにそう思った。

　確か起きる前も悪夢を見ていた気がする。

　その日は休みで『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスでゆったりとうたた寝をしていると、急に一階で物音がして飛び起きたのだ。

　そして、気になって扉を開くと、そこには見知った顔が――。

「やっと目を覚ましましたか」

　その声にビクッと身体を震わせる。

　どこかで聞いたことのある声。声のした方向に顔を向けると、目を疑うような人物の顔があった。

「……フーゲ枢すう機き卿きよう」

　まだ悪い夢を見続けているのだろうか？　それとも夢なんて最初から見ていなかっただけなのか？

　起きたばかりの頭では上手く状況を理解できない。気がつくと、勝手に口が開いていた。

「どうして……です……」

「はて？　どうしてとは？」

「どうして……いるんです……」

「そんなに驚くようなことですか？　ただ私は貴女あなたを迎えに来ただけですよ」

　そう言って、目の前の男はゆっくりとお辞儀をした。

「セシナ教の今代聖女として、迷える信徒をお導きになられるようにと」

　白々しく答えるフーゲ枢機卿に、ネメは拳を握りしめる。

　どの口でそんなことを言っているのだろうか？　文句を言いたい気持ちだった。

「どうしてネメなんです!?」

「それは貴女が一番ご存じなのではないですか？」

「スキルです!?　そうだったとしても、ネメには聖女に向いているように思えないです！」

「貴女がそう言い張っても、神が定めたことですから。貴女に聖女の素質があると」

　やっぱりフーゲ枢機卿はネメなんかを必要としていない。ただ自分が持つ【聖女権能】を欲しているだけだ。

　こんなスキル、一度たりともネメは欲しいと思ったことはなかった。

　それなのに何かの間違いで授かってしまったばかりに、自分の人生は大きく変わってしまった。

「でも、ネメは聖女にならないと言ったです！　だから、書き置きを残して出て行って――」

「あんなぼろ紙の書き置きが認められるわけがないでしょう。それに聖女になることはセシナ教を信仰する者として名誉なことです。何がそんなに不満なのですか？」

「枢機卿もネメが聖女に向いていないことはわかり切っていたはずです！　現にネメはそう言われ続けていたです！」

「それはスキルを手に入れる前の話でしょう。私達たちの目が間違っていただけのことです」

「だとしても、ネメより聖女に向いている人はたくさんいるはずです！　それに今聖女をやっているのは――」

「アルシアですか。彼女は聖女代行としてよくやってくれていますよ。それでも聖女代行に過ぎません。散々教えたでしょう。【聖女権能】を持たない者は聖女の肩書きを与えられることはないと」

「それでもネメは聖女になるつもりはないです！　聖女になるべきなのはアルシアだと思うです！」

「神の意に反しても？」

「そうです！　神様になんと言われようと、ネメは聖女にならないです！」

「そうですか……。まったく昔から変わらないですね。人に何を言われようとも、自分の意志を曲げないところは」

　フーゲ枢機卿は深く息を吐きながら肩を落とした。

　説得が成功したのかとネメは内心で喜んでいると、枢機卿は懐に手を入れて銀色の物体を取り出した。

「なら、殺すしかないですね」

「えっ、銃です!?　待ってです！」

「どうしたのですか？」

「どうして殺すって話になるんです!?　唐突すぎるです!?」

「そこまで驚くことはないでしょう。レア度ＥＸのスキルは同時に二つ存在することがないと言われます。貴女が【聖女権能】を持っている間は他の信徒に【聖女権能】がもたらされることはないということです」

「だからって殺すまですることはないです！　もしかしたらネメが説得に負けて聖女になる可能性も否定しきれないです！」

「さっき言ったばかりでしょう。神様になんと言われようとも聖女にならないと」

「それは言ったですけど、ネメの言い間違いかもしれないです！　やっぱり聖女になることをほんのちょっと考えてあげてもいいです！」

「じゃあ、聖女になるのですか？」

「ネメは聖女になるつもりはないです！」

「ないのじゃないですか。じゃあ――」

「銃口を向けないでくださいです！　今のは口が滑っちゃったです！」

「口が滑ったということはそれが本心ということじゃないですか。そういうところも昔から何も変わってないですね。口から出まかせで、自分に都合のいいことばかりを言うところも」

「待ってです！　ネメが悪かったです！」

　冷や汗を全身にかきながら懇願していると、奥の扉が開いた。

　そこから現れたのは、パーティーハウスで気を失ったとき最後に見た顔で――。

「フーゲ枢機卿。殺すのはまだ早計かと」

「アルシア!?」

　思いもよらぬ人物との再会にネメの声はひっくり返る。

「どうしてアルシアがいるです!?」

「どうしても何も、あなたを連れ戻す作戦に協力しているからです」

「アルシア！　今すぐネメを助けてください！　『到達する者アライバーズ』のみんなのところに戻してください！」

「だから、人の話を聞いていましたか？　今はフーゲ枢機卿の作戦に協力していると言っているでしょ。わたしはあなたの敵です」

「違うです！　アルシアは優しくて、いつもネメの味方をしてくれたです！　アイファンにいたときも――」
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「過去のことは過去のことです。今とは違うんですよ」

　アルシアは冷たい声色で言い放つ。

　そういえば口調も表情も昔とは全然違う。前はもっと砕けた話し方でネメに接してくれたし、いつも穏やかな笑みを浮かべていた。

　でも、今のアルシアは仮面を被かぶったような作られた笑顔だ。

「アルシアに何をしたです!?　洗脳です!?」

「されていないですよ。自分の意思で動いているだけです」

「洗脳されている人はみんなそう言うです！　そうです？　フーゲ枢機卿？」

「いや、洗脳などしていないですが……」

「洗脳している人はみんなそう言うです！」

「これは何を言っても通じないやつですか……」

　フーゲ枢機卿はどこか呆あきれた表情を浮かべていた。

　ゴホンと咳せき払ばらいをすると、表情を戻してアルシアに向き合う。

「それにしても、ネメ・パージンの殺害を止めるとはどういう風の吹き回しですか？　まさか今になって裏切るつもりですか？」

「そんなつもりはないです。ただ第一、第二案を諦めて、ネメを殺すという最終案に移るのは時期尚早かと思っただけです」

「ネメ・パージンを聖女に据えるという第一案は既に潰ついえたのでは？　それに第二案を実行するのに必要な、どんなスキルでも一つだけ盗むことのできる【奇跡の簒さん奪だつ者】の所有者も見つかっていません。そうなると最終案が現実的なところだと思うのですが？」

「ネメを殺したところで、すぐに【聖女権能】が別の者に移るわけじゃありません。そもそもネメ自体何十年ぶりの【聖女権能】所有者なんですから。【聖女権能】が新しい聖女候補生に移ることに賭けるよりかは、ネメを聖女に据えることの方が容易なはずです」

「私はネメ・パージンが素直に説得に応じるようには思えないのですがね」

「そこはわたしが説得します。ネメとは知らない仲でもないですから」

「聖女候補生時代にネメ・パージンと親交があったから、温情を与えているわけではないですよね？」

「わたしに温情などという気持ちがあったら、ネメを連れ戻す計画に参加していないでしょう」

「それもそうですね」

　フーゲ枢機卿は納得するように頷うなずいた。

　正直ここまで来ると、ネメの頭では二人の会話についていけない。

　アルシアが現れたことだけでも頭がいっぱいなのに、アルシアの変わりぶりや、ネメに敵対したことを明言したことで考えがぐちゃぐちゃになってしまった。

　ただ二人がネメの意にそぐわない企たくらみをしているのだけは明らかだった。

「二人とも悪いことを考えているようですけど、全部無駄になるです！　レイファのときみたいに、きっとノート達が助けてくれるです！」

「ノート・アスロンですか……」

　アルシアは片目に手のひらを当てながら呟つぶやいた。

「確かに彼はわたし達の一番の脅威となるであろう存在ですが、対策ができないわけでもありません。彼の【地図化マツピング】とそれに追随する《索敵》も、世界の理ことわりから外れたダンジョンの中にいては無意味です。彼がダンジョンに潜っているタイミングで襲撃をしたおかげで無事に作戦は成功しましたし、彼がダンジョンから戻ってくる頃には射程外から逃げることもできました。それにわたしの【超遠視】の方が射程は上です。今も彼らの動向は把握できていますから」

　アルシアは右目に当てていた手を下ろすと、こちらを見下ろして言った。

「というわけで、助けは期待しないでください。わたし達は明け方になったらこの宿を出て、馬車でアイファンまで進むことにします。その間に抵抗するようであれば、フーゲ枢機卿の言う最終案を取らなくちゃいけなくなります」

「アルシア……」

「死にたくなかったら大人しくしておいてくださいよ」

　そう口にするアルシアは自分の知る彼女と同一人物とは思えなくて、ネメはただ息を吞のむことしかできなかった。
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　ネメが連れ去られてから、『到達する者アライバーズ』の面々がアイファンへとたどり着いたのは十日を過ぎたあたりであった。

　無事に入国することはできたものの、目的地はまだ遠い。

　馬車で一緒になった行商人に訊きいたところ、フーゲ枢すう機き卿きようというのはこの国では名の通った人物であり、セシナ教最大の聖地かつこの国の首都であるビスリルという街にいるのではないかとのことだった。

　ビスリルは国境から五日以上馬車を乗り継いでいかなければならなく、これはまた長く感じる旅路であった。

　ようやくビスリルに着くとのことで馬車の窓から外を覗のぞくと、前方に広がるのはてっぺんを削られて凹型になったような山であった。

「あれがビスリル？」

　疑問に思った俺が口を開くと、馬車をひく男性が答える。

「あれ？　もしかしてあんた達ビスリルに来るのは初めてかい？」

「そうなんですよ。良かったら街のこと教えてもらえませんか？」

「かわいいお嬢ちゃんの頼みとあっちゃ、断れないわな」

　ロズリアが持ち前の愛想の良さで尋ねると、男性は気のよさそうな顔で答えた。

「何百年も昔、まだ戦争なんてものがあった時代だな。例にもれず、アイファンも争いが絶えない国だった。主要な都市は軒並み戦火にやられ、火口跡に位置する街のビスリルもその独特な地形もあって比較的攻め入られることが少なかったが、それでもいつ争いの中心になってもおかしくない状況だった」

　馬車をひく男が語るのはビスリルの歴史だろう。

　ロズリアが訊いたのは現在の街の状況だったが、熱がこもっている話を今さら邪魔することはできない。二人してそのまま話を聞くことにした。

「そこで一人の英雄が現れた。フォージュ・マルタイオスという一人のドワーフだ。この国の奴やつらなら子供でも知っている名前だな。そんな彼はいつ攻め入られるかわからないビスリルの状態を憂いて、単身壮大な計画を立てることにした。それはこの山の中にあるビスリルを要塞都市にするというものだった」

「要塞都市ですか……」

「そうだ。時の権力者ならまだわかるが、フォージュはそのときまだ一人の平民の少年だった。山の中という環境も相まって、誰しもがそんなことは無理だと鼻で笑っていたそうだ。それでもビスリルは計画に取り掛かったそうだ」

「それで、その計画は成功したんですか？」

　ロズリアが窓に映る山を眺めながら質問する。

　男は胸を張りながら答えた。

「ああ、それが成功したんだ。誰もの予想を覆してな。もちろん最初は計画が難航していたらしい。一人の少年が街を要塞都市に作り変えるなんて無理な話だ。だけど、途中で少年は十五歳になってスキルを授かった。【聖せい槌ついの担い手】という今では伝説となったスキルだ」

「【聖槌の担い手】……」

　まさかここでディエゴから聞いた話とつながるとは思わなかった。

　名前からして【聖槌の担い手】は【聖剣の導き手】や【聖銃の収め手】に続く、第三の聖具シリーズスキルだろう。

　男の語りを話半分に聞いていたところはあったが、もしかしたらそのフォージュとやらの逸話から【聖剣の導き手】の力を引き出すヒントが得られるかもしれない。

　話を聞く姿勢を改めることにした。

「フォージュはそのスキルで生み出された聖槌を使って街を造り変えたそうだ。強固な岩盤はより強固な城壁に。覆っていた草木はそのまま、そこに砲門をつけ。街の入り組んだ地形を整備し、侵入者を阻む迷路として再建することにした。その結果ビスリルは難攻不落の要塞となり、住民たちも皆フォージュの功績を称たたえるようになった。これがこの街の歴史だ」

「スキル一つでそんなこともできるんですね」

「そうだ。だから、この街はセシナ教の聖地とされているんだ。神から授かった奇跡によって戦火を免れたという逸話によってな。それから百年近く経たってアイファンの首都がビスリルに移されて、今に至るというわけだ」

「ということは、遠目からでは山にしか見えませんが、撃とうと思えばいつ大砲が飛んでくるかわからないということですか？」

　ロズリアが頰に人差し指をあてながら尋ねる。

　馬車をひく男は笑いながら言った。

「言い方が悪かったな。ビスリルが要塞都市だったのは何百年も昔の話だ。今は聖槌によって込められた魔力も底をつき、ただの要塞跡になっている。まあ、要塞としての機能を失っても、街としては成り立つしな。それに今は戦争もない。だから、何も問題がないってわけだ」

「なら、安心ですね」

「ただ街には要塞としての名残がたくさんあるからな。観光名所としても楽しめると思うぞ。一風変わった街並みに虜とりこになる観光客も多い。もし俺に仕事がなかったら、お嬢ちゃんに案内してやりたいくらいだ」

「わたくし達たちも用事がなければ吞のん気きに観光でもしていたかったんですけどね。それはまたの機会にということで」

　ロズリアは愛想笑いを浮かべながら言った。

　彼女の言う通り、俺達にはネメを取り返すという使命がある。

　男の話を聞いてビスリルという街に興味が湧いたのは事実だったが、今は時間が惜しい状況だ。

　きっとネメを取り返すために騒ぎを起こした後では、観光に興じる余裕なんてないんだろうなと思いつつ、近づいていく山を眺めるのであった。
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『到達する者アライバーズ』の一同はビスリルに着くと、拠点となる宿を取った。

　ネメの大まかな居場所がわかれば後はこちらのものだ。

　俺には【地図化マツピング】と《索敵》のアーツがある。

　ネメが《索敵》の範囲内に入ったことによって、彼女の気配を見つけることができたし、【地図化マツピング】によって居場所を明らかにすることもできた。

　どうやらネメはビスリルの中心に位置する、セシナ教の本拠地ともいえる大教会の一室に幽閉されているらしかった。

　気配の具合からして、とりあえず生命の危機はないらしく一安心だった。

　だが、ネメがいるのはサレングレ大教会という、いわばこの国の最高決定機関も兼ね備える教会だ。

　俺達の国では王が国を統治しているが、このアイファンではセシナ教の教皇が国を治めている。

　要は王都の王宮に捕らえられているみたいなものということだ。

　ただの一介の冒険者が、おいそれと侵入して、ましてや幽閉されている人物の奪還などできるわけもない。

　ということで、ここは素直にリースのアドバイスに従うことにした。

　アイファンにいるとされている最強の盗賊、スイズ・マイランへ協力を仰ぐ。

　フーゲ枢機卿によるネメの誘拐が国家ぐるみのものであった場合、俺達がネメを取り返そうとしていること自体がアイファンという国への反逆行為とみなされる場合もある。

　最悪の場合はこの国でお尋ね者となってしまうだろう。

　この国の住人であるスイズ・マイランの協力を取り付けるのは難しい気もするが、ビスリルのことをほとんど知らない俺達だけでネメを奪還しようとしても、失敗する可能性の方が高い。

　だったら、そこは信頼できる師匠のアドバイスに従って、スイズ・マイランからの協力を勝ち取る可能性に賭けた方がいいように思えた。

　とはいえ、当の盗賊がどこにいるかまでの情報は得られていない。

　主要な街にはその地域の人達が戦闘職バトルスタイルを登録するための各々のギルドがあるはずだ。

　例のごとくビスリルにも盗賊ギルドがあったため、早速赴くことにした。

　一人で行くのはどこか心細いが、大所帯で行っても悪目立ちしてしまう。ここはエリンと二人で行くことにした。

「ごめんくださーい」

　外で様子を窺うかがっていても事態は好転しないので、すぐさま中に入ることにする。

「ご登録ですか？　それとも依頼ですか？」

　見慣れない俺達の存在に気づき、カウンターにいた受付の人が反応する。

　どう用件を切り出そうか悩んでいたところ、エリンが大きく息を吸い込んで言った。

「ここにスイズ・マイランって盗賊はいない？　腕の立つ盗賊がいるっていうから、依頼を出そうかと思うのだけど」

　こういうところは素直に頼もしいと思う。エリンの物もの怖おじしない性格を羨ましく思う瞬間でもあった。

「スイズ・マイランですか……」

　受付の人物が困ったように顔をしかめる。

　何か問題があったのだろうか？　俺とエリンが疑問に思っていると、ロビーのソファーに座っていた男が酒を片手に歩み寄ってきた。

「スイズ・マイランを訪ねに盗賊ギルドにやって来るなんて、あんたら余よ所そ者ものか？」

「何よ、いきなり話しかけてきて、人を余所者呼ばわりなんて。酔っぱらっているとはいえ、ちょっと失礼じゃない？」

　まさか失礼発言の筆頭みたいなエリンに失礼と言われる人物がいるとは……。

　俺が面食らっていると、男は短い髪を搔かきながら言った。

「おう、それは失礼だったか。すまんすまん。ただ嬢ちゃんは何も知らないんだなって思って口を出しただけだ」

「あなた、スイズ・マイランのこと知ってるの？」

「どうだろうな。どう答えれば正解になるのかわからないが……」

　そう言って、男は受付のカウンターに寄りかかる。

「何しろ、スイズ・マイランという盗賊は謎に包まれているからな。この街でも正体を知る者はごく僅か。実在はしていて、この街にいるらしいという情報だけは出回っているものの、それ以上の具体的なことはほとんどが秘密に包まれている」

　まるでどこかで聞いた話だなと思う。そういえば最強の殺し屋として名高い首切りも、都市伝説同様の扱いだった。

　俺は首切りの正体を知っていて、彼自身の口から報復を防ぐために身元を隠していると聞いているが、スイズ・マイランも同じような理由なのだろうか。

　盗賊という戦闘職バトルスタイル上、潜入依頼なども引き受けることがあるため、正体を隠しているという可能性も考えられる。

　どこの国でも似たような話が出回っている辺り、国が違っても人間という生き物はあまり変わらないのかもしれない。

「要は何も知らないってことね」

「まあ、手厳しい評価だが事実ではあるな」

　男はまだ酒が残ったビンをカウンターに置くと、鼻で笑った。

「そんな人物に依頼を出しに来た見知らぬ若者二人組が来たとあらば、余所者を疑うのは当然のことだろ？　だから、そう怒らないでくれよ」

「怒ってないわよ。これが平常モードよ」

「おお、気の強い嬢ちゃんだこと」

「私としてはいつ怒ってもいいのだけど？」

　挑戦的な視線を向けるエリンに男はバンザイをして、降参の意を示す。

　良かった。男が喧けん嘩かを買って騒ぎになりでもしたら、ネメを取り返す道が遠くなってしまう。

　できる事なら、エリンには穏便な言動を心掛けてほしかった。

　男も険悪な雰囲気を払拭したかったのか口を開いた。

「お詫わびとして、オレがスイズ・マイランについて知っている情報をもう一つだけやろう」

「何よ？」

「彼は決して報酬金で依頼を選ばないらしいぜ。とある貴族が何億もの大金を積んでも首を縦に振らなかったっていうエピソードもあるくらいだ」

「それは依頼を受ける独自の基準があるってことですか？」

「まあ、そうなんじゃねえの？　俺も詳しいことはわからねえがな」

　俺の質問に酔っ払いの男は答える。

　それは幸か不幸か。俺達はいくらダンジョン攻略の尖端を行っていると言っても、万年金欠になっているパーティーである。

　お金がないせいで煌こう狛はくに代わるフォースの刀を見つけられないくらいに。

　仲間を助けるためとはいえ、ない袖は振れない。

　そういう意味ではスイズ・マイランが守銭奴でないとわかって、まだ希望は残されたのかもしれない。

「で、あんたらはそのスイズ・マイランになんの用なんだ？」

「それは――」

　ここで見ず知らずの盗賊に目的を打ち明けるのは危険なように思えた。

　俺達はこの男の名前もなんにも知らない。知っているのは、こんな真っ昼間から盗賊ギルドで酒を飲んで、来客に絡み出すという事実くらいだ。

　俺達がネメを奪還しようとしていることを口にすれば、その情報を教会に売るかもしれない。

　そうじゃなくても見るからに口が軽そうだ。酒場の噂うわさ話ばなしが回りに回ってフーゲ枢すう機き卿きようの耳に入らない保証もない。

　俺達の警戒を察したのか、男はおどけた表情を浮かべて両手を広げた。

「おい、待てって。そうびくびくするなよ。これでもオレは善意で言っているんだぜ？」

「善意？」

「そうだ。こう見えてもオレだって一いつ端ぱしの盗賊だ。依頼だっていつでも受け付けている。なんならセールするぜ？　あんたらお金ないだろ？　今なら格安であんたらの依頼を受けてやってもいい」

「格安って、それ誰もあなたに依頼を出さないってことじゃないの？」

　エリンは興味を失ったようにため息を吐ついた。

「こんな酔っ払いと話していても時間の無駄よ。本当のことを言っているとも限らないし。情報を集めるにしても他の盗賊から訊きくことにしましょ」

「おいおい、嬢ちゃん。親切にしてやっているのに、その評価は辛辣じゃないか？」

「残念。私達は一流の盗賊を探しているの。依頼が欲しいなら他の人をあたってちょうだい。さあ、いくわよ」

　そうして俺の袖を摑つかむと、そのまま背を向けてギルドの入口へと足を進める。

　対する俺はというと、エリンについて行くべきかどうか迷って足を止めていた。

「どうしたのよ？」

　眉をひそめるエリンを無視して、俺は男に質問を投げかけることにした。

「一ついいですか？」

「ああ、なんだ？　あんちゃん」

「どうして俺達たちがお金ないと思ったんですか？」

「へっ？」

　男は質問の意味がわからないとばかりに目を見開く。

　俺は自分の思ったことを整理しながら話すことにした。

「いや、どう見たって俺達の装備見たら、成金冒険者だって思いそうなもんじゃないですか？　彼女の持つ杖つえはどっからどう見ても高級そうだし、魔導士の装備に詳しくなくたって、俺が決して安物じゃないダガーを携えているのは同じ盗賊ならわかるはずです」

「それは酔っぱらってちゃんと見てなかっただけじゃないの？」

　エリンの推測はもっともだ。完全に俺の思い過ごしという可能性だってある。

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。でも、おそらくこの人は俺達の装備よりも、口ぶりや表情を優先して依頼金がないことを察したような気もする。なんとなくだけど」

「だから、それがどうしたのよ」

「上う手まくは言えないけど、見た目よりかは酔っ払っていないのかなって」

「ほお……」

　男は感心したかのような目を向けてくる。そんな中、俺はとある決断をすることにした。

「もし良ければ、俺達の依頼を受けてくれませんか？」

「正気なの？」

　斜め後ろから戸惑いの声が聞こえてくる。

　俺だってこれは賭けだと思っている。この怪しげな盗賊に仲間の命運を託すなんて。

　だけど、完全なる素人のヤマ勘というわけでもない。きちんとした理由もある。

「多分この人、この盗賊ギルドの中で一番できるよ。俺の《索敵》がそう言っている」

「そういうこと」

　理由を告げるとエリンも納得してくれたようだ。

　俺とエリンも短い付き合いではない。少なからず信用は得られているみたいだ。

「どうやら面白そうな来客じゃねえか」

　男は口角を上げると、アルコールの入ったビンに栓をした。

　そのまま酒を懐に隠していたアイテムバッグにしまうと、背を向けながら言った。

「ここじゃ、腹を割って話せないだろ？　移動しようぜ」
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「そういえば自己紹介がまだだったな」

　年齢は三十代半ばといったところだろう。

　盗賊ギルドで出会った、短髪で服をだらしなく着崩した男は人ひと気けのない路地裏に着くと、開口一番で言った。

「オレの名前はスイズ・マイラン。おそらく、あんたらの捜している盗賊ってやつがオレだ。よろしくな」

「えっ!?」

　隣にいたエリンが驚きの声を上げる。

　依頼を出すことに決めた当の俺としても、突然の発言に戸惑っていた。

「あなた、スイズ・マイランを知らないって……」

「別に知らないとは言ってないぜ。はぐらかしたのを嬢ちゃんらが勝手に知らないと思い込んだだけだ」

　思い返してみれば、確かに彼はどう答えれば正解になるのかわからないと言っていた。

　その後、スイズ・マイランは謎に包まれた盗賊という話を聞かされて、こちらが勝手に目の前の男がスイズ・マイランを知らないのだと判断しただけだ。

　それでも納得できなかったのだろう。エリンは続けざまに尋ねる。

「どうしてあなた、そんな意地悪な真ま似ねするのよ」

「意地悪か。まあ、そう思うのも当たり前だよな。そこはオレが依頼を受けるルールに関係しているんだが――」

「依頼を受けるルール？」

　確かに目の前の男は先ほど、スイズ・マイランには依頼を受ける基準があると言っていた。
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　彼がもし本当のスイズ・マイランであるならば本人談ということになり、その情報は正しいということになる。

「そうだ。オレは金で依頼を受けねえ。金はあるに越したことはないけど、多く持っているだけ偉いってものじゃないからな」

「じゃあ、どういう依頼なら受けるんですか？」

「そんなに難しいことじゃねえ。オレが依頼を受けるルールは至ってシンプル。オレがその仕事を面白いと思うかだ」

　スイズ・マイランを自称する男は笑みを浮かべると言った。

「オレは面白いと思うことしかやらねえ。人生は一度きりだからな。楽しんだもの勝ちだと思ってる。だから、オレは冒険者なんて仕事をやっているし、様々な依頼が舞い込んでくる盗賊なんて戦闘職バトルスタイルをやっている。あんたはどうなんだ？」

　俺に向かって男は尋ねてくる。先ほどまでの酒に酔った姿は鳴りを潜め、今は鋭い眼光を携える一人の冒険者であった。

　きっと目の前の男は本物のスイズ・マイランだ。

　なんの証拠もないが、溢あふれるオーラから俺は確信していた。

「自分は面白いかどうかなんてあんまり気にしたことないです……」

「そうか。まあ、生き方は人それぞれだしな。あんちゃんがどんな信条を持っていようと勝手だ。オレは生まれてこの方三十年以上、面白いと思えることしかやらなかったし、そうやって好き勝手生きていたのにもかかわらず、いつの間にかこの国一番の盗賊として崇あがめられるようになっていったんだからな。人生ってやつはよくわからねえ」

　スイズは吐き捨てるように言う。

　エリンはいまいち話の流れがよくわかっていなかったようで口を開いた。

「それが私達に意地悪をしたのとなんの関係があるのよ」

「おっと話が逸それたな。すまんすまん」

　スイズは手のひらを立てながら、二、三度軽く頭を下げると言った。

「面白いと思う依頼しか受けないって決めるのは簡単だが、意外にもその面白いって感じるものを探すのが難しいんだ。何しろオレはその筋では有名になってしまったからな。誰もかれもオレに依頼を出すときは、そいつの素顔を隠して話しやがる。依頼人の顔が見えない仕事は当然面白く思えねえ」

「それでスイズ・マイランであることを隠していたと」

「そうだ。オレが酔っ払いの下級冒険者だと知ると、人間面白いくらいに本性を表すからな。そこの嬢ちゃんみたいに」

「うっ……」

　エリンは図星を指されたかのようにのけぞる。

　人間どうしても見た目で判断してしまいそうになるのは仕方ないことだろう。

　俺だって《索敵》という見た目以外で判断する指標を持ち合わせていなかったら、エリンと同じような対応をしていた可能性は否めない。

「そういう点ではあんちゃんは合格だ。あんたは面白い。面白い奴が持ってくる仕事っていうのは大抵面白かったりするもんだ。だから、あんたらの依頼は受けてやろう」

　男はそう言うと、俺に向かって尋ねてくる。

「あんちゃん、名前は？」

「ノート・アスロンです」

「……ほう」

　男は合点がいったように頷うなずいた。

「なんか変な名前でしたか？」

「そうじゃなくて、あんた本物のノート・アスロンなんだな？」

「本物も何も生まれたときからそういう名前でしたけど。もしかしてこの名前って、アイファンではありがちな名前だったりします？」

「装いは盗賊っぽいし、気配もそうだな……。おそらくオレが思い浮かべているノート・アスロンはあんたで間違いない」

「言っておきますけど、自分この国来るの初めてですよ……」

　これから俺達はアイファンで騒ぎを起こす予定だが、現時点ではまだ何もしていない。

　もちろん、スイズ・マイランを名乗るこの男とも初対面だ。俺の名前を知っている理由がわからない。

「あんた、『到達する者アライバーズ』のノート・アスロンだろ？」

「……そうですけど」

　まさか本当に俺のことを知っているとは。

　驚きが表情に出ていたのか、スイズは肩をすくめながら言う。

「どうして知っているのかとでも言いたげな顔だな」

「その通りです。どうして俺のことを知っているんですか？」

「仮にもオレは盗賊として名が通っている身だ。各国の有名な冒険者の情報は頭に叩たたき込んでいるに決まっている。そうだろ？」

　そう尋ね返されても、同意することはできない。

　俺はスイズ・マイランという盗賊の存在をリースに知らされるまで知らなかったし、他の有名な冒険者の情報なんてさらに把握していない。

　基本的に俺はダンジョン攻略以外興味がないし、それに関係しないことにはあまり手を出さない。

　王都で首切りの下にいた一流の盗賊であるエイシャだって、各国の有名な人物の情報は頭に入れていた。

　そういう点では自分はまだ三流の盗賊なのだろう。普通の盗賊なら当たり前にやっていることが俺にはできていない。

「正直自分はそういう情報にあまり詳しくないんですけど……」

　俺は曖昧に頷いて答えることにした。

　それにしても『到達する者アライバーズ』の知名度は他国でも通用するんだな。

　今は他のパーティーに抜かされたとはいえ、一時はダンジョン攻略の最先端を行っていたパーティーだ。

　中にいるせいでそのすごさを忘れそうになるが、『到達する者アライバーズ』は俺達の国でも最強の一角とされている冒険者パーティーなのだ。

「ノート・アスロンがいるってことは、もしかして隣にいる魔導士の嬢ちゃんはエリンか？」

「私のことも知っているの!?」

　今度はエリンが驚く番だった。

　俺なんかが知られているんだから、俺より数十倍実力があるエリンのことも知られていて当然だと思うのだが、彼女にとってはそういうわけでもないようだった。

「当たり前だ。イザールの七賢選抜って言ったら、世界的に見ても一大魔術イベントだからな。そこで圧倒的な勝利を見せたにもかかわらず、七賢者を辞退した魔導士がいるとなれば当然のことだ」

「私の名前が世界に……」

　顔を見るに戸惑いと恥ずかしさと嬉うれしさが三分の一ずつといったところだろうか。エリンは得も言われぬ表情を浮かべていた。

「で、そんな大物お二人さんがオレにどんな依頼を？」

　俺を大物と言うのはどうかと思うが、そろそろ依頼の件にも触れたいところだ。

　突然の襲撃と仲間のネメが連れ去られたこと、そして現時点で把握している襲撃者の正体について、スイズに話すことにする。

　すべてを話し終えた後、スイズは神妙な面持ちで頷くと口を開いた。

「フーゲか……随分大物の名前が出てきたな……」

「やっぱりスイズさんも知っているんですか？」

「知ってるも何も奴やつとは何回か顔を合わせたことがあるし、依頼を受けたこともある。随分昔の話だけどな。あいつは愛想がないが、持ってくる仕事は面白かった。なかなか見どころがある男だよ」

　フーゲ枢すう機き卿きようとはいわば敵対している間柄である。

　そんな俺達たちの目の前でその人物を持ち上げるのはどうかと思ったが、それがスイズという男なのだろう。

　彼は一貫して面白いかどうかで物事を判断する人間のようだ。

「まあ、それとこれとは別の話だ。いいぜ、その依頼乗った。フーゲが出てくるとあらば、相手に不足はねえ。あんたらのお仲間を取り返すのに手を貸してやるよ」

「本当ですか？」

　これは朗報だ。最強の盗賊と名高いスイズ・マイランが味方に加わるとあらば、こんなに心強いものはない。

　おまけにこちらには誰しもが一騎当千の働きをする『到達する者アライバーズ』の面々がいる。

　いくら国相手とはいえ、仲間一人を取り戻すことはそう難しくないはず。

　俺がそう算段を立てていると、スイズは言う。

「それにしても随分な大物相手に戦いを挑むな、あんたら」

「そんなにフーゲ枢機卿って人はすごいんです？」

「すごいも何も奴は教皇に次いでこの国のナンバー２の権力者だぞ？　現聖女代行を手中に収め、この国の最高権力者である現教皇からの信頼も厚い。要するに未来のこの国のトップになるべき存在ってことだ」

「戦いの方は？」

「どうなんだろうな。別に喧けん嘩かが弱いわけではないだろうが、腕っぷしじゃダンジョンに潜っているあんたらの敵にはならないんじゃないか？　その代わり、あんたらに匹敵するこの国最強クラスの騎士や冒険者を何人も抱え込んでいる。そういう意味ではかなり手て強ごわい」

　要するに暴虐王女と言われているレイファみたいなタイプということか。

　レイファも彼女自身が強いというよりは、俺達の国で最強の神官兵士と言われているギルベルトや、現七賢者であるミルを配下に収めていたことが手強かった。

　しかもレイファの場合は王家で腫れ物扱いされている王女という立場だったが、フーゲ枢機卿はこの国でも最高クラスの権力者だ。

　集められる人員もその人材の層も桁違いなはずで、いわばレイファの上位互換みたいなものなのだろう。

「それに聖女関連の問題はアイファンでも色々と秘匿とされている事柄だ。この国のことなら大抵のことならわかる自信があるが、聖女やその【聖女権能】ってスキルについてはよく知らねえ」

　そうなのか。この国に入ってから道すがら聖女という言葉を聞いていたので、スイズに訊きけばネメが攫さらわれた理由もわかると思っていたが、どうやら彼でも把握できていない事柄だったらしい。

「とりあえず、そのネメというドワーフの女がどうして連れ去られたのか調べるのが先だな。取り返すのはそれからでもいいだろう。話を聞いたところ、当面は命の危険に晒さらされないだろうしな」

「方向性は任せます」

　はっきり言って、俺達はネメを取り巻く問題について何も知らないに等しい。

　そんな状況の中、強引にネメを取り戻すことだけなら可能かもしれないが、それでは根本的な解決にはならないだろう。

　さらに付け加えるなら、俺よりもずっと盗賊としての経験のあるスイズのアドバイスに従った方がいいように思えた。

「ということで、あんた達は当分の間待機だ。オレが情報を調べてやる」

「いいんですか？　手伝わなくて」

「むしろ何もしないでほしい。あんたらはこの国の人間でないことが一目瞭然だ。そんな奴らが動けば、フーゲほどの人間が気づかないわけがない。相手に警戒をされちゃ、いくらオレとはいえども情報を探るのが難しくなる。わかるだろ？」

　確かに顔が割れないことの重要性はわかっているつもりだ。

　この国のナンバー２もの人物なら、ありもしない罪で俺達をお尋ね者にすることもそう難しいことではないはずだ。

　ここはスイズの言う通り、大人しく待機して、来きたるべきチャンスに力を蓄えておいた方がいいだろう。

「わかりました。任せていいんですね」

「ああ、オレを誰だと思っているんだ？」

　スイズは挑戦的な笑みを浮かべた。

　最強の盗賊と名高い彼がそう言うのだから、聖女の情報については任せていいのだろう。

「じゃあ、こちらはホテルにいる『到達する者アライバーズ』の他のメンバーにそう伝えておきますね」

「あまりにも休んで、いざとなったときに身体からだが鈍なまってるってことだけにはならないでくれよ」

「肝に銘じておきます」

　こうして俺達は強力な協力者を得て、ネメ奪還への足掛かりを手に入れるのであった。
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　スイズ・マイランに協力を取り付けた後、俺とエリンはそのままパーティーが滞在するホテルへと戻った。

　その後、その場にいなかったロズリア達に事情をすべて話し、スイズからの報告を待つという方針へと落ち着いた。

　ホテルのレストランで夕食を摂とると、部屋に戻ることとなる。

　現在『到達する者アライバーズ』はこのホテルを二部屋取り、男子部屋と女子部屋に分けていた。

　女子部屋にはエリンとロズリアとソフィー、男子部屋には俺とフォースという割り振りである。

　二人には広すぎる部屋で、お互いに離れたベッドの上でくつろいでいた。

　就寝するにはまだ時間がある。暇を持て余していると呼び鈴が鳴ってエリンがやってきた。

　どうやらロズリアとソフィーは二人で大浴場に行ったそうで、一人で退屈だったからこちらに顔を出したとのことだ。

　あの二人って意外に仲がいいんだよな。パーティーハウスにいた頃もなんだかんだ言って、二人で時々出かけていたし。

　なんて思いながら、エリンを中に入れる。

　彼女もお風呂上がりだったようで、ほんのりと湿った髪のまま、俺のベッドへと倒れ込んできた。

　もちろんこの場にはフォースもいるので変な雰囲気になったりはしない。

　寝転がるエリンの隣に座ると、ふと気になったことをフォースに尋ねることにした。

「そういえばネメ姉さんってどうやって『到達する者アライバーズ』に入ってきたんですか？」

「どうしたのいきなり？」

　最初に反応したのはエリンだった。

　もちろんただの雑談というわけではない。昼間にスイズと話した内容について思い出したからだった。

　――とりあえず、そのネメというドワーフの女がどうして連れ去られたのか調べるのが先だな。

　これからスイズは、ネメが連れ去られた原因を探すことから始めると言っていた。

　なら、昔のネメを知るフォースなら、その手がかりを知っているのではと思ったのだ。

　そんなことを思いついたのも、フォースとエリンと三人という状況だったからだ。

　ここにネメとジンも加えると、俺が『到達する者アライバーズ』に入った頃にいたメンバーとなる。

「いや、二人は俺が知らない頃のネメ姉さんを知っているでしょ？」

「まあ、『到達する者アライバーズ』に入ったのはノートよりも先だからね」

「一応、エリンも先輩だったな」

「一応って何よ、フォース！　今もちゃんとした先輩よ！」

「どこが？」

　こうやった二人のいがみ合いも俺が『到達する者アライバーズ』に加入した当初は度々見られていた光景だ。

　ロズリアという台風が現れてから、主戦場はまったく別の場所に移動しちゃったけど。

「とはいっても、私もノートとは入ってきた時期そんなに変わらないのよね。だから、ネメの過去もあんまり知らないわ」

「そういう意味ではオレが一番、昔のネメを知っていることになるのか？　一応エリンより先輩だし」

「フォースが先輩ね……」

「お前は少し先輩を敬えよな。というか、オレ年上だぞ？　ノートはずっと敬語使ってくれるけど、お前は最初っからタメ語だったからな」

「どうして敬っていない人に敬語使わなくちゃいけないのよ」

「お前な……」

　フォースは呆あきれたようにため息を吐つく。

　そもそもエリンが誰かに敬語を使っているところを見たことがない気がするのだが、ここでは黙っておくことにした。

「ネメが入ってきたのって、結構最初の頃よね？」

「ああ、そうだな。オレとジンが『到達する者アライバーズ』を結成して、次に入ってきたメンバーだからな」

「ネメ姉さんが三人目って何度聞いても意外なんですよね……」

「そうか？　最初は大変だったんだぞ？」

　そう言って、フォースは過去を懐かしむように視線を上に向けた。

「ジンと一緒にダンジョン攻略を始めるって決めたはいいものの、最初は全然メンバーが集まらなくてな――」

「それも意外なんですよね」

「そうか？　オレもその時はまだ名が通ってなかったし、ジンも裏世界の人間だったからな。普通の冒険者なら無名の二人がパーティー組むってなってもすぐに仲間は集まるんだろうけど、何せダンジョン冒険者は高い実力が求められるから。ある程度地上で実績を積まないと寄り付いてくれないんだよ」

「でも、フォースさんには【剣術・極】のスキルがあったじゃないですか」

「だと思うだろ？　実際パーティーを始める前もそう思っていたんだけどな。勧誘しか来ないんだよ。今あるパーティーメンバーの補強としてオレやジンが声をかけられることはあっても、なかなかオレ達たちのパーティーに入ってくれる奴やつはいなかったんだ」

「どうしてですか？　俺ならフォースさんがいるってわかればすぐに入るんですけど」

「それはお前が考えなしなだけだ。嬉うれしいけどな」

　フォースは離れて小突くふりをしながら言う。

「ほら、ダンジョン攻略って一人、二人が強くても、何人か使えない奴がいたらすぐに全滅しちゃうものだろ？」

「それはそうですね……」

「だから、一人のエースがいても穴があるパーティーには誰も入りたくないんだよ。穴を埋める補強はよく行われるけど、新規でパーティーを作るってなるとどうしてもメンツが揃そろわず穴ができることが多い。そういうわけでピュリフの街でも新しいダンジョン攻略パーティーっていうのはなかなか出てきづらいんだ」

　これはパーティーを創設したものにしかわからない実体験なのかもしれない。

　確かにピュリフの街で新しいダンジョンパーティーがポンポンと出てきているかと言われれば怪しいところだ。

　財宝目当てにダンジョンに潜る冒険者は数多くいれど、ダンジョン制覇を目標に攻略を進めているパーティーは限られている。

　最近出てきた有名どころで言うと『王女の軍隊プリンセスナイツ』だろうか。

　しかも、あれは例外中の例外で、変わり者の王女が金にものを言わせて作ったドリームチームのパーティーだ。

　そう考えると一からパーティーを作って、ドリームチームを作ろうとするとかなり難易度は高いのかもしれない。

「あのときはよくジンと二人で頭を抱えてたな……。最初は家もなかったし、金もなかったからな。地上のモンスターを倒して、生活費を稼いでな。こんなんじゃ一生ダンジョンに潜れないんじゃないかなんて話をよくしたな」

「ジンさんがその日暮らしをしている姿はなかなか想像できないですね……」

　そういう苦労もあって、二人の仲が深まったのだろう。『到達する者アライバーズ』の中でもジンとフォースは特別な絆きずなで結ばれていたような印象を受けていた。

「そんな中、のこのこやって来たのがネメってわけだ」

「やっとここでネメが登場するのね」

　エリンは伸びをしながらベッドから起き上がる。

　そんな彼女を横目で見ながらフォースは続けた。

「とは言っても、オレもネメの過去についてあんまり知らねえんだよな」

「そうなの？」

「『到達する者アライバーズ』に来る前はピュリフの街の他のダンジョン攻略パーティーに入っていたけど、色々と上う手まくいかなくて転々としているうちに『到達する者アライバーズ』にたどり着いたってことくらいしか知らねえな」

「意外ね。ネメだったら自分の過去とかペラペラ喋しやべってそうなものじゃない？」

「お前、ネメが人見知りだったこと忘れたか？」

「すっかり忘れてたわ……」

「お前が来たときはオレ達とある程度まともに会話できるようになっていたからまだマシだったけど、最初は本当に酷ひどかったんだぞ？　これは他のパーティーを追い出されてもおかしくないってくらいのコミュ障っぷりで、これも二人で頭を悩ませたんだからな。結局ジンが思いついた餌づけ作戦でなんとかなったけど」

　ジンさん、一体なんて作戦を思いついてんだ。

　常識人っぽいって思っていたら、唐突にぶっ飛んだことするみたいなところあったからな、あの人は。

「それにしても、やっぱりダンジョン制覇をしようって目的だけは一貫しているんですよね。ネメ姉さんって」

「私達が離れ離れになったときも、ネメは新しいパーティーを作って、一人ダンジョンに潜っていたのよね」

　ジンが死んで、『到達する者アライバーズ』が解散した後でネメが新人冒険者を引き連れて、『最強無敵パーティーず』というパーティーを作っていたのは記憶に新しい。

　パーティーとしての実績やメンバーの実力は『到達する者アライバーズ』には到底及んでいなかったが、それでもダンジョン制覇を目標に掲げていた、ピュリフの街でも数少ないパーティーだった。

「ネメのダンジョンに潜る目的って神様に会うためだとかなんだかだったよな？」

「自己紹介で言った動機が本当なら、そのはずですけど」

「そこまでして神様に会いたいものなの？　私はセシナ教徒じゃないから全然わからないんだけど」

「どうだろうな。そもそもセシナ教を信仰しているから神様に会おうって言うんだったら、ダンジョン攻略パーティーはセシナ教徒ばっかりになりそうじゃねえか？」

「それもそうですね。そこのところは同じセシナ教徒であるロズリアに訊きけばわかるのかもしれないですけど」

「あの女に訊いてわかるのかしら……。セシナ教って人生で一人の異性を愛すべきみたいな教えあったじゃない。ちゃんとしたセシナ教徒ならパーティークラッシャーなんかにならないと思うんだけど？」

「それもそうだな……」

　ロズリアの過去の行いを見て、彼女を敬けい虔けんな信徒という人間は一人もいないだろう。

　彼女が神様に会いたそうな素振りを一切見せないのも、その辺りが関係しているのかもしれない。

　そんなことを考えていると、フォースは神妙な面持ちで口を開いた。

「そもそもネメってセシナ教を信仰しているのか？」

「……えっ？」

　声を上げたのはエリンだった。彼女は眉をひそめながら言う。

「神官なんだし、セシナ教の枢すう機き卿きように連れ去られたんだから、当然セシナ教徒なんじゃないの？」

「いや、オレもそう思っていたんだけど、エリンの話聞いて少し変だなって思ったんだよ。ネメってよく冗談で言ってるだろ？　『ネメは大人の女性です』とか、『昔は色々と男遊びをしてたです』とか」

「あの見み栄えっ張ぱりの噓うそのことね……。それがどうしたのよ？」

「もしネメがちゃんとしたセシナ教徒なら、そんな不敬な噓吐つかなくないか？」

「あっ……」

「確かに……」

　俺もエリンもフォースのひと言に虚を衝つかれたような気分になる。

　もしかして、俺達は何か重大な思い違いをしていたのかもしれない。正体のわからない違和感が三人の間の空気に漂う。

「そうか。もしネメがセシナ教を信仰しているなら、見栄を張るって行為自体がおかしいんだ。そもそもセシナ教徒にとって、たくさんの人と付き合っていることは名誉なことじゃないんだから」

「ちょっと待ってよ。ネメが着ている神官服はセシナ教のものよ。それはどう説明するのよ」

「それは……」

　エリンの反論に俺は押し黙る。

　俺達が勝手にネメをセシナ教徒だと判断していた要因の一つに彼女の装いがあるだろう。

　もしネメに別の信仰があるなら、他宗教の神官服なんて着たりしないはずだ。

「なんならあれか？　ネメはセシナ教を信仰しているけど、ちゃんとしたセシナ教徒ではないってことなのか？」

「よくわからないけど、そういうことになるんですかね……」

　ネメの過去について知るために話し合っていたつもりが、逆に謎が深まってしまった。

　三人で情報を突き合わせても、これくらいが限界なのかもしれない。

「とりあえず、そこのところも含めてスイズさんからの報告を待ちますか」

「そうだな。一応、今の話し合った内容はロズリアちゃんたちにも教えようぜ。何か気づくことがあるかもしれないし」

「それが良さそうね」

　こうして俺達はネメの過去について、一旦話を打ち切ったのであった。
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　ネメ・パージンは軟禁されているサレングレ大教会の一室でベッドに腰をかけていた。

　部屋から一歩も出ることができないとあればやることもない。

　ダンジョン攻略に明け暮れていた日々も遠い昔のことのように感じていた。

　どうして自分がビスリルにいるのか？　自分がこの街に戻るのはダンジョン制覇を終えた後だと決めていたにもかかわらず。

　世の中みんな勝手だ。アルシアもフーゲ枢機卿も、神様だって。

　でも、それは彼女達から見た自分も同じようなものなのかもしれない。

　そうして、彼女が白昼夢として見ていたのは、彼女が『到達する者アライバーズ』に来るよりもずっと前の出来事。

　さらに言うなら、幼少期からの思い出であった。




　ネメが生まれたのはビスリルの街外れにある、とある貧民街であったらしい。

　らしいというのも、物心がついたときには既にセシナ教の教会に預けられていたからだ。

　ビスリルの街では両親を失ったり、訳あって手放された子供が教会に引き取られるシステムがある。

　自分もそのどちらだかはわからないが、そういう親がいない子供の一人であった。

　博愛主義のセシナ教の教えの下、ビスリルが子供達たちへの救済に力を入れているというのもあるが、もちろんそれだけが理由ではない。

　アイファンではスキルの研究に力を入れており、贈与の儀で狙ったスキルを得る研究というのも行われていた。

　神様はどのように分け与えるスキルを決めているのか？

　その謎には三つの仮説が立てられていた。

　一つ目は人として生を受けた時点で、十五歳になったときに得られるスキルは決まっているというもの。

　神様に生を授かった時点でその人物のスキルは定まっており、贈与の儀でそれが表に現れるようになるだけなのではないかという仮説だ。

　二つ目は後天的な経験によって定められるというもの。

　十五歳までに伸ばした能力や得られた適性を基もとに、神様が分け与えるスキルを決めているのではないかという考えだ。

　そして、三つ目の仮説は贈与の儀を受けた時点で、完全にランダムでスキルが定められるというもの。

　要は贈与の儀をくじ引きみたいなものだと捉える考えだ。

　魔法に精通している者は魔術関連のスキルが得られやすかったり、セシナ教を信仰している者は神聖術系のスキルが得られやすかったりと、現在ではスキルにある程度の後天的な要素が関わっているのは自明のこととなっている。

　だからといって、完全にコントロールできるかと言われるとそうではなく、外れ値的な要素もかなりの確率で確認されている。

　だから、今のアイファンでは一つ目の仮説と二つ目の仮説の組み合わせか、二つ目の仮説と三つ目の仮説の組み合わせ。もしくは三つの仮説がすべて合わさって、神様は人に分け与えるスキルを決めているのではないかという考え方が主流になっている。

　そういった研究を進める意味でも、誰にどのようなスキルが分け与えられるかといった情報のサンプル数は重要であり、ましてや生活環境を把握したり、調節することができる親のいない子供というのは非常に利用価値のある存在であった。

　ネメが割り振られたのは、そんな中でも【聖女権能】というスキルを狙って出そうという子供のグループであった。

　アイファンには教皇という立場とは別に、聖女というものがある。

　教皇が国のトップとするならば、聖女はいわば国の象徴みたいなものだ。

　元々は数百年前にアイファン中に広がった戦火を嘆き、平和な世を創り出そうと働きかけた一人の少女に由来するもので、彼女もまた【聖女権能】というスキルを持っていたらしい。

　以来、アイファンでは【聖女権能】を持つ者を平和の象徴である聖女として祀まつり上げている。

　もちろん【聖女権能】はレア度ＥＸのスキルであり、おいそれと所持者が現れるものでもない。

【聖女権能】を持つ者がいない時期は、その立場に相応ふさわしいとされる人物が聖女代行として平和の象徴を担っていた。

　だが、聖女代行は所詮代行でしかなく、【聖女権能】を持つ真の聖女までの繫つなぎのような存在だ。

　聖女がいる時代と聖女代行の時代とでは国の活気も違うらしく、アイファンは常に真の聖女を求めていた。

　ネメがいた教会には百人近い子供が集められていた。

　上は十四歳、下は四、五歳と様々な年代の子供がいて、同い年の子供が大体十人ほどいる環境だった。

【聖女権能】のスキルは女児にしか発現せず、また初代聖女のような敬虔なセシナ教の信徒が得られるのではないかと推測されていた。

　従って、教会にいる子供は一様に女子ばかりで、聖女候補生と呼ばれ、皆慎つつましく慈愛に満ちた生活を行うように心掛けさせられていた。

　スキルを得るために育てられると言われれば聞こえは悪いが、中での生活はそこまで悪いものではない。

　基本的にセシナ教は博愛の精神が基になっている。

　セシナ教に従う聖女候補生としての生活も規則は多いものの、どれも理不尽なものはなかった。

　育てのシスター達も子供達に愛を持って接するし、子供達もそんなシスター達を愛していた。

　そして、子供達にとっては平和の象徴である聖女は憧れの存在であり、聖女になるべく聖女候補生として日々慎ましい生活を送っていた。

　この教会には外と違って、同年代の子供によるいじめや喧けん嘩かもない。

　おやつの取り合いにもならなければ、おもちゃが少なかったら順番を決めて、皆が平等に遊べるように心掛ける。

　さらには皆が譲り合い、最初に遊ぶ人間がいなくなるほどの平和ぶりであった。

　そんな中ネメ・パージンという少女の印象を、当時を知るものに訊けば、皆口を揃そろえてこう言うだろう。

　――彼女は問題児であったと。







「いいんですか？　ありがとうです！」

　そう言って、幼きネメは隣に座っていた子供からフルーツの乗ったタルトをもらい受けていた。

　食後のおやつの時間、隣の女の子の皿に残っていたデザートをよだれを垂らして眺めていたところ、「そんなに食べたいんだったら、あげようか？」と彼女が申し出てくれたのである。

　聖女候補生として模範的な生活を心掛けている彼女達にとって、お腹なかの空すいた人に食べ物を分け与えるなんてことは当然の行いであり、隣の女の子もまた尊敬する聖女になるべくネメに残ったタルトを分け与えることにしたのだろう。

　対するネメも、おやつを分け与えられるのはこれが初めてではない。

　自分が物欲しそうに眺めれば皆がおやつを分けてくれることがわかっており、毎日のように行っている行為であった。

　口の周りに食べかすをつけながらタルトを頰張っていたところ、背後に気配が現れる。

「ネメちゃーん、また人のお菓子食べてるの？」

　慌てて振り向くと、そこには見知った少女の姿が。ネメと同年代である幼き頃のアルシアであった。

「駄目です！　このタルトはもうネメのものです！」

　ネメは食べかけのタルトを守るように抱え込むと、口の中のものを飲み込んで言った。

　アルシアは食欲にまみれる聖女候補生にあるまじき自分の姿を見ながら、腰に両手を当てて言う。

「あのね！　ネメちゃんのお菓子を取ろうとしたわけじゃないから！」

「だったら、なんの用です？」

「ネメちゃんが人のお菓子を取ってないか心配で見に来たの。そしたら、案の定取っているじゃない」

「取っているなんて人聞きが悪いです！　ネメは譲ってもらっただけです！」

　ネメにお菓子を分け与えた人物はこくりこくりと頷うなずいていた。

　もちろんネメが強引に奪ったわけではないことをアルシアは知っていたが、同時に人の善意に付け込んで譲り受けたことも知っていたのだろう。

　外の世界では日常茶飯事で起こっているような自分のずるい働きも、この教会の中では滅多に見かけないから目立ってしまう。

「はい、ネメちゃんにあげた分のお菓子」

　アルシアはネメから目を離すと、先ほどネメにお菓子を分け与えた女の子に、取っておいた自身のタルトを渡していた。

「ありがとう、アルちゃん」

　タルトをもらった女の子が感謝の言葉を述べる。

　アルシアは恥ずかしそうにはにかんだ。

「いいよ、気にしないで。セシナ教徒として当然のことをしたまでだから」

「やっぱりアルちゃんはすごいね。優しくて本当の聖女様みたい」
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「わたしなんてまだまだだよ」

　アルシアは謙虚な姿勢を見せるものの、候補生を育てるシスターや同年代の子供達の誰しもが、彼女こそが次なる聖女に相応ふさわしいと考えていた。

　温和な性格で、他人に気配りができ、誰に対しても分け隔てなく接する。

　決してネメのような者も見捨てず、一友人として親交を深めながらも、彼女のためを思って悪いところは正そうとする。

　それでいて学業や神聖術の成績はトップなのだから、次期聖女と謳うたわれるのも当然のことだった。

　しかも、その本人は自身の評判を鼻にかけることがないと言うのだから、文句のつけようがなかった。

「他の人にあげるんだったら、もう一個ネメにもくださいです！」

　そんな彼女と仲の良いネメはというと、聖女候補生に相応しくない強欲っぷりを見せていた。

　さすがのアルシアもこれには呆あきれる気持ちを隠せない。

「いいの？　そんなんじゃ聖女様になれないよ？」

「わかってるです！」

「だったら、どうして――」

「ネメは聖女様になれなくていいです！」

　胸を張りながら、ネメは口を開く。

「ネメは今の生活で満足しているです！　お菓子がたくさん食べられて、みんな優しくて、お菓子もたくさん分けてくれて。だから、聖女様になる必要なんかないです！」

「それってほとんどお菓子食べたいって言ってるようなものじゃ……」

　先ほどお菓子を分けてくれた少女がぼやく。

　ネメ達がこうしてご飯に困ることがないのも、次期聖女に育て上げるという名目があるからである。

　それにもかかわらず、聖女を目指さない聖女候補生がいるとあらば問題なわけで、ネメが問題児とされている一因であった。

　開き直るネメにアルシアが注意を促す。

「駄目だよ。そんなこと言っちゃ」

「どうしてです？」

「シスターに怒られちゃうよ」

「それは大丈夫です！　今日のお祈りの時間にもう怒られたです！」

「えっ……」

　ネメの返答にアルシアや隣にいた少女は戸惑っているようだった。

「ネメが必死に神様にお菓子がいっぱい食べたいですってお願いしてたら、何な故ぜか怒られたです！」

「お祈りっていうのは、みんなが平和に暮らせますようにだとか、貧しい人達たちがお腹を空かせないようにとか、そういうことを祈るものであって、自分の欲のために祈ってたらそれは怒られるのも当たり前だよ！」

「そういうものです？」

　シスターの説教すら響かないネメにとって、アルシアの説教は暖の簾れんに腕押しみたいなものだった。

　こういったネメの態度は教会にいる者なら誰しもが知っていることだ。

　それでも追い出されたりしないのは、ここが他者への施しを推奨するセシナ教の教会だからともいえた。

　まったく反省しないネメにこのままではまずいと思ったのか、アルシアは注意の方向性を変えてくる。

「というか、そんなにお菓子ばっかり食べてると太っちゃうよ」

「……はっ！」

　今さら気づいたとばかりに、ネメはぱっと目を見開く。

　聖女になれないことより、太ることの方がネメにとって恐ろしいことであった。そんな考えを持つ聖女候補生はネメくらいのものだ。

「いやいや、ネメはまだ若いからいくら食べても太らないです」

「そう？　ほっぺのところとか、みんなよりぷにぷにしてると思うけど……」

「それはネメがドワーフだからです！……多分」

　そう付け加えたのは、自分の体重が年々増加していたからだ。

　成長するにつれて体重が増えているだけだと思うのだが、なかなか身長が伸びないためそれも怪しいところである。

「多分って言うなら、人からおやつ取らないようにしないとね」

　アルシアが普段からの生活を改めるようにネメに言う。

　だけど、この程度で反省するなら、ネメも問題児とは言われないわけで――。

「おやつは別腹です！　おやつをたくさん食べる分、お野菜を食べないダイエットをするです！」

　反省どころか、逆効果とも思える結論を導き出していたのであった。

　こうして自分が好き勝手言えるのも、この教会が平和な証あかしだろう。

　幼い頃のネメは聖女候補生としての生活に幸せを感じていたのであった。
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　ネメが聖女候補生として教会で過ごすようになって早十年ほど。

　年齢も十五歳になったネメとアルシアは贈与の儀を明日に控えていた。

　聖女候補生として教会に育てられた子供の中には捨て子も多い。

　正確な年齢がわかるわけではなく、誕生日が不明な者も多いので、十五歳を過ぎたであろうという頃合いに同年代の子供が一斉に贈与の儀を行うことになっているのだ。

　他にも何人か贈与の儀を受ける子供がいるため、教会内はどこかそわそわした雰囲気が漂っていた。

　明日贈与の儀を行う聖女候補生にとって、【聖女権能】のスキルが授けられるかどうかは人生を左右するような重要な事柄だ。

　今までの慎つつましい生活もすべては【聖女権能】のスキルを手に入れるためである。

【聖女権能】が授けられれば、自身の十年以上にわたる聖女候補生としての生活が肯定されたことになり、逆を言えば違うスキルが授けられると今までの努力が報われなかったということになってしまう。

　また下の子供達にとっても、上級生が【聖女権能】のスキルを手に入れるかどうかは関心を向ける事柄だ。

【聖女権能】はレア度ＥＸのスキルなため、同時に二人以上の人間に与えられることはない。

　今年の贈与の儀で【聖女権能】を手に入れる者が現れれば、それより後に贈与の儀を受ける者は【聖女権能】が授けられず、聖女候補生としての意義も失われてしまうことになる。

　そのような背景もあり、落ち着きのない教会内でネメは一人自室で本を読んでいた。

　もちろん他の子供達のように緊張を紛らわせるために読書をしていたわけではない。

　端はなっから聖女になる気のない彼女は翌日に控えた贈与の儀のことなんてすっかり忘れていて、何故か様子のおかしいみんなに話しかけるのも躊躇ためらわれて、暇を潰していただけだった。

　教会内は慎ましく、聖女たるべき少女を育てるための施設だ。

　施設内でできる娯楽は限られていたが、その数少ない娯楽の一つに本を読むことがある。

　本を読むことが許されているとはいえ、その中身も制限されている。

　当然セシナ教の教義から離れた作品はご法度であったが、ネメが読んでいたのは教義にあっているとはいえない大人のラブロマンス小説であった。

　タイトルのある表紙からはそういう作品というのを推測できなそうなやつを見繕って、上う手まくシスターの検閲を避けて買ってもらったものである。

「またエッチな本を読んでいるの？」

　吞のん気きに本を読んでいたところ、背後から声をかけられる。

　シスターがやって来たのかと思って慌てて本を閉じて振り返ると、そこにいたのはアルシアであった。

「なんだ。アルシアだったです……」

「なんだってちょっと酷ひどくない？」

「シスターかと思ってびっくりしちゃったって意味です」

「そういうこと……」

　アルシアは納得したように頷く。そんな彼女を見上げるようにネメは起き上がった。

「それよりアルシアの方が酷いです。人のことをエッチな本を読んでいる呼ばわりしてきて」

「だって、そうじゃないの？　これってそういう本なんでしょ？」

「違うです！　これは大人の恋愛小説です！　夫と倦けん怠たい期きだった主人公のジョセンヌが、初恋の幼おさな馴な染じみと再会することで再び恋する乙女となり、いけない浮気をしちゃうだけの話です！」

「なんて罰当たりな物語を読んでいるの……」

　セシナ教を信仰する者にとって、浮気は禁止されている行為だ。

　だけど、ネメだって年頃の女の子であり、そういう背徳的な恋愛に憧れたりする気持ちが湧いてきてしまうのはしょうがないことだろう。

「ネメも禁断の恋がしてみたいです」

　もちろん模範的な聖女候補生であるアルシアに、そんなネメの乙女心は理解してもらえない。

　だからといって頭ごなしに否定してこないのも、ネメとアルシアが友好的な関係を築けている一因であった。

「その本シスターに見つからないようにね……。取り上げられちゃうよ？」

「大丈夫です！　いつもは隣の子のベッドの下に隠しているから、絶対バレないです！」

「……何も大丈夫じゃないと思うんだけど」

　既にネメは何回も前科があり、自分のベッドの下はシスターにマークされていることを知っていたので対策は立てていた。

　当然これにはアルシアも苦言を漏らすほかない。

「日頃の行いがそんなんじゃ、いいスキルもらえないよ」

「ネメは聖女様のスキルなんていらないです！」

「そうじゃなくて、聖女様のスキルどころか使えないスキルになっちゃうかも？　そうしたら、おやつを買うお金だって手に入らないんじゃない？」

「そこは心配いらないです！」

　ネメは大きく胸を叩たたいた。

「アルシアが聖女様になってくれるです！　そうしたらお菓子が食べきれないくらい貰もらえるはずです！　それをネメが貰ってあげるです！」

　ネメは聖女になるであろうアルシアにたかる気満々だった。

　彼女もまた、周囲同様アルシアが聖女になることを疑わない者の一人であった。

「まずわたしが聖女になれる保証なんてないし、仮に聖女様になれてもお菓子は貰えないと思うよ」

「またまた～」

　そんなことあり得ないとばかりに、ネメは友人の肩を叩く。

　能天気なネメの返答に不安を覚えたのか、アルシアは口を開く。

「ネメちゃん、ちゃんとここを出た後の将来について考えてる？」

「馬鹿にしないでください。ちゃんと考えてるです！」

「なら、よかった……」

「ちゃんとアルシアに養ってもらうつもりです！」

「……全然よくなかった」

　この答えにはアルシアも啞あ然ぜんとするほかなかった。

「駄目だよ。ちゃんと自立してお仕事しなくちゃ」

「嫌です！　ネメは何もしたくないです！　アルシアに養ってもらうです！」

「何もしたくないのはともかくとして、まずネメちゃんを養うかどうかはわたしが決めることだからね？」

「ネメを見捨てる……です……？」

　そんな可能性、想像もしたことないとばかりにネメは顔を青ざめさせる。

「自分で言うのもあれですけど、ネメに仕事ができるとは思わないです！　勉強は全然できないし、手先も不器用です！　一人だったら、すぐに死んじゃうです！」

「そんなことないよ！　冒険者とかは？　ネメちゃんも神聖術の成績はいいじゃん」

　聖女候補生となる子供は【聖女権能】のスキルが手に入らなくても、神聖術関連のスキルを得ることが多い。

　聖女になれなかった聖女候補生は教会に残りシスターとして働くか、神聖術によって怪け我が人にんを治療する職に就くかといった進路が大半だった。

　ネメは鼻で笑いながら言う。

「冒険者なんてなりたくないです。絶対疲れるですし、わざわざ危険に飛び込みにいくなんて馬鹿みたいです」

「人々のために命がけでモンスターと戦っているって、すごいことだと思うんだけど……」

「そうじゃない冒険者の方もいっぱいいるです！　それこそダンジョンの冒険者とかどうなんです？」

　このアイファンにはないが、ダンジョンという未開の地を探索する冒険者もいるという話をネメは聞いたことがある。

　確かに宝の山を見つけ出せばお菓子はたくさん食べられるであろうが、それで平穏な生活ができないとあらば本末転倒な気もした。

　ネメの絶対になりたくない職業ランキングの一つに冒険者は入っていた。

「確かにそういう人達は人助けのために動いていないかもしれないけど、ダンジョンから持ってきてくれた知識や技術に、わたし達の暮らしが助けられていることもあるでしょ？　わたしは尊敬すべき職業だと思うけどな……」

「アルシアは難しいこと考えるです」

　人々のためだとか言われてもネメにはピンと来ない話だ。

　決して自分とは短い付き合いじゃないので、彼女もそこのところはわかっているのだろう。アルシアは話題を変えた。

「そうだ。ネメちゃんに会いに来た用件忘れてた」

「なんです？」

「ネメちゃん、今日のお祈りまだじゃない？」

「あれ？　シスターが今日のお祈りの時間はなしみたいなこと言ってなかったです？」

「やっぱり、ちゃんと話聞いてなかったんだ」

　アルシアは呆あきれた表情を浮かべる。

「今日は贈与の儀の前日だから、みんなでのお祈りの時間はなしなの。その代わり、お祈りの部屋に一人ずつ入って、神様に最後の祈りを捧ささげるんだって」

「そうだったんです？　教えてくれてありがとうです！」

　ネメはこの教会で問題児とはいえ、セシナ教自体を信仰していないわけではない。

　神様の存在だって信じているし、お祈りだって本気でする。

　ただ祈りの内容がみんなと違って、お菓子をたくさん食べられますようにといったおかしなものだから、シスターから怒られているだけである。

「じゃあ、早速お祈りしに行くです！」

「大体みんなお祈り済ませちゃったと思うから、今なら空すいているはずだよ」

「やっぱりアルシアは頼りになるです」

　ネメは感謝の言葉を述べて、お祈りの部屋に向かうのであった。







　お祈りの部屋に一人で入るのはこれが初めてのことだった。

　いつもはシスターや他の聖女候補生がいて気づかなかったが、この部屋には不思議な緊張感みたいなものが漂っている。

　大きくて静かな部屋というのもあるし、奥に置かれた神様の像が自分を見下ろすように鎮座しているからかもしれない。

　いつもは不敬な行いをしているネメも、さすがにこのときばかりは背筋を伸ばして、唾を飲み込んでいた。

　とりあえず像の前に行って、お祈りの態勢に入る。

「今日も明日もいっぱいお菓子が食べられますように」といつものお祈りを済ませようとして、ふと手が止まる。

　思い出したのはアルシアの言葉だった。

　自分はすっかり忘れていたが、今日は贈与の儀の前日らしい。

　明日贈与の儀が行われるということは、ネメの聖女候補生としての生活も明日で最後になってしまう。

　聖女となれなかった聖女候補生は卒業という形になり、基本的に教会を離れることになってしまう。

　そのまま教会で育てのシスターになる候補生もいたが、問題児扱いされている自分じゃ厳しいこともわかっていた。

「もうこの生活も終わりです……」

　思い返せば、ここでの生活は楽しいものばかりだった。

　アルシアを含め、友達はみんな優しかった。駄目駄目なネメのことを見捨てないで、他の人達たちと同じように変わらず接してくれた。

　シスターはよくネメのことを怒っていたけど、それもネメのことを思ってのことだとはわかっていた。怒った後はすぐにネメのことを温かく抱きしめてくれたものだ。

　美お味いしいご飯もたくさん出てくるし、本などもちゃんと買い与えてくれる。

　外の世界のことは知らないが、きっと天国というような場所があったらこんなところなのだと思う。

　みんなは必死に世界の平和だとかを祈っているけど、ネメにとってはこの生活が続いてくれるだけで充分だった。

　でも、そんな生活も明日で終わり。わがままを言っても変わらないこともわかっている。

　だから、ネメの胸の内を占めたのは感謝の気持ちだった。

　自分を育ててくれたシスター、この教会を運営している神父さん、ネメに色々なことを教えてくれた先輩、こんなネメでも慕ってくれた後輩、そして仲良くしてくれた同年代の友人。

　その中でもネメが一番感謝していたのはアルシアだった。

　教会に来て、上う手まく溶け込めなかったネメに最初に話しかけてくれたのがアルシアだった。

　それから自然と話すようになって、いつの間にか一番仲良くなっていた。

　アルシアは教会にいるみんなから好かれている。

　それにもかかわらず、問題児だった自分に一番構ってくれたのは彼女が優しかったからだ。

　ネメのためを思ってたくさん注意してくれたし、それでいてシスターに怒られないように庇かばわれたことも数え切れないほどある。

　そんなアルシアがネメは大好きだった。

　アルシアが聖女様になるために努力していることは、彼女の傍そばにいた自分が一番良く知っている。

　アルシアは聖女様に憧れていて、そのために努力を惜しまなかった。

　最初から彼女が勉強や神聖術の成績がトップだったわけじゃない。真ん中よりちょっと上くらいだったはずだ。

　ただ聖女様になるためにと、シスターや先輩達にわからないところは質問して、ときには睡眠時間を削って頑張っていた。

　そんな友人をネメは尊敬していたし、その努力が報われてほしいとも思っていた。

　だから、自分のお菓子を食べたいという欲望の代わりに、今日くらいは違うことを神様にお願いすることにした。

「どうか神様お願いです。アルシアを聖女様にしてくださいです」

　それは聖女様になったアルシアからお菓子を貰いたいとかじゃない。心の底からの純粋な願いだった。

「アルシアの頑張りを見ていたです。すごい頑張っていたです」

　両手を強く組みながら、祈りを続ける。

「きっと神様も見ていたはずです。だから、アルシアに聖女様のスキルをあげてくださいです」







　この祈りが叶かなわないことは、夢の主であるネメが一番知っていたことだ。

　なんの間違いか【聖女権能】のスキルが授けられてしまったのは自分であった。

　ただアルシアに聖女様のスキルが与えられないだけなら、運が悪かったと納得することができたのかもしれない。

　ただ【聖女権能】が授けられたのは、教会でも一番の問題児だったネメだった。

　贈与の儀が終わってからはアルシアとは会話もしていない。

　なんで自分がっていうショックでいっぱいだったし、アルシアになんて話しかけていいのかわからなかった。

　アルシアの方も自分の気持ちを整理できていないみたいで、聖女となることが決まったネメを遠巻きに冷たい視線で眺めていただけであった。

　そうして、ネメはすべてを悟ったのだ。

　神様はこの世にはいる。だけど、それは教会のみんなが思い描くような優しい神様じゃなくて、とっても意地悪な神様だ。

　そんな存在にネメは怒りを覚えたし、何より一番の友人を傷つけた神様を許せない気持ちでいっぱいだった。

【聖女権能】なんてスキルを手に入れても、自分の下に神様はお告げにやって来なかった。

　だったら、自分で文句を言いに行くしかない。

　そこで思い出したのは、最奥にたどり着けば神様に会えるかもしれないというダンジョンの存在だった。

　居ても立っても居られず、ネメは聖女になることを辞め、アイファンから逃げ出すことにした。

　そうしてピュリフの街にたどり着き、『到達する者アライバーズ』のみんなと出会った。

　慣れない土地に行き、閉鎖的な教会とは違って人とのコミュニケーションも難しい中、必死に頑張ってきたのはすべて、神様に会うという自分の目的を達成するためだった。

　セシナ教を信仰しているから、神様に会いたいわけじゃない。ただ抗議したいのだ。

　どうしてネメに【聖女権能】を授けたのか。なんでアルシアに渡さなかったのか。

　そして叶うなら、自分のスキルをアルシアに譲りたかった。

　スキルを授ける神様なら、他人に移すくらいのことは簡単にできるだろう。できないとは言わせない。

　ネメをダンジョン制覇へと衝つき動かす原動力はただそれだけだった。
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「――というわけだ」

　盗賊のスイズからの聖女候補生にまつわる情報を聞かされて、ホテルの一室に集まっていた俺達『到達する者アライバーズ』のメンバーは言葉を失っていた。

　アイファンの国が主導して、親がいない子供達を使い、目当てのスキルを持つ人間を作り出そうとしていたことも驚きだったし、ネメがそうやって育てられた子供だったことも驚きだった。

　他よ所そから来た俺達にとっては異質に思える仕組みも、この国では倫理上の問題とはなっていないらしかった。

　確かに親を失った子供を救済するシステムがある国の方が少なく、この仕組みによって助けられる子供だってたくさんいるはずだが、それでも感情的にはなかなか納得しにくいのが現実だ。

　まあ、現在はネメが【聖女権能】を手にしてしまったために聖女候補生の仕組み自体がなくなっている。

　単に親を失った子供を育てる教会だけが残っており、その点の問題は解消したのかもしれない。

　だけど、スイズからの情報によると、ネメは聖女になるのを拒否して、教会から抜け出してきたらしい。

　そして、ピュリフの街にたどり着いて、ダンジョン探索を行っていたとのことだった。

　個人的な理由まではさすがにスイズでも調べられない。

　だけど、教会の中でずっと育ってきた少女が大人達から逃げ出して、見知らぬ土地で生活していくには並大抵でない決意がいるはずだ。

　しかも、ここにいる誰もがネメのダンジョン制覇に懸ける熱意を知っている。

『到達する者アライバーズ』が解散したときも、ネメだけはダンジョン制覇の夢を諦めていなかった。

　実現可能な方法だったとは到底言えないが、それでも自らで新しく仲間を集めて、ダンジョン探索を行っていた。

　それは執念とも言える熱意だ。

　何がそこまで彼女を衝き動かすのかわからないが、ネメの決意を邪魔するフーゲ枢すう機き卿きようと今の聖女代行であるアルシアという人物に怒りを覚えるのであった。

「……ありがとうございます。それにしても短期間でよくここまでの情報集められましたね」

「そこはオレを舐なめてもらっちゃ困るぜ」

「そういう情報ってどうやって集めるんですか？」

「企業秘密ってやつだ」

　スイズはおどけた表情で人差し指を立てると、次の瞬間には真剣な表情を浮かべていた。

「で、ここからが重要な話だ」

「今までも充分重要だったと思うんですけど……」

「それ以上ってことだな。つまるところ、ネメ・パージンの奪還作戦についての話だ」

　その言葉を聞いて、『到達する者アライバーズ』のみんなにも緊張が走る。

　やっとネメを取り返すために動けるという期待も湧いてきていた。

「そのことを話すについて、一つ考慮しておかなければならないことがある。聖女代行アルシアのスキルについてだ」

「スキル？」

　そこまで有能なスキルなのだろうか？　それこそエリンやフォースのように？

「彼女のスキルは【超遠視】というスキル持ちだ。【遠視】の上位互換のスキルだな」

　スイズの言わんとしていることがよくわからなかった。そのスキルの何が問題なのだろう？

　俺やエリンが首を傾かしげていると、スイズは続けた。

「効果自体はただただ遠くを見渡せるってものだな。そのスキルによって、あんたらの動向は常に把握されていると思っていい」

「えっ!?」

　驚きの声をあげたのはエリンとロズリアだ。声を出さない他の者も驚きよう愕がくしている気持ちは変わらない。

「どうやらそのスキルであんたらの行動はピュリフの街にいたときから、常にマークされていたっぽいぜ？」

「それでか……」

　フォースは心当たりがあるかのように頷うなずいている。

　気配を探れる俺がダンジョンにいる間に襲撃してきたのも、そのような仕掛けがあったからなのだろう。

　襲撃の気配を事前に気づくことができなかったのも、《索敵》の範囲外から俺達たちのことを観測していたからなのかもしれない。

「『到達する者アライバーズ』がスイズ・マイランに接触したこともバレているってわけだ。こうしてホテルの一室で作戦会議をしていることも」

「ほんとに!?」

　エリンが辺りを見回そうとすると、スイズはそれを手で制した。

「おっと、向こう側に悟られるような動きはするな。【超遠視】の存在をこちらが知っている前提で動いていることをまだ知られたくない」

「そうよね……」

　エリンは納得したのか、スイズへと視線を戻した。

「【超遠視】と言っても遠くを見通せるだけだ。声や話の内容まではわからない。だから、ここの作戦会議の内容も口で言う分には漏れることはない。だから、安心しろ」

　不幸中の幸いといったところか。こちらがネメを取り返しに来ていることがバレているのはかなり厳しい状況だが、作戦の内容まで漏れるとあらば、フーゲ達に太刀打ちができなくなってしまう。

「でも、どうするの？　相手は私達がネメを取り返しに来ることを知っているんでしょ？　警護を固められちゃいくら私達でも厳しくない？」

　エリンの指摘ももっともだ。

　相手は国のトップに近い存在。正面衝突は避けたいところだ。

　仕掛けるなら奇襲一択しかない。だけど、相手にはその奇襲が効かないときた。

　どうしたものかと、考えを巡らせているとスイズは言った。

「かといってこの状況も悪いばかりじゃない。逆に考えてみろ？　アルシア達が常にこちらの動向を把握しているということは、向こうもこちらがまだなんの準備も終えていないことを知っているわけだ。当然まだ警護も万全に行っていない状態」

「なるほど」

　相手がいくら国のナンバー２の枢機卿だとはいえ、ネメへの警備を常に最大限にし続けるのは難しい。

　人を雇うにはお金がかかるし、私兵全員を警護に専念させれば他の仕事が疎おろそかになる。

　ましてや【超遠視】という敵の動向を知るすべがあるとすれば、俺達が動き出そうとした時点で警備を増強させるだけで充分なのだ。

　現に《索敵》でサレングレ大教会を探ったときは、ネメの周りに特別に厳戒態勢が敷かれているということはなかった。

「じゃあ、急いで仕掛けた方がいいってことね」

　エリンが口を開くと、スイズは頷いた。

「お嬢ちゃんの言う通りだ。さらに言うなら今すぐにだ」

「今ですか？」

　ロズリアが声をあげるのも無理はない。まさか今すぐに作戦を決行するつもりだとは。

「まさかって顔してるな。そのまさかだ。相手も同じことを考えているはずだから、その隙をつくってわけだ」

「でも、準備なんて全然できてませんよ」

「それは向こうも同じことだ。こちらが動き出す準備を見せたら、その時点で戦いは始まるんだよ。で、向こうには今こうして作戦会議をしていることが知れ渡っている。ということは次の日には警備の人数を増やしているだろうよ」

「最大のチャンスは今日しかないってことですね」

「そういうことだ」

　それしかないのか？　無計画にも近い状態でネメを取り返しにいくのには不安を覚えたが、よく考えたら『到達する者アライバーズ』にとって行き当たりばったりなのはいつものことだ。

　ダンジョン攻略は未知との戦いだ。どうしても事前準備で補えないところはあるし、そういう壁に対して『到達する者アライバーズ』は持ち前の地力で押し通してきた。

　どちらかというと、俺は用意周到に物事を進めて問題を解決する人物だから、心配に思えてしまうだけなのだろう。

　常に時は進んでいるのだ。手をこまねいているうちに事態が悪化することもある。

　世の中、決断しないことも時として決断になってしまうこともわかっていた。

「わかりました。今すぐやりましょう」

「さすがノート・アスロンだ。そう来なくっちゃな」

　スイズは手を叩たたくと言った。

「幸いにもこちらには【地図化マツピング】のスキルがある。大教会の地形はすべてわかっている状態だ。隠し通路みたいなのも把握できているんだろ？」

「まあ、いくつかは……」

　ビスリルの街はかつてアイファンの英雄フォージュ・マルタイオスによって山地を要塞化された都市だ。

　ただでさえ道が入り組んでいるし、いたるところに洞窟や地下道がある。

　その中には度重なる街の増築により使われていない路みちもたくさんあった。

「ネメのところにたどり着くだけならそう難しいことじゃないと思いますけど、【超遠視】をどうにかしないことにはどうにもなりませんよ。潜入経路もバレてしまいますから」

「そこは問題ないだろう。【超遠視】も万能のスキルじゃねえ」

　そうして、スイズはアルシアのスキルについてわかっていることを話した。

「まず【超遠視】で視みられるのは一地点だけだ。要するに二手に分かれればどちらか一方しか視られないことになる。おそらくアルシアは潜入行動に長たけたノートをマークすることになるだろうな」

「その間、他のみんなは【超遠視】の監視を受けないと」

「そういうことだ。それに【超遠視】は場所を指定する、もしくは自分の意思で視界を動かすことで遠くを視ることができるスキルだ。マークといっても、自動的に追うわけじゃない」

「ということはマークを振り切ることも可能ってことですか？」

「振り切るってのはスピードでってことか？　まあ、【超遠視】の視界を動かす速度より速く動ければそれも不可能じゃないな。もっとも一番簡単なのは透明になることだが」

　そう言って、スイズはエリンに目を向けた。

「そこの魔導士さん。透明化の魔法は？」

「できなくはないわよ」

　エリンは魔法都市イザールでの修業で、多種多様な魔法を身につけていた。

　ダンジョン攻略ではあまり使うことがなさそうな透明化の魔法もいつの間にか会得していたようだ。

「透明化が有効ってことは《隠おん密みつ》とかも使えそうですね」

　首切りみたいに完全にいなくなったかの如ごとく気配を消すことはできないが、俺でも見つかりにくくなることくらいはできる。

　そこに最速のスピードを出すアーツ、《絶影》を掛け合わせれば遠視を振り切ることだって可能なはずだ。

「ちょっと待って」

　考えを巡らせていたところ、口を開いたのはエリンだった。

「透明化の魔法より、もっと【超遠視】を簡単に振り切れる魔法があるわよ」

「なんの魔法？」

「ノートも見たことあるんじゃない？　【超遠視】って自分で視界を動かして遠視をするんでしょ？　だったら、ワープすればいいんじゃない？」

「ワープって――」

「《転送門ゲート》で瞬間移動すれば問題ないんじゃない？」

《転送門ゲート》はエリンが七賢選抜のときに、空間魔法の使い手であるエスカー・バーンアウトが使っていたスペルだ。

　二つの《転送門ゲート》を空間的に繫つなげてしまうという高位の空間魔法。

　エリンはエスカーとの戦いでさらに高位の空間魔法、《転送領域》をコピーすることによって勝利を収めた。

　その過程で《転送門ゲート》も習得済みだったようだ。

　なんと末恐ろしい魔導士なことか。さすがは現『到達する者アライバーズ』のエースを張っているだけはある。

「《転送領域》と違って、《転送門ゲート》は人間も飛ばすことができるからね。戦闘では使いどころがあんまりなかったけど、こういう状況なら有用なスペルなんじゃないかしら」

「エリン！」

　これはエリンの《転送門ゲート》をベースにネメの奪還作戦を立てた方がいいかもしれない。

　俺達は限られた時間で作戦を立て、それを実行することにしたのであった。







[image: ]




　ネメの奪還に向けて、俺達は三手に分かれることになった。

　まずは俺とスイズの潜入組だ。

　俺達二人のやることは至って単純。地下道を通って、教会へと侵入し、ネメを取り返すことだ。

　俺達二人は盗賊という戦闘職バトルスタイル柄、機動力のある隠密行動が得意となる。

　教会内の人に見つからずネメの下にたどり着くには、戦力を減らしてでも二人で侵入した方がいいということになった。

　侵入自体はなんとか頑張ればできそうだが、問題はネメにたどり着いた後の帰り道だ。

　侵入時に《絶影》で【超遠視】の視界を振り切ろうとも、ネメがいる地点に視界を置かれてしまえば俺達の存在はバレてしまう。

　そこからネメを背負って帰らなければならないため、帰り道は行きよりもスピードが出せず【超遠視】に捉えられてしまう可能性もあった。

　そこで活躍するのが、エリンとフォースの《転送門ゲート》組だ。

　エリンとフォースには俺達がホテルを出た後、すぐに部屋の荷物を片づけてもらって、そのまま透明化の魔法をかけたまま【超遠視】が届かない街の外まで出てもらう。

　そこで《転送門ゲート》を起動。もう片一方の《転送門ゲート》は俺の手袋に罠わな魔法として用意されており、《転送門ゲート》を起動することで街の外までワープを行うというわけだ。

　残るロズリアとソフィーは攪かく乱らん係となる。

　正直、俺とスイズに敵の意識がすべて集中してしまうと、かなり動きにくくなってしまう。

　そこで二人には敵の注意を引いてもらうために、適当に教会の方を荒らしてもらうことになっていた。

　攪乱係として二人を配置する分、帰り道に二人を拾って《転送門ゲート》で脱出しなければならなくなるためリスクは高まる。

　だけど《索敵》で位置は常に把握できるため、合流もそこまで難しくないだろうとして、リスクとリターンを考えた結果がこの配置だ。

　フォースはフーゲ枢すう機き卿きようへのリベンジを望んでいたみたいだが、直接戦闘は極力避けるという今回の作戦のコンセプト上、《転送門ゲート》組としてお留守番をしてもらうことになっている。

　どうも神官の中には呪いを強めるスペルを使える者もいるらしく、妖刀煉れん獄ごくしか使えない今のフォースはかなり相性の悪い相手となっている。

　リベンジマッチができないとあって落ち込んでいたが、エリンにいざということがあったときの警護も重要な役目なので我慢してもらうことになった。

「はい、手袋」

　エリンによって、罠魔法を備え付けた手袋が手渡される。

　いくらアルシア達たちにこちらが準備している姿を視られたくないからといって、最低限の準備は必要だ。その最低限の準備に手袋への罠魔法付与は含まれていた。

　他のみんなには普段の夜と同じように過ごしてもらっているし、スイズは外に出て、教会の侵入ポイント近くに待機している。

　要するに現在は俺とエリンの準備待ちという状況だった。

「今回の相手は人だから、いつもとは魔法のバリエーション変えてるわよ」

「気を利かせてくれたんだな」

「いつもみたいに威力に全振りしてたら、人殺しちゃうでしょ？」

「それもそうか」

　ダンジョン攻略では防御力の高い敵に有効打を与えるため威力重視の魔法をセットしてもらっていたが、今回はエリンが対人戦用に見繕ってくれた術式を込めてくれたらしい。

　とは言っても、一枠は《転送門ゲート》に使われてしまうため、その他の魔法について使い方を聞くことになる。

「右の手のひらにセットしたのは――」

　手袋に込められた魔法についてエリンに一通り説明してもらうと、手袋を受け取って感謝の言葉を述べた。

「ありがとうね」

「いつものことじゃない」

「普段からありがとうって意味だよ」

「いいわよ。わざわざ感謝の言葉なんて言わなくて。その代わりネメをちゃんと取り返しなさいよ」

「それこそ、言われなくてもわかってるって」

　エリンに軽口を投げかけると、手袋をポケットに突っ込みながら部屋を後にしたのであった。
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「お待たせしました」

　待ち合わせ場所の薄暗い路地裏でスイズと合流を果たすと、そこから先は速かった。

「準備はもうできてるか？」

「はい」

　手袋を嵌はめて、臨戦態勢を整える。

　ここから先は時間との戦いだ。既にエリン達も動き出している頃合いだ。

「じゃあ、行きますよ」

　地下道を先導するのは【地図化マツピング】で進路がわかっている俺の役目である。

　下水路におりて、そこから脇道へ逸それ、地下道に入る。

　地下道は暗くて入り組んでいるものの、人ひと気けはまったくない。

　ここは安心して進める場所なので、最速で進んでいくことにする。

「それにしても【地図化マツピング】っていうのは便利なスキルなんだな」

　走りながら口を開いたのはスイズだった。

「そうですか？」

「いや、そうだろ。教会に侵入するっていったら、普通は侵入経路とか色々悩まなくちゃいけないのに、それを一発で叩たたき出せるときた」

「それだけなら２スロットの【地図エリアマツプ】でもできますよ」

「そうだとしてもよ。それに――」

　そう言って、スイズは右手に持っていたランタン代わりの魔道具を掲げた。

「この暗闇の中、照明も用いないで進むときた。それも【地図化マツピング】のスキルのおかげだろ？」

「まあ、そうですね。地形がわかっていますから、視界がなくても進めますしね」

「それって【地図化マツピング】を持っている奴やつなら誰でもできるようになるもんなのか？」

「わからないですけど、慣れればできるようになるものなんじゃないですか？」

　他の【地図化マツピング】持ちは『迷宮騎士団』のクーリくらいしか知らないのでなんとも言えないけど、そのクーリは俺よりも何倍も【地図化マツピング】を有効活用しているときた。

　あの天才ならこれくらいのことは簡単にやってのけるだろうし、この程度のことは特別すごいことでもない。

「もしかしてオレが灯あかりを持たなければ、この暗さだし、アルシアの【超遠視】からも簡単に逃れることができたんじゃないか？」

「そうかもしれませんけど、一人で敵の本拠地に乗り込むのは避けたいところなんで、スイズさんがついてきてくれなければ困ってましたよ」

　地下道はサレングレ大教会まで続いているものの、ネメが閉じ込められている裏聖堂まで続いているわけではない。

　一度は教会の敷地に出なくてはならず、そこから本聖堂に入り、隠し通路を経由して、裏聖堂まで行く予定であった。

「本聖堂前には門番がいるみたいですしね。そこは任せましたよ」

「そんなこと言って、あんた一人でなんとかなっちゃうんじゃないのか？」

「いや、無理ですよ」

　俺の主な攻撃手段は《魔法掌底スペルシヨツト》になるため、残弾が限られている。

　ダンジョン冒険者としては珍しい、継続戦闘が苦手な戦闘スタイルときた。大勢の門番と戦うのは避けたいところである。

　同じ盗賊で言うと、魔法行使スペルキヤスト系盗賊のエイシャみたいな部類だろうか？

　彼女から戦闘技術の大部分を盗んだところはあるので、似通ってしまうのは当然のことなのかもしれない。

「そろそろですよ」

　しばらく進むと、サレングレ大教会の敷地の真下へとたどり着いた。

「ここか」

　頭上には大きな穴があり、そこを上ると庭の噴水が最終的に流れていく下水道へと続いていた。

「じゃあ、ちょっくら行くか」

　スイズは目を見張るような跳躍を見せると、そのまま灯りの魔道具を片手に《登破クライム》で穴を駆け上がっていく。

　俺も置いて行かれないように《登破クライム》を使って、壁から穴へと登っていく。

「さてと、オレもそろそろ活躍しないとな」

　下水道に降り立ったスイズは屈伸運動を始めた。

　ここから先は敵が待ち構えている状態だ。

　地下道では両者とも【超遠視】を振り切るつもりで進んだため、俺達の正確な居場所まではバレていないとはいえ、警護兵との交戦は避けられない。

「じゃあ、先に行くぜ」

　上が開けた場所まで進むと、またしてもスイズは跳躍を見せた。

　今度は下水道の壁の縁に着地したかと思った瞬間、身体からだを宙で方向転換。そのまま光の如ごとく外へ飛び出した。

「――速っ！」

　なんだ、あのスピード。何かのアーツか？

《絶影》状態のジンと同等かそれ以上の速さじゃないか？　さすがは最強の盗賊といったところだ。

「《絶影》」

　ただ走っていっただけでは置いていかれる。そう思って、俺もアーツを発動して追いすがることにする。

　俺が外に出ると、そこには三人の倒れている兵士がいた。

「えっ――!?」

　月明かりもない夜の闇の中、庭の中を光が駆け巡っている。

　あれはただの光じゃない。盗賊スイズ・マイランだ。

「これが《瞬光》だ。――って言っても、もう聞こえてないか」

　直線的な光は瞬く間に兵士の下へと走り、折れ曲がったかと思うと、その場にいた兵士は崩れ落ちていた。

　光はそのままギザギザな軌跡を描きながら、兵士達を次々と気絶させていく。

「直線的な軌道に絞った、加速系アーツってところか……」
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《絶影》のように流動的な軌道で動けるアーツではなさそうだが、その分直線に限った場合はスイズの使う《瞬光》の方が速そうだ。

　目で追えない速さで進み、攻撃や方向転換するところで、突然視界に現れる。

　その光景は光が点滅しながら進んでいるようで、《瞬光》という名前も納得できた。

「はいよっ、《柄打ノツク》だ」

　しかも、スイズは《瞬光》で進みながら、きっちりとダガーの柄つかで兵士の顎を殴り気絶させていた。

《瞬光》の速さがダガーに乗ってしまえば、顎の骨ごと砕いてしまいそうなところだ。

　それを絶妙な力加減で気絶にとどめている。芸術みたいな手際の良さに見み惚とれてしまいそうになる。

「俺もやれるのか？」

　腰に差していたダガーを取り出して柄を眺めるが、自分がダガーの扱いが盗賊の中では下手くそな部類なことは自覚している。

　ここで変に感化されて、やれもしないことにチャレンジして失敗したら、目も当てられない。

「《掌底シヨツト》！」

　絶影で向かってきた兵士に近づき、そのまま手慣れたアーツを叩き込む。

　スイズを真ま似ねして、顎を撃ちつけてみたが、力加減はこれでいいのだろうか？

「うっ――」

　兵士が手にしていた槍やりを地面に突き刺し、のけ反り倒れそうなところを踏ん張る。

　しまった。手加減しすぎたか。

「もう一発！」

　幸いにも兵士は一発目の《掌底シヨツト》を食らって隙を見せていたので、二発目を叩き込むのは簡単だった。

　今度は上う手まくいったようで、兵士は気絶して倒れ込む。

「少し怪け我がをさせるかなってくらいがちょうどいいのか？」

　人が苦労している間にもスイズは三人倒していた。

　なんという速さ。これ、俺は戦力になっているのだろうか？

　心配になってきたが、ゆっくりと考えを巡らせている余裕はない。

　ここまで大っぴらに騒ぎを起こせば、他の兵士も次々と駆け寄ってくるし、おそらくフーゲ枢すう機き卿きようが雇ったであろう精鋭達が近づいてくる気配もした。

　それにスイズは随分先に進んでいる。ここで彼とはぐれれば、自分は敵に囲まれてしまう。

「ちょっとは待ってくれないんですかね……」

　ぼやきながら、近くの兵士に《掌底シヨツト》を一発お見舞いする。

　今度は何かが割れるような感触が手のひらにあった。少しやりすぎたかもしれない。

　まあ、死ぬような怪我じゃないし、ここには神官もたくさんいる。すぐに回復できるだろうし、これくらいは問題ないだろう。

「《掌底シヨツト》っ！」

　三人目への《掌底シヨツト》で絶妙な力加減を理解した。

　この強さでいけば、人を気絶させることができるのか。いいことを学んだ。

　そのまま一人、二人と《掌底シヨツト》をぶち込み、相手を気絶させたことを確認する。

「おい、着いたぜ」

　いつの間にかスイズはネメのいる裏聖堂の扉の一つにたどり着いていた。

　俺が《掌底シヨツト》の力の調節に少し意識を向けている間にどれだけの兵士を倒したんだよ……。

　急いでスイズの下に向かうと、スイズはあっさりと扉のロックを《開錠》で開けてしまった。

「なんかつまらないくらいに拍子抜けな感じで進むな」

「俺としてはこのまま何も起こってくれない方が嬉うれしいんですけどね」

　スイズが扉を開けると、そこには襲撃を察して駆けつけてきた兵士達たちが。

「ほら、不吉なこと言うからこうなるんですよ」

「別にこれくらいの相手なら、オレ達ならどうにかできるだろ？」

　即座にスイズは《瞬光》を発動。そこら辺の判断の速さはさすがとしか言いようがない。

　俺も彼に倣い、《絶影》を発動。先に進むスイズを追いながら、彼が手にかけなかった兵士達を気絶させていく。

「次の突き当たり右です」

「はいよ」

　スイズも盗賊であるため、《索敵》で兵士の居場所を探ることができる。

　普段のダンジョン探索なら、敵の位置を細かに仲間に知らせなくてはいけなかったが、今回の侵入作戦では道案内だけをしていればいい。

　一流の盗賊が仲間になると、こんなに楽なのか。スイズの存在のありがたみをただ感じるだけの道中である。

「ここの兵士、全然手ごたえないけど大丈夫か？」

「スイズさんが強すぎるだけですよ」

「そういうもんか？」

「正面戦闘ならあれですけど、こういう奇襲に盗賊って戦闘職バトルスタイルはめっぽう強いですからね」

　この俺がまだ兵士達に組み伏せられていないのも、その辺りの事情があるだろう。

　剣の腕では十中八九負ける相手でも、こちらの得意分野に引き込めば勝ち目はある。

「そこの道、奥から二番目の部屋に入ってください」

「ここか？」

　俺とスイズがたどり着いたのは、ただの物置のような部屋だった。経典らしき本や書類が所狭しと並べられている。

「多分、ここら辺に――」

　そう言って、本棚を引っ張ると奥に通路が見つかる。

　やっぱり予想通り、ここが隠し通路の入り口だ。

「この通路を使えば、裏聖堂には簡単に行けるはずです」

「そうかい」

　隠し通路に入ると、本棚の位置を内側から戻して、そのまま暗い階段を下りていく。

　一番下まで行くと長い通路となっており、そこを進んで裏聖堂の真下にたどり着けるようになっていた。

　裏聖堂の真下は広い空洞が広がった部屋になっていた。

　建物を維持するための柱が何本も立っているだけで、それ以外には何もない。

　部屋の奥には扉があって、その先の階段を上ると裏聖堂の一室に着くはずだ。

「やっぱり拍子抜けだな」

　スイズは近くにある柱に、手に持っていた照明を引っ掛けた。

　歩きながら別の柱にも次々と灯りの魔道具をつけていく。

　虚うつろな部屋に彼の顔が見られるくらいの明るさがもたらされる。

「このままあんたのお仲間を取り返して、はいおしまいってのも悪くねえけど、やっぱり面白くねえよな」

「面白さなんていらないですけどね」

　俺は笑って答えると、スイズの表情が引き締まった。

「あんたはそうかもしれねえけど、オレはそうじゃねえ」

　スイズは俺に身体からだの正面を向けると言った。

「最初に言ったはずだぜ、ノート・アスロン。オレは面白いと思うことしかやらねえと」

「何が言いたいんですか？」

　彼の雰囲気がどこか変わったことに気がついて、俺は問いかける。

　彼は肩をすくめながら答えた。

「オレはあんたの依頼なら、面白いことが起きるかと思って受けたんだ。だけど、ちょっと期待外れだったなって」

「期待に応えられなくてすみませんでしたね」

「だけど、フーゲはやっぱり期待以上の奴やつだよ。あいつはいつもオレの想像を超える面白え依頼を持ってくる」

　どうしてここでフーゲ枢機卿の名前が出てくるんだ？

　嫌な予感がしている俺に、スイズは尋ねてきた。

「ノート、情報を集めるにおいて一番簡単な方法はなんだと思う？　あんたほどの盗賊ならわかるだろ？」

「……なんですか？」

「しらばっくれるなよ。一番簡単な方法は本人から訊きく方法だ」

　状況が摑つかめていない俺に、スイズは予想もしなかったことを告げてくる。

「オレは聖女関連の情報を集めるなら、フーゲのところに行くのが一番手っ取り早いと思った。あいつとは昔の知り合いだったしな。オレが探りをかけてもそんなに変なことじゃねえ」

　まさかスイズがフーゲ枢機卿と直接接触していたとは。

　どうりで、聖女候補生にまつわる事情やアルシアのスキルについて詳しい情報が得られていると思った。

「ただ誤算だったのは、【超遠視】でオレがあんた達と組んだことがバレていたことだ。フーゲの奴はオレが敵対する立場なことも知って、重要な情報をペラペラと喋しやべったよ。その後言ったんだ」

　そして、スイズは続けた。

「『私の方につきなさい。そうすればもっと面白い経験をさせてあげますよ』って。あいつは最高だよ。オレのことをちゃんとわかっていて、それでいてオレが欲しいと思っているものを的確に与えてくれやがる」

「まさか俺達のことを裏切るつもりなんですか？」

「裏切るか。まあ、そうだな。結果的にはそういうことになるのか」

　スイズは笑みを浮かべながら言った。

「だけど、オレをむやみやたらに信用したあんたが悪いんだぜ？　オレも腐っても盗賊だ。敵意を隠すことなんて簡単なことだ」

　未いまだに《索敵》からは彼の敵意を感じられない。

　当たり前だ。彼は最強の盗賊なんだから。敵意が感じられないから信用できるなんて簡単に考えた俺が馬鹿だった。

　俺は怒りの気持ちを込めて言う。

「スイズさんが裏切るつもりなのはわかりました。でも、正直わからないところもあります。俺達を裏切ってフーゲ枢機卿の下につくのの何が面白いんですか？　俺としては、強い者に尻尾を振っている臆病者にしか見えませんが」

「そう手厳しいこと言うなよ、ノート・アスロン。奴はとっておきの報酬をくれたんだから」

「報酬？　なんですか？　金？　それとも地位ですか？」

「そうじゃねえ、この状況だ」

　そうして、スイズは手を広げて口にした。

「最強の盗賊、ノート・アスロンとの一騎討ちだよ」
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「俺が最強？　一体何を言っているんですか？」

　俺はスイズの言っている意味がわからなくて、純粋な疑問を口にしてしまう。

　彼は俺のことを誰と勘違いしているんだろう？

「おいおい。この期ごに及んで冷めるようなこと言うなよ」

「冷めるも何も本当のことですよ。俺は大したことない盗賊ですよ。スイズさんがわざわざ相手にするほどの価値なんて――」

「あんたが大したことない盗賊？　だったら、この世の盗賊全員が大したことなくなっちまうぜ？」

　スイズは真っ暗な天井を仰ぎながら告げた。

「『到達する者アライバーズ』の盗賊、ノート・アスロン。ダンジョン攻略では階層が進むにつれ、盗賊という戦闘職バトルスタイルは火力不足で役に立たなくなるとされている。そんな中で、ただ一人ダンジョン攻略の最先端を行く男のあんたが？」

「それは――」

　確かに俺は『到達する者アライバーズ』の一員として、ダンジョンの深層に足を踏み入れているが、決して俺が強いわけじゃない。

　モンスターを倒すのはほぼ他のメンバーに任せているし、唯一ダンジョンのモンスターに与えられる有効打の《魔法掌底スペルシヨツト》もエリンの魔法のおこぼれをもらってに過ぎない。

「俺の力なんかじゃないですよ」

「は？　よく言うぜ。ダンジョン20階層において、魔導士と二人遭難し、そこから生還したという伝説も残しながら？」

　あれが伝説？　20階層でのエリンとの遭難はそんな聞こえのいい出来事じゃなかった。

　ただ転移罠わなを踏んで、未知の階層に飛ばされるというポカをやっただけだし、あの階層から生き残れたのも単に運が良かっただけである。

　何かが掛け違っていれば簡単にモンスターに殺されていただろうし、魔法を使えるエリンがいなければモンスターを倒すことすらできなかった。

「色々と俺のことを調べているみたいですけど、過大評価しているだけだと思いますよ」

「自分のことを過小評価しているのはあんたの方だろ？　言っておくけど、オレはあんたのことを調べたわけでもないぜ。元々知っていたんだ。一般人には知名度がそこまでないかもしれねえが、盗賊の中ではノート・アスロンは立派な有名人だからな」

「俺が有名人？」

「そうだ。元々ダンジョン攻略で活躍している盗賊がいるって時点で話題にはなっていたが、あんたを一躍有名人に押し上げたのは七賢選抜でのあの出来事だ。七賢選抜と言えば、各国の要人も集まる世界的に重要な祭典。当然警備も馬鹿みたいに厳重だ。そんな中、祭典の主役である次期七賢者を連れ去った盗賊がいるとあらば、有名にならない方がおかしいだろ」

　確かに七賢選抜で観衆の目がある中エリンを連れ去ったが、あのときは無我夢中で行動していただけである。

　今思えばだいぶ無茶な行いだったし、同じようなことがもう一度できるかって言われたら怪しいところだ。

「でも、スイズさんの方が有名じゃないですか。盗賊としても五本の指には入っているって――」

「どうだろうな。確かに五本の指に入っているなんて言われることもあるが、あんたの功績には勝てねえよ。フィロン潜入作戦での活躍も悪鬼グルーシャルの討伐も、ダンジョン攻略の功績に比べたら大したことねえ。確実にあんたの方が格上だ」

　自分がスイズより格上？　一体なんの冗談なのだろう？

　スイズの言葉に戸惑いを隠せなかった。

「あんたは自覚がないかもしれないが、ノート・アスロンという盗賊は既にそういう域に達しているんだよ。戦闘スキルを持っていないにもかかわらず、盗賊として最高峰の位置にいる化け物。そんな存在と戦える機会が舞い込んでくるとあらば、乗らないわけないだろ？」

　これが噂うわさの独り歩きというやつなのだろうか？

『到達する者アライバーズ』のみんなに訊いても同じように答えると思う。俺は冒険者として決して強い方ではないと。

「俺はスイズさんの期待に応えられるほど強くないですから。噂を鵜う吞のみにしてもがっかりするだけですよ」

「そうか？　あんたは期待通りの人物だと思っているけどな。さっきの広場での戦闘でだって、スピードでならオレとタメを張っていただろ？　それにオレの動きだってきちんと見切っていた。違うか？」

　どうやらスイズは勘違いを改める気はなさそうだ。

　だからといって、俺がスイズに構っている時間はない。一刻も早くネメを助けにいかなければならないのだ。

「スイズさんが俺と戦いたいのはわかりました。戦ってもいいです。だけど、今じゃなくてもいいじゃないですか。ネメを助けてからでも――」

「おいおい、そんな冷めること言うなよ。なんの緊張感もない模擬戦で満足しろって？　そんなの何も面白くないだろ。仲間の命運がかかった重要な局面での戦い。こういう状況じゃなきゃ、あんたの全力は引き出せないだろ？」

「狂ってますよ……」

　俺だってダンジョン攻略に命を懸ける身。

　人のことは言えないかもしれないが、それでもスイズの、面白さですべての行動原理を決める生き方は理解できない。

　好き勝手生きるのは悪いことではないが、それに巻き込まれる立場としては勘弁してほしいところだ。

「狂ってる？　褒め言葉として受け取ればいいのか？」

　スイズは悪びれもせず笑いながら答える。

　確かにスイズ・マイランは一流の盗賊だ。彼のおかげで俺達たちが監視されていることにも気づくことができたし、敵の本拠地まで潜り込むこともできた。

　だけど、最後の最後で反旗を翻されてしまえばすべて台無しだ。

　俺は彼に協力を仰いだことを後悔していた。

「こんなことなら、俺達だけでネメを取り返すことにすれば良かったですよ」

「そうつれないこと言うなって。フーゲの奴に協力しているって言っても、襲撃のタイミングや作戦については一切教えていねえ。奴はオレの扱い方をよくわかっているからな。オレに自由にやらせてくれるんだ」

「だから、どうしたっていうんです？」

「簡単な話だ。あんたがオレを倒せば作戦は滞りなく進められる。逆にあんたが負ければお仲間は取り戻せない。どうだ？　全力で挑みがいのある戦いだろ？」

「本当に性格悪いですね……」

　作戦成功の目を完全には潰さないことで、俺に戦いを強要する。なんとも狡こう猾かつで、非常に有効な一手だ。

　ここまで来たら引き返すことができない。

　スイズをここで見逃せば作戦の全貌をフーゲに伝えられてしまうだろうし、再度別の機会にネメを取り返すというのは難しくなってしまう。

　ネメを連れ戻すなら、今このとき。俺がフーゲを打ち破る他ない。

「こういうの苦手なんですよ……」

　仲間の命運がかかった一対一の決闘。

　記憶に残るのは首切りとジンの暗殺を賭けた戦いだろうか？

　あのときはリースの援護がなければ、首切りに敗北する形となっていた。

　次に記憶に残っている決闘といえば、フォースとの『到達する者アライバーズ』再加入の是非を問う戦いだった。

　あの戦いではフォースに《魔法掌底スペルシヨツト》を耐えられ、彼に認められはしたものの、勝敗としては完全な負けであった。

　俺は別に強いわけではない。自分でも自覚しているつもりだ。

　しかも俺は、こういう決闘においては事前の準備をしっかりするタイプの人間だ。

　対策ありきで格上と一時的に渡り合うことができるだけで、なんの準備もなければ首切りやフォースには太刀打ちすらできなかっただろう。

　それにもかかわらず、今回は咄とつ嗟さに発生した戦いという完全に苦手なタイプの戦闘ときた。

「やっとやる気になったか。名が通ってくると、なかなか格上と戦う機会ってのはなくてな。久々に若い頃の気持ちを思い出してわくわくしてくるぜ」

　残念なことに相手に慢心はない。むしろ挑戦者として、心を滾たぎらせている状態。

　なんで本来俺より格上のはずのスイズが、挑戦者の気分で戦うんだよ。どう考えても挑戦するのは俺の方だ。

「こっちは最悪の気分ですよ」

　ため息を吐つきながら両手を前に。ダガーは持たない。徒手空拳の構えだ。

　やるしかないのはわかっている。たとえ分が悪い戦いでも、ネメのために勝利を拾わなければならない。

「容赦はしませんからね」

　後手に回るつもりはなかった。先行早々《絶影》にて駆け出した。

「おいおい、開始の合図も待ってくれねえのかよ」

　スイズも《瞬光》を起動。詰めた距離を一瞬にて引き剝がしてきた。

　彼の手の内はわからない。だけど、俺が《絶影》をベースに戦うように、彼も《瞬光》を起点に速さで仕掛けてくるタイプの戦い方なのだろう。

《瞬光》が《絶影》より勝っている点は純粋な直線距離での速さだ。

　逆に《絶影》が勝っているのは曲線的な動き。《瞬光》は方向転換時にどうしても減速してしまうが、《絶影》はそのロスが限りなくゼロに近い。

　だから真まっ直すぐは追わない。前後左右、三次元的に動いて、敵を翻弄する。

「おっ、突っ込んでは来ないか。まあ、得物がある相手に純粋な近接戦闘は挑みたくないよな」

　スイズは既にダガーを抜いている。そのまま刃を一本、二本と投げていった。

「投げもいける感じですか」

「ダガー使いなら当然だな。って言っても、あんたもちゃっかり避けているじゃないか」

「投とう擲てき術なら師匠が得意としていましたから。ある程度は見慣れているんですよ」

「じゃあ、これはどうだ？」

　今度は懐から赤いダガーを出した。先ほど投げていたダガーは青みがかった金属の色をしていたため、別物のようだ。何かの魔道具性能を持つものか？

「警戒はしているようだな。だが、やられてくれるなよ」

　――瞬間、耳元で紫電が走った。

　なんだ？　何が起きた？

　目で追えていなかったが、今のに当たっていたら一発でやられていた。当たらなかったのは完全に偶然だ。

「ギリギリ反射で避けたか。この魔道具は魔力を通すことで、アンカーとの間に雷魔法を通すものだ。アンカーはさっき投げたダガーだな」

　後方の柱に刺さっていた青色のダガーに目を向ける。

　確かに雷が走っていたのは、スイズの持つダガーと青色のダガーの直線上だった。

「もちろんアンカーは何本もあるからな。当たらないように気をつけろよ」

「わざわざ魔道具の性能を教えてくれるなんて優しいですね」

「いや、この魔道具は相手に性能がバレてからの方が駆け引きが面白いんだ。さあ、行くぞ」

　スイズは《瞬光》でジグザクと軌道を描いていく。

　そのうちにもアンカーとなるダガーが撃ち出されていく音が聞こえるが、柱にいくつか灯あかりがともされただけの地下室じゃ正確な位置までは把握できない。

　アンカーとスイズの直線上に立っちゃいけないことはわかっているが、アンカーの位置も把握できていない状況で、スイズは《瞬光》で位置を変えるときた。

　確かにこれは魔道具の能力がわかるほど、頭を使って立ち回らなければならない。

「とりあえずは止まっちゃ駄目だな」

　スイズが俺に雷魔法をぶち当てるには、アンカーとの直線上に俺を入れなければならない。

　ということは、逆に俺の位置を捉え切らなければ、雷魔法を当てることはできないということだ。

《絶影》で絶えず動き回ることで俺の位置を摑つかませず、その間に紫電の発生場所を観察することでアンカーの位置を把握する。

「四――いや、五本か？」

　入り口付近に一つ、その右に一つ。後は側面に二つと、奥に一つといったところか。

「おっと、もう見破られたか。ったく、戦いにくいっちゃないねえ」

　スイズは側面のアンカーに近づきながら紫電を展開していく。

　と、ここでアンカーの投擲。どうやら壁に刺さっていたアンカーを抜いて、位置をずらしたようだ。

「また覚え直しですか」

　アンカーはダガーのため、抜き差しできるのはわかるが、位置を変えながら戦われるとなると難易度が高くなる。

　でも、新しいアンカーを投げなかったということは、アンカーの総数は全部で五本。

　いや、決めつけは良くない。相手は一流の盗賊だ。ブラフでもう一本隠し持っている可能性もあり得る。

　先ほど投げたアンカーの位置は大まかにわかっている。他のアンカーの位置を移動させられる前に叩たたきたい。

《絶影》で距離を詰めようとすると、スイズは横に逃げた。

　すかさず追おうとすると、スイズが反転をした。

「こういうこともできるんだぜ？」

　またしても目の前で紫電が。入り口近くのアンカーとの伝導だ。

　一旦は躱かわすことができたが、今度は持続した紫電だった。

　スイズの軌道とともに電熱線も動いていき、その中間にある柱を切り取っていった。

「それは反則じゃないですか」

《蟲型歩足シンクウオーク》を即座に発動し、光速で過ぎ行く電熱線の下になんとか滑り込んだ。

「当たったら即死してましたよ」

「でも、避けただろ」

「偶たま々たま反応できただけですよ」

「でも、これは駄目だな」

　崩れゆく柱に目を移しながら、スイズが笑う。

「使いまくっていたら、この部屋が倒壊しちまう」

「そうすれば二人とも瓦が礫れきの下ですね」

「だな。いざというときにしか使わねえことにするか」

「できれば今後一切使わないでほしいんですけどね」

「そう温存して勝てる相手じゃねえだろ。あんたは」

　今度は柱を蹴りながら、《瞬光》で距離を詰めてくるスイズ。

　こちらとしても紫電が行き交う中戦うよりは、インファイトの方がやりやすい。

　だからといって、両者真っ向からぶつかるのはどちらも避けたいところだ。

《絶影》も《瞬光》も両者ともに人類の最速と呼ぶに相応ふさわしいアーツである。

　自分がアーツを発動している間は移り変わる周囲の光景を追うのも難しいところがあるのに、そこに相手のアーツの速度も相まって正面から迫るとあらば、インパクトの瞬間を見極められずに激突する可能性もある。

　イメージとしてはチキンレースだ。直前まで《絶影》で接近し、得意とする曲線的な動きで軌道を変え、敵の横か背後に抜ける。

　スイズもそれを読んで途中で軌道を変えてくるはずだから、進路を変えられたら自分も有利なポジションに動き直す。

　俺が《絶影》で横に逸それた瞬間、スイズも《瞬光》を使って反対側に弾はじき跳んだ。

　最初の接近では、運よくお互い別々の方向に進路を取ったようだ。

　もうお互いに動体視力が追いついていない。勘も入り交じった読み合いの戦いだ。

　次の接近では運悪く、二人とも同じ方向に逸れてしまった。よって、スイズの刃が届きうる距離に。

「《柄打ノツク》」

　顎に向かって振り上げられたダガーを、俺もダガーを抜いて迎撃に出ようかと思ったが、なんとか途中で思いとどまった。

　あのダガーは魔道具だ。アンカーとの間に雷魔法を発生させることができるということは、刃に紫電を纏まとわせることも可能なんじゃないだろうか。

　そこまで考えが至ったのは身体からだを反らして、刃の軌道を無理やり避けた後のことだった。

　無茶な体勢を取ってしまったため、《絶影》の足が止まってしまう。

　敵はそんな隙を見逃す相手じゃない。

「《縮地》」

　強引にアーツを発動して逃げるのではなく、逆に距離を詰め、そのままぶつかりにいく。

　決してタックルとは呼べない不格好な衝突も、スイズにとっては予想外の動きだったようだ。

　ダガーで防ぐことも間に合わず、両者ともに地面に叩きつけられる。

　二人の足が止まった。今が最大のチャンスだ。

　俺は即座に起き上がるも、同タイミングでスイズも起き上がっていた。どうやらこちらと同じことを考えていたようだ。

「《幽刃ゴーストタツチ》」

「《掌底シヨツト》っ！」

　スイズの手にするダガーの軌道が二つに分かれるも、俺はその手ごと打ち払う。

　得物の長さの利点がなくなった完全なるインレンジ。この瞬間なら素手でもやり合える。

　スイズの繰り出してくる剣筋を《掌底シヨツト》や《流線回避ストリーム》を駆使しながら捌さばいていく。

　向こうの攻撃を食らうことはないが、こちらが《掌底シヨツト》をクリーンヒットさせることも難しい。

「ほらよ！」

　この間合いでは不利だと思ったのか、スイズは赤いダガーに魔力を込め、アンカーとの間に紫電を発生させる。

　これには俺もたまらずひるんでしまい、その隙を縫われて鳩尾みぞおちに蹴りが当たってしまった。

　呼吸もできないまま、なんとかして距離を取った。両者ともに仕切り直しの形だ。

　スイズはダガーを手の中で回しながら口を開いた。

「おいおい、ノート・アスロン。いい加減にしてくれよ」

「いい加減にしてほしいのはこちらですけどね。さっさと倒されてくださいよ」

「倒されてくださいだ？　オレを倒す気ねえのはあんたの方だろ？」

　スイズの言葉にはどこか怒りの感情が込められていた。

「あんたいつになったら、本気出すんだ？」

「こっちは常に本気で戦っていますよ。これが本気に感じないんだったら、単に俺に期待通りの実力がなかったってだけですよ」

「そうじゃねえだろ。あんたはまだ本気を出してねえ」

　スイズはダガーを突き付けて睨にらんできた。

「確かに本気で攻撃は避けているんだろうよ。でも、オレを倒そうっていう気概のある攻撃はまったくねえ」

「それは俺の攻撃力不足なだけですよ」

「違ちげえだろ。あんたはダンジョンのモンスターともやり合える冒険者だ。攻撃手段がないわけじゃねえ。ただ温存しているだけだ。違うか？」

「……」

　スイズの指摘はもっともだった。

　確かに《魔法掌底スペルシヨツト》を使えば、戦いの局面を進めることはできていたかもしれない。

　だけど、これはネメを奪還するために取っておかなければならない切り札だ。

　それをこんな想定外の戦闘で切るわけにはいかない。

　そんなこちらの心の内を見透かしていたのか、スイズは言う。

「オレも舐なめられたものだ。こっちは魔道具も全開に使って、全力で戦っているっていうのに」

「別に舐めているわけじゃ――」

「じゃなかったら、どうして使わない？　仲間を助けたいからか？　だったら、ここで全部使い果たして、オレを倒して先に進めよ」

「スイズさんを倒しても、その先でネメ姉さんを取り返せなければ意味がないじゃないですか？」

「おお、オレに勝った後のことも考えてるときた。さすがは最強の盗賊。いいご身分だなぁ」

　スイズは大きな笑い声をあげた。

　そのまま大きく目を開くと、部屋いっぱいに響かせるように叫んだ。

「驕おごるなよ、最強。盗賊スイズ・マイランは温存して勝てるほど、甘い相手じゃねえぞ」

「――っ」

　驕りか。自分では認識していなかったが、確かにそんな気持ちが心の奥底にはあったのかもしれない。

　スイズは全力で俺に向き合っている。だけど、俺はというとネメを取り返すことを考えながらスイズと戦っている状況だ。

　相手を最強の盗賊と認めながらも、どこかになんとかなるんじゃないだろうかって気持ちがあったのも事実だ。

　だけど、彼の言う通り、スイズ・マイランは温存して勝てる相手ではない。

　俺の全身全霊を費やしても勝てないかもしれない強敵だ。

　俺は挑戦者なのだ。決して忘れるな。たとえ相手が俺に挑戦しているつもりでも、その事実は変わらない。

「そうですね。いい加減にした方がいいのは俺の方だったかもしれません……」

　間違っていたのは俺の方だ。エリンに託されたすべてのスペルをもって、この強敵を打ち倒す。

　俺のやることはただそれだけだ。後先なんて考えていられない。

「ありがとうございます。おかげで目が覚めました」

　そう口にしながら、一歩、二歩と歩いていく。

《絶影》は使わない。ゆっくりとした、ただの歩行としての足取り。

　この罠わな魔法を使えば勝負は一瞬で決してしまう。

　想定通り上う手まく嵌はまればこちらの勝ち。逆に対処されれば、その時点で切り札を失ってこちらの負け。

　決着は非常にシンプルだ。この一撃ですべてが決まる。

　大事なのは距離だ。目測を誤るな。俺には【地図化マツピング】のスキルがある。距離だけは正確に把握できるはずだ。

　できる限り平静を装いながら、距離を詰めていく。

　スイズも《絶影》で接近したなら即座に《瞬光》を発動して回避行動に移ったであろうが、じわじわと歩み寄ってくるこちらにどう対処すればいいのか迷っているようだった。

　もしくは俺の《絶影》の発動タイミングで、《瞬光》を発動し逃げ切れる自信があったのかもしれない。

　だけど、俺の次なる《魔法掌底スペルシヨツト》は《絶影》の速度をも超える。

　――ちょうど５ｍの間合いに入った。

　その瞬間、俺は《罠解除》を起動した。

　即座にスイズの背中が視界に映る。

　プロテクトを解除したのは手のひらにある攻撃魔法陣ではない。手の甲にある魔法陣だ。

　そこに仕掛けられた罠魔法は忌々しい因縁の魔法――転移罠。

　それをわざと発動させ、スイズの背後に転移。すかさず手のひらに用意された魔法陣を起動させる。

「《縛式》――」

　発動したのは捕縛型の魔法だった。光の帯が樹状に広がりながら、瞬く間に展開。

　さすがのスイズもこの奇襲には完全に面食らったようで、反応が遅れてしまった。

　帯が身体を覆うとともに引き締まり、彼の身体を包んでいく。

「――は？」

　拘束魔法はスイズを完全に捕らえて、離さない形に展開されていた。

　これが作戦の前にエリンに込めてもらった、人を殺さないための対人戦用のとっておきスペルであった。

「なんだ、この拘束魔法？　魔道具か？」

　ここまで手足や関節に絡まってしまえば、スイズがどんな手を使おうとも自力で脱出するのは不可能だ。

　後はこのスペルが自然と解けるのを待つほかない。

「エリンのスペルですよ。動けないでしょう？　さすがに俺の勝ちってことでいいですよね」

「どうしてあの嬢ちゃんの魔法が？　いや、そうじゃねえ。どうしていきなり背後に――」

　どうやらスイズは俺が瞬間移動した事実に気づいていないみたいだった。

《絶影》を目で追うには線での動きを捉えるのがコツである。

　だから、《絶影》の動きに慣れてしまうと、転移による瞬間移動に対処しづらくなってしまうのだ。

「元々は転移罠っていうダンジョン産の罠魔法なんですよ。それを空間魔法が使えるエリンが改良して、術者が特定の場所に転移できる罠魔法に変えてくれたんです」

　この罠魔法の転移できる場所は、５ｍ先前方に定められているとのことだった。

　だから、俺は歩いて、スイズの背後から５ｍの場所に自分の位置を調節する必要があった。

　後は転移罠を起動し、即座に振り返って、手のひらの束縛魔法を展開させるだけだった。

「なるほど。瞬間移動か。全然なるほどじゃねえが、あんたくらいの存在なら使いこなして当然か」

「ほとんどエリンの功績ですけどね」

　手袋に《魔法掌底スペルシヨツト》用以外の魔法をセットするのもエリンの案だった。

　魔法術式が付与できる布で作られた手袋は当然、手のひらと手の甲の部分の生地があり、今までは《魔法掌底スペルシヨツト》で使えるようにと手のひらの生地しか使っていなかった。
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　しかし、今回《転送門ゲート》の魔法陣をセットして作戦に挑まなくてはならず、《転送門ゲート》に手のひらの枠を使ってしまうと、《魔法掌底スペルシヨツト》が一回しか使えなくなってしまうという問題が発生してしまった。

《魔法掌底スペルシヨツト》は俺の生命線とも言えるアーツなので、その使用回数が半分になってしまうとなると、大幅な戦力ダウンは否めない。

　ということで、《魔法掌底スペルシヨツト》には使えない手の甲の生地に魔法陣を描くことにしたのだ。

　俺の右の手の甲には《転送門ゲート》。左手の甲には転移罠。

　右の手のひらには比較的威力のある攻撃魔法。そして、左の手のひらには捕縛魔法といった組み合わせだった。

「ぶっつけ本番だったけど、なんとかなりましたね……。その代わりここからだいぶきつくなりますけど……」

　元々はこの転移罠だって、こうして戦闘に活いかすためにセットしてもらったわけじゃない。

　本来はネメが閉じ込められている部屋の近くまで行き、そこで《転移罠》を起動。

　部屋の中に転移し、ネメを連れ戻すという使い方をするつもりだったのだ。

　それをスイズとの戦闘に無理やり使わされてしまった。

　温存したいところだったが、相手が最強の盗賊ときた。こればかりは仕方ない。

「本当にどうやってネメの下まで行きましょうね。警備の兵士はたくさんいますし。割とこれ無理じゃないですか？」

「さあな。オレに訊きかれても困る。自分は負けた身だ。これ以上は邪魔しねえよ」

「負けは素直に認めてくれるんですね」

「オレも往生際が悪いわけじゃねえからな。完敗だよ。オレの負けだ」

「それにしては清々しい顔してますね」

「当たり前だろ？　こんなにも面白え戦いができたんだからな。大満足だ」

「裏切って戦いを挑んできて、そんでもって負けて勝手に満足してってずるいですね」

「そういうなよ。あんたも面白かっただろ？」

　スイズの少年のような純粋な瞳に、俺はため息を吐ついて答えた。

「まあ、そこそこは。こんな経験二度とはごめんですけど」

「あんたも素直じゃないなぁ」

「スイズさんが欲望に素直すぎるんですよ」
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　わたくし、ロズリア・ミンクゴットは『到達する者アライバーズ』の仲間であるソフィーさんと一緒にサレングレ大教会へと侵入していました。

　サレングレ大教会は観光客に一般公開している建物もあるため、敷地内に入ることだけなら簡単です。

　本聖堂や裏聖堂には本来立ち入れないようになっていますが、ノートくん達たちが警備兵を呼び寄せてくれたおかげで、なんとか本聖堂にも入れました。

　わたくし達の役目は攪かく乱らんということで敵の目を引くことが目的ですが、この作戦は行き当たりばったりなところもあるため、攪乱の具体的な方法までは指示されていません。

　というわけで、今はソフィーさんと一緒に聖堂内を自由に歩き回っている状態です。

「おっ、侵入者か？」

　廊下の角を曲がったところで、剣士風の男と出くわしてしまいます。

　男は日本刀を構えながら、名乗りをあげていきます。

「オレの名前はジュラン。名刀夜よ凪なぎの使い手。いざ尋常に――」

「いえ、わたくし達は侵入者じゃありません。ただのメイドです。見てください、このメイド服」

　そう言って、ソフィーさんの方を手で指します。

　目の前の男はソフィーさんの服装をまじまじと眺めながら呟つぶやきました。

「確かにメイド服だな。おっと間違えたみたいだ。悪かった悪かった」

　男はソフィーさんの横を通り抜けようとします。

　けれど、途中で立ち止まってわたくしの方に視線を向けました。

「この子がメイドなのはわかった。ところで、君はどうして鎧よろいを――」

「ソフィーさん、やってしまいなさい」

「かしこまりました」

　ソフィーさんはそのまま拳で男の腹を一発。身体からだがくの字形になったところで、肘打ちを入れて、昏こん倒とうさせます。

「ナイス、連係プレイです！」

「連係プレイも何もただのむちゃぶりだったような――」

「そういえば、この人自分の刀を名刀だとか言っていましたよね？」

「わたしの話聞いてる？」

　ソフィーさんの抗議を無視して、わたくしは男が持っていた刀を手に取りました。

「これ、いい刀ですか？　ソフィーさん」

「名刀を謳うたうに相応ふさわしい業わざ物ものだけど……」

「じゃあ、貰もらっちゃいましょう。フォースくんの刀が折れちゃったことですし」

「いや、それ追い剝ぎだから」

　目つきを険しくしたソフィーさんに咎とがめられてしまいます。

　ちぇっ、せっかくいい案だと思いましたのに……。

「でも、このまま歩いているだけでは全然攪乱している感じなくないですか？」

「それはそうだけど……」

「そうです！　ここの宝物庫に侵入してみるってのはどうです？　きっとお宝たくさんありますよ！」

「盗とったら泥棒になるから駄目」

「盗らないですよ！　ただ昔から国の宝物庫見るの好きだったんですよねー。小さい頃はお父様に頼んでよく見せてもらってましたし。アイファンの宝物庫にどんな魔道具が眠っているのか見てみましょうよ！」

「そんな観光みたいに……。って、そんな気軽に国の宝物庫見られるって、ロズリアの小さい頃って一体……？」

「おっと、口が滑りました。何も聞かなかったことにしてください」

　舌を出しながら、おどけて誤魔化すことにします。

「よくわからないけど、わかった」

　他の人ならいざ知らず、こういうときソフィーさんは深く追及しないでくれます。

　気が利くのか、それともあまり他人に興味がないのか。どちらにせよ助かるので、このまま話を元の方向に戻すことにします。

「それに宝物庫に行くのも悪い案じゃないと思うんですよね。国の大事なものが保管される場所に入られたら、当然警備の意識はわたくし達に向くと思いませんか？」

「それはそうだけど……」

「わたくし達の役目は攪乱係です！　教会内の人が一番やられて困ることをしないでどうするんですか！」

「まあ……」

「しかも、わたくしは宝物庫が見られて大満足。一石二鳥じゃないですか！」

「やっぱりロズリアが宝物庫見たいだけじゃ――」

「という冗談はさて置いて。どうです？　攪乱するために宝物庫に行くのは？」

「うん……」

　頷うなずいてはいるものの、ソフィーさんはまだ納得できてないようです。

　アイファンの宝物庫を見学できるチャンスなんてそうそうありません。今を逃したら、もうこんな機会二度とないでしょう。

　ここはなんとしても、ソフィーさんを説得しなければ。

「ソフィーさん、よくレイファ様に言われませんでしたか？　頭が固いと」

「言われたことしかできないとは言われたことはあるけど……」

「それです！　今、わたくし達は『到達する者アライバーズ』の皆さんに、ここの兵士達を攪乱するように言われています。だけど、方法までは指示されていません。ここで普通の攪乱をしていたら、言われたことしかできない人間としてがっかりされちゃいますよ？」

「それは困る……」

「でしょう？　ノートくん達にがっかりされるようじゃ、レイファ様にも呆あきれられちゃいますよ？」

「わかった。やる。ソフィーは言われたことしかできない子じゃない」

　意外にもソフィーさんはちょろいところがあります。

　日頃から散々注意されたことで扱い方は段々とわかってきていました。レイファ様の名前を出せば、大抵の場合はどうにか丸め込めます。

「ということで、アイファンの宝物庫見学ツアー、出発進行ですっ！」

「なんか騙だまされているような……」

　そんなソフィーさんの呟きは聞かなかったことにしておきます。







　ピ――ッ！　ピ――ッ！　ピ――ッ！

　宝物庫に入ると、聖堂中に鳴り響くような警報が鳴ってしまいました。

「なんでしょう？　この音」

「センサー式の魔道具。わたし達の侵入を感知して鳴るタイプみたい」

「結構うるさいですね。鼓膜が破れてしまいそうです。困りましたね」

「それだけじゃない。わたし達が宝物庫に侵入したことがバレたから、教会中の兵士がここにやってくるはず。よく考えたら、兵士を集めすぎちゃわたし達は逃げられない。ロズリアの言葉に従った自分が馬鹿だった……」

「入ってしまったものは後悔しても仕方ないですよ。とりあえず扉を土魔法で塞いでおいてください」

「ロズリアも少しは反省して……」

　恨めしそうな視線を向けながらも、律儀に土属性の精霊術で扉を埋めてくれます。

　やっぱり根が真面目なんですよね。文句を言いながらも、こちらの指示に従ってくれるところとか。

「これで当分兵士達は入ってきませんね」

「でも、わたし達も出られなくなった」

「じゃあ、じっくりお宝見学タイムと行きましょうか！」

「どうしてそんなに楽しそうなの？　頭にお花畑でも詰まっているの？」

「見てください！　この盾！　綺き麗れいですよ？　一体これはどんな魔道具なんですか？　解説のソフィーさん」

　ソフィーさんの辛辣な言葉を無視して、近くにあった青い盾を掲げてみます。

「解説じゃないから。【高位鑑定】で見る限り、それはただの宝飾品の盾みたい。防御力はあんまりかも」

「だったら、微妙ですね。ポイっとしちゃいましょう」

「乱暴に投げない。壊れたらどうするの？」

「あっ、見てください！　大きな鎧がありますよ！　これも魔道具なんですかね？」

「話聞いてる？」

　色々なお宝にテンションが上がっているわたくしに対して、冷めたテンションで答えるソフィーさん。

　宝物庫なんて滅多に見られる機会がないのに楽しまないと損ですよ。

「おい、泥棒！　さっさと出てこい！」

　魔道具を物色していると、扉の外から大声が鳴り響きます。

　失礼ですね。ただ拝見しているだけで、何も盗ってないですのに。これじゃあ、完全に冤えん罪ざいじゃないですか。

「まずいかも」

　ソフィーさんが魔道具を漁あさるわたくしの手を摑つかみながら言います。

「兵士達が無理やり扉を開けようとしてる。扉は塞いだからしばらくの間は無事だけど、このままじゃぶち破られて捕まるのも時間の問題。早く逃げないと」

「もうちょっと見ていたかったですけど、仕方ないですね。おっ、ちょうどいいところに奥に繫つながる扉がありましたよ」

「本当だ。でも、分厚い――」

「えいっ！」

　フラクタスを顕現させると、扉を横にスライスしていきます。

　本来の力を十全に発揮できていないとはいえ、腐っても聖剣です。これくらいの扉は障害じゃありません。

「なんですか？　この部屋」

　宝物庫の奥の部屋だから更なる宝が眠っている部屋かと思って、期待に胸を膨らませて入ってきましたが、どうやらこの部屋は宝物庫ではなさそうです。

　部屋中に配管が張り巡らされており、その中央には巨大な球体が鎮座しています。

　なんなんでしょう？　この空間は？

「要塞の動力炉……」

　ソフィーさんが小さく呟きます。

「何か言いましたか？」

「ビスリルに来るときに馬車で御者の人から聞いた話覚えてる？　この街は昔フォージュというドワーフによって造られた要塞都市だったって」

「そんな話ありましたね。それがどうしたんです？」

「今は老朽化したことによって都市の要塞としての機能は失ったみたいだけど、この装置は昔の要塞の心臓だった部分みたい」

「なるほど。大切な場所だから、宝物庫より奥にあるということですね」

　球体に近づいて撫なでてみると滑らかな金属でできており、ひんやりと冷たさを感じます。

　構造や各パーツの材質も見たことがないものばかりで、確かにこれでは現代の技術で再現できないのも納得できました。

　これが自分と同じ聖具シリーズのスキルの持ち主が造ったものというのだから、本当に驚きです。

「これ触ったら爆発とかします？」

「どうして触ってから言う？　まあ、安心して。今は魔力が空っぽで動力炉は動いていないから。爆発する心配もない」

「それなら良かったです。ですけど、どうしてビスリルの人達たちはこの動力炉を動かさないんですか？　魔力がないなら、魔力を注げばいいだけの話ですよね？」

「街一つを動かす魔力量ってのも想像できないし、普通に魔力を注いだだけじゃ動かないって可能性もある。もしくはフォージュが魔力を注がないと駄目だとか」

「なんか色々めんどくさい装置なんですね……」

「あまり難しく考えなくていい。これも大きい括くくりでは魔道具みたいなもの。ただスケールが大きくて、この街がある山全体が魔道具になっているってだけの話」

「魔道具みたいなものですか……」

　ソフィーさんのひと言でふと思い出します。







[image: ]







【聖剣の導き手】の本来の力を引き出す特訓をしているときに、魔道具に聖剣の魔力を込める練習をしていましたが、魔道具の耐久力が持たなくてすぐ壊れてしまいました。

　だけど、目の前のなんかすごい感じの動力炉なら、聖剣の魔力を流しても耐えてくれるんじゃないでしょうか？

　これはもしかすると名案かもしれません。

　この動力炉に魔力を流してみることで、聖剣の魔力のコントロールを身につける手がかりが得られる可能性もあります。

　ピンチはチャンスとも言うじゃないですか。ここでわたくし達が要塞の動力炉にたどり着いたのも何かの運命かもしれません。

　ここでわたくしが覚醒して、【聖剣の導き手】の本来の力を引き出せるようになれば、捕らえようとしてくる兵士達を返り討ちにすることも可能です。

「はぁっ！」

　手のひら越しに聖剣の魔力を流し込んでいきます。

　普通の魔道具ではなかなか流れ出てくれませんでしたが、不思議なことにこの動力炉は吸い取られるかのごとく魔力が浸透していく感覚がありました。

「なるほど、何か摑めそうです」

　流していく魔力を勢いよく全開にすると、急に部屋全体が揺れ出しました。

「なんでしょう？　地面が揺れていますね」

「地震みたい。落ち着くまで、しばらく動かない方がいいかも」

「そうですね。この部屋なら上から降ってくるものもなさそうですし、安心ですね」

「それにしても長い地震。というか、どんどん強くなっていない？」

「そう言われればそうですね」

「もしかして普通の地震じゃないのかも」

「ノートくん達、大丈夫でしょうか？　心配です」

「わからないけど、多分問題ない――ってロズリア、何してるの？」

　ソフィーさんが驚きよう愕がくに満ちた表情でこちらを見てきます。

　びっくりしました。一体、どうしたのでしょう？

「何って？」

「その動力炉に触れて――」

「ああ、これですか。ただ試しに聖剣の魔力を流しているだけで――」

　そこまで言って気がつきました。なんか動力炉が光っているじゃないですか！

　しかも鈍い重低音を鳴らしながら球体が動き始めました！　なんですか、これ！

「何もしていないのに、ただ魔力を込めただけで光りましたよ！」

「馬鹿なの？　どうして勝手に魔力を込めようとする！」

「色々考えて、良かれと思ってやったんですよ！　まさかこんなことになるとは！」

「普通に考えたら、そうはならない。とりあえず手を離して、魔力を込めるのを止めて！」

「はいっ」

　両手を離して、即座にソフィーさんの下まで駆け寄るも、動力炉の動きは全然止まってくれません。

　球体は今にも弾はじけそうなくらい眩まばゆい光を放っています。

「どうしましょう!?　これ、爆発とかしないですよね!?」

「……わからない」

「否定してくださいよ！　【高位鑑定】のスキルがあるんですよね！」

「スキルでなんでもわかるわけじゃない。むしろ、光らせたロズリアがどうにかすべき」

「いや、無理ですよ！　魔力を込めることはできても、吸い出すことなんてできませんから！」

「どうして自分じゃ取り返しがつかないことをやろうとする！」

　ソフィーさんと一緒に部屋の端まで退避しますが、これは駄目かもしれません。

　動力炉が蒸気を上げながら、フルスピードで動き始めています。

　怖くなって、思わずソフィーさんに抱きついてしまいます。

「なんなんですか!?　一体、何が起きているんですか!?」

「多分、聖剣の魔力によって要塞が動き出した」

「要塞が動き出すと一体どうなるんですか!?」

「だから、それがわかったら苦労しない」

「本当に使えませんね！」

「勝手に要塞を動かしたロズリアだけには言われたくない！」
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「うわっ！　なんです!?」

　部屋を大きく揺らす地震にネメ・パージンは思わず跳び上がった。

　ビスリルの街は山岳地帯にあるためか比較的地震が多いことで有名だが、それでもここまで大きな地震は初めてのことだ。

　扉を開けてみる。部屋の前には逃げられないように戦闘系の神官が配置されていたが、彼らも一様に戸惑っているみたいだった。

「隙ありです！……あっ」

　今のうちに逃げようと歩き出すも地面が揺れているせいで転ぶネメ。

　当然、神官に捕らえられて部屋の中に連れ戻されてしまう。

「上う手まくいかなかったです……」

　しょんぼりと肩を落としていると、何やら廊下の外からは兵士達が慌ただしく走り回る様子が伝わってくる。

　扉の近くに立って聞き耳を立てていると、しばらくして部屋に現れたのはアルシアであった。思わず開口一番質問をしてしまう。

「一体何が起こってるんです!?」

「わからないわよ。あなたのお仲間が来たんでしょうけど、二人は街の外に逃げるわ、二人は見失うわ、残る二人は要塞都市のコアを起動させるわで、滅め茶ちや苦く茶ちやなことになっているのよ」

　よっぽど焦っているのか、アルシアの口調は昔のものに近くなっていた。

　ネメはその中で気になる発言を見つけてしまう。

「なんか一人多くないです!?」

「まず触れるの、そこなの!?　まず要塞都市が起動したことに驚きなさいよ！」

「へぇ……要塞都市……えっ!?」

　ネメがいくらマイペースだからといっても、ビスリルで長年育った人間であり、数百年ぶりに要塞都市の機能が復活したとあらば当然驚きもする。

　自然と声が上ずってしまうのを感じ取っていた。

「そ、そ、それってどうなるんです!?」

「わたしに訊きかれても困るわよ。こんな事態誰も経験したことないから、教会内は大騒ぎ。とりあえず兵士を総動員させて要塞都市が再起動した件を解決させなくちゃいけないから、わたしがここに来たはいいものの、一体どうすればいいのよ。フーゲ枢すう機き卿きようは街の外に逃げたお仲間を追って今はいないし……」

「なんか大変そうです……」

「全部あなたのせいよ……。なんで他ひ人と事ごとなの？」

「別にネメは何もしてないです！　だから他人事です！」

「それはどうなの……？」

　アルシアはネメの返答に頭が痛くなったのか、額を手で押さえていた。

「ネメちゃんが絡むといつもろくなことにならないのよね……」

「酷ひどいです！」

「だって、そうでしょう。贈与の儀のことだって――」

「……っ」

　アルシアの方からそのことに触れてくるとは思っていなかった。思わず息を吞のんでしまう。

「やる気のない風をしておいて、ちゃっかり【聖女権能】のスキルを授かって。かと思いきや、聖女の役目から逃げ出して冒険者をやり出すとか。どれだけ人のことを馬鹿にすれば気が済むのよ」

「そんなつもりじゃ……」

　やはりアルシアはそう思っていたのか。ネメの胸に突き刺さるような痛みが走る。

【聖女権能】は決して望んで授かったスキルではない。神のいたずらによってネメの下に舞い降りてきてしまったスキルだ。

　だけど、アルシアはそのことを理解してくれない。

「ネメは聖女なんかになりたく――」

「だったら、なんで【聖女権能】のスキルを持っているのよ！」

「そんなのネメが聞きたいくらいです！　絶対何かの間違いなはずです！　本当はアルシアが手に入れるはずだったです！」

「何？　憐あわれんでいるつもり？　ネメちゃんなんかに憐れまれても惨めになるだけだから！」

　アルシアは声を荒らげながら机を大きく叩たたいた。

　やっぱりアルシアは変わってしまった。

　昔のアルシアは怒りに身を任せて誰かを怒鳴るようなことはしなかった。いつも優しい言葉をネメにかけてくれた。

　アルシアが変わってしまったのは自分のせいだ。自分が聖女様のスキルを手に入れてしまったから――。

「あれ？　お取り込み中だった？」

　ネメが内心で自分のことを責めていると、部屋の入り口からかけられる声が。

　扉の方を見ると、神官服の女の子が顔を覗のぞかせていた。

「ネメちゃん、久しぶり！」

　手を振りながら、笑顔で部屋の中に入ってくる女の子。

　場違いな表情を浮かべる神官の登場にネメは固まってしまう。

「ほら、わたしだよ！　わたし！　覚えてるでしょ？」

「……誰です？　そういう詐欺です？」

「違うよ！　フランだよ！　フラン！　忘れたとは言わせないから！」

「ふにゅ？」

「なんで知らないみたいな顔してるの!?　忘れたの？　いつもご飯のとき隣の席で、デザート奪ってきたじゃん！　あと部屋も同じだったでしょ！　ネメちゃんが出ていったあと、何な故ぜかわたしのベッドの下にあったネメちゃんの本が見つかって大変だったんだから！」

「……あっ、思い出したです！　確かにルームメイトのフランソワでしたです！」

「ソワいらないから！　フランだから！　ネメちゃん、絶対忘れてるでしょ!?」

「……ネメは過去を振り返らない女です」

「さすがにフランのことを忘れるのはどうかと思う……」

　何故かアルシアまでもがドン引きした目をしていた。

　二人に引かれるのはともかくとして、フランという女の子の登場でアルシアとの緊迫した雰囲気が少し緩んだのを感じ取っていた。

「で、フランはなんの用なのよ。今、ネメちゃんと大事な話をしているんだけど」

　アルシアがフランという女の子に向けて言う。

「そんな怖い顔しないでよ、アルちゃん。昔の友達に顔を見せに行くのに理由がいる？　ちょっとした同窓会みたいなものだよ」

「同窓会ならあとでやってよ。今は取り込み中だから」

「そうも言っていられないでしょ。ネメちゃんの仲間が来ているみたいだし。どっか行っちゃってからじゃ会話はできないじゃん」

　険しい表情を浮かべるアルシアと、ヘラヘラとした笑みを張り付けているフラン。

　アルシアは苛いら立だたしげに自分の組んだ腕を指で叩いていた。

「だから、どっか行かないように見張っているんじゃない。邪魔しないで」

「それは無理だよ。わたしがここに来た理由の一つに、ネメちゃんをここから出してあげるってのがあるんだから」

「えっ？」

　まさかのフランの発言にネメは面食らっていた。

　アルシアも彼女のこの発言には聞き流すことができなかったみたいだ。

「あなた、自分が何を言っているかわかっているの？　聖女代行であるわたしやフーゲ枢機卿に逆らうことになるのよ」

「だって、わたし教皇の孫だし。おじいちゃんに頼めば少しのわがままくらい許してもらえるでしょ？」

「あなたはそうだったわね。教皇の孫のくせに聖女になるために教会に預けられた、異端の聖女候補生……」

「それにネメちゃんを逃がしてあげるのは今回が初めてのことじゃないしね」

「あなただったのね。ネメちゃん一人でこの教会から逃げ出せるわけないって思っていたけど、やっぱり協力者がいたのね」

　そう呟つぶやいて、アルシアはネメの方へと向く。

「というか、あなた。自分がビスリルから抜け出すのに協力してくれた恩人の存在を忘れてたの？」

「……ノーコメントです」

　あのときは【聖女権能】のスキルのことだとか、アルシアと話せなくなったことで頭がいっぱいだったのだ。

　当時の記憶があまり定かではないのも無理はないと思う。

　それより前のフランの記憶がおぼろげなことには見て見ぬふりをすることにした。

「それでどうしてフランは、自分のことを忘れるような薄情者を今回も助けようと？」

「うーん、なんでだろう？　強いて言うなら、わたしがネメちゃんのファンだから？」

「なんの努力もせず、そのくせ運だけは良くて、【聖女権能】のスキルを授かったにもかかわらず、自分に与えられた役目も果たさずに逃げ出すような人間のファン？」

　アルシアの辛辣な言葉はすべて的を射ているものだ。

　自分は聖女様になる努力も意欲もなかったくせに、ただの幸運でスキルを手に入れてしまっただけの存在。

　そんな自分が慕われる要素なんてないことは、ネメだって百も承知だった。

「やっぱりアルちゃんは、ネメちゃんが【聖女権能】のスキルに相応ふさわしくないって思っていたんだ」

「だって、そうでしょ？　こんな自分の欲だけで生きていて、怠惰で、慈愛に満ちた聖女様とはかけ離れた――」

「わたしはそうは思わないけどね。ネメちゃんこそがあの教会で一番聖女様に相応しかったと思ってるから」

「……んん？」

　彼女の発言はネメにとっては意味不明中の意味不明。意外なものだった。

　フランは顔に笑みを浮かべながらネメに言う。

「教会のみんなもアルちゃんも見る目がないよね。ネメちゃんが一番聖女に向いているのに。それに比べ、やっぱり神様っていうのは見る目があるんだろうね」

「ネメちゃんが聖女に向いている……？」

　アルシアは信じられないといった表情でフランに問いかける。

「そうだよ」

「何をもって？」

「実はわたし見ちゃったんだよね。贈与の儀の前日最後のお祈りをした後、たまたま忘れ物をしてお祈りの部屋に戻ったら、ネメちゃんがお祈りをしていたところを」

「それがどうしたのよ」

「そのとき、ネメちゃんはなんてお祈りしてたと思う？」

　フランの問いに、少し間をおいてアルシアは口を開いた。

「いつものようにお菓子を食べたいとかじゃないの？」

「違うよ。『アルちゃんが聖女様のスキルを授かれますように』だって」

「……えっ？」

　アルシアは驚きに満ちた表情を浮かべる。

　フランはそんなアルシアの様子を気にも留めず問いかける。

「その点、わたし達たちはなんて祈っていた？　どうせ『明日、聖女様のスキルを授かれますように』とかでしょ？」

「それは――」

「それを聞いてわかっちゃったんだよ。わたしは聖女になれないって。聖女様のスキルを授かるならきっとネメちゃんだって。だって、そうでしょ？　わたし達は聖女になりたいという自分の欲を叶かなえるために祈っていたんだから。そんな中でネメちゃんだけが他人のために本気で祈りを捧ささげていた」

「でも、いつもはお菓子がいっぱい食べたいって祈っていたじゃない！　それは自分の欲望じゃないの!?」

「そうかもね。でも、お腹なかいっぱい食べたいって願いはそんな悪いものなのかな？」

　フランはそう言って続ける。

「わたし達はよく世界の平和を祈っていたけどさ。世界の平和って一体なんなんだろうね？　ちゃんと考えたことあった？　争いが起こらない世界？　悲しみがない世の中？　なんかそれって自分には遠い世界の話じゃない？　聖女候補生としての暮らしは争いも悲しみもなかったし。わたし達はシスター達に言われるまま地に足のついていない祈りを捧げていたんだよ」

「そうかもしれないけど――」

「その点、ネメちゃんの願いはシンプルだった。だって、そうでしょ？　明日もお腹いっぱい食べられる暮らしが続きますように。それって平和な世の中が続いてほしいって祈りそのものじゃない？　わたし達よりもずっと地に足がついて、実感のこもった素敵な願い」

　フランは胸に手を当てて、目を閉じると言った。

「きっと最初に【聖女権能】を授かった初代聖女様も同じだったんじゃないのかな？　世の中の争いを収めたかったわけじゃない。お腹いっぱいご飯が食べられる世界になってほしかっただけ。そんなささやかな願いを叶えるために、この国の争いを収めたんじゃないかな？」

「ネメが聖女様に向いている……」

　自分にそんな言葉をかけてくれる人がいるとは思わなかった。

　確かに自分は聖女様になる気はなかった。でも、それは自分には向いていないと端はなから諦めていたからだ。

　シスター達に聖女様になるには相応しくないと言われる度にやっぱり傷つく気持ちはあったし、自分の存在が否定されているようにも思えた。

　だから、フランの言葉は嫌いだった今までの自分をすべて肯定してくれるようなもので。

　いつの間にか目頭が熱くなっていた。

「そんなこと……言われると思わなかったです……」

「見ている人はちゃんと見ているのよ。アルちゃんはそうじゃなかったみたいだけど。わたしは知っているから。ネメちゃんは聖女様になるのから逃げたわけじゃない。アルちゃんのスキルについて神様に会って抗議しようと、ダンジョンに潜ることにしたんだよね？　教会を出るのに協力したとき教えてくれたもんね？」

「なんで……そんなこと……」

　アルシアは信じられないとばかりに首を振った。

「わたしはそんなこと頼んでないじゃない！　だって、ネメちゃんは命をかける冒険者なんかになりたくないって！」

「でも、ネメはアルシアが聖女様になるべきだと思ってるです！　きっと神様に言えば、自分の間違いを認めてネメのスキルをアルシアに渡してくれるはずです！」

「馬鹿なの……？」

　気づいたら、アルシアの声も鼻声になっていた。

　彼女の表情が確認できないのは、自分の視界が涙でぼやけているからだ。

「聖女に向いていないのはわたしの方よ！　自分の欲しかったスキルを授かった友達を羨んで、酷ひどいことをたくさんしたわたしの方！」

「そんなことないです！　アルシアはいつもネメに優しくしてくれたです！」

「それは昔の話よ……。もうネメちゃんが好きだった優しかった頃のアルシアはいないの……」

　そう言って、アルシアは力なく床に座り込んだ。

　赤いカーペットの上に雫しずくが滴り落ちている。

「わたしはネメちゃんに優しい言葉をかけてもらえる資格もない！」

「そんなことないです！　ネメは今もアルシアのことが好きです！」

「止やめてよ！　これ以上、わたしを惨めにしないでよ……」

　すすり泣く声をあげるアルシア。

　十年近くともに過ごしながら、初めて感情を爆発させる友人の姿にネメは近寄るべきなのか、このままの距離感でいるべきなのかわからなかった。

　それを見ていたフランは口を開く。

「やっぱりネメちゃんは変わっていないね。それに比べ、アルシアやわたしは変わっちゃった。聖女候補生時代からは想像もできないほど汚い大人になっちゃった」

「そんなこと……」

「あるよ。人間、大人になればなるほど自分の間違いを認めるのが難しくなるんだよ。長く生きてきた分ね。アルちゃんもそう」

　ネメは俯うつむいて座る友人の方を見る。

　アルシアの視線は自分のひざに向けられていて、彼女は目を合わせようとしてくれない。

「でもさ、これから先もっと長い時間を過ごしていたらさ、きっと自分の間違いも認められるようになるはずだからさ。そうしたら、また三人で会おうよ。同窓会でもしようよ。若い頃の自分は馬鹿だったってさ。笑い合ってさ。どう？　面白そうじゃない？」

「フラン……」

　どうして自分はこんな優しい友人の存在に気づくことができなかったんだろう。

　それも彼女の言う通り、若かった頃の過ちとして三人で笑い合える日が来るのだろうか？

　そんな未来が叶うならば、ネメとしては歓迎するほかない。

「ネメちゃんのことをちゃんと見てくれる人が、今のネメちゃんにはわたし以外にもいるんでしょ？　危険を承知でネメちゃんを取り戻しに来てくれた仲間が」

　こくりとネメは頷うなずく。フランは笑って告げた。

「だったら、こんなところで油を売っている場合じゃないね。ネメちゃんもダンジョン探索を止める気はないんでしょ？」

「はいです！」

　この問いには迷う余地もなかった。

　確かに最初はアルシアのスキルについて神様に抗議するためだけだったかもしれない。

　でも、今のネメにはダンジョン制覇をしなくてはいけない理由がたくさんある。

『到達する者アライバーズ』のみんなの存在もそう。夢半ばで死んでいったジンの存在もそう。必ずダンジョン制覇をすると約束した『最強無敵パーティーず』の存在もあった。

　聖女候補生だった時代がネメのすべてではない。

　冒険者ネメ・パージンとして歩んできた決して短くない人生が今の自分にはあるのだ。

「でも、見逃してくれるです？　自分が出て行って？」

　ネメは恐る恐るアルシアの方を見る。

　彼女は力なく首を揺すった。

「もう……好きにしなよ……。今のわたしには何も見えないから……」

「アルシア……」

　小さくうずくまる友達の姿を、今のネメには眺めることしかできなかった。
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　雲一つないような晴天の中、『到達する者アライバーズ』の面々はというとピュリフの街へと帰ってきていた。

　その中にはもちろん幼い見た目の神官の姿もある。俺達は無事にネメを取り戻すことができたのだ。

　俺がスイズとの戦闘を終えた後、自分一人では警備の目を搔かい潜くぐることはできそうにもなく、人ひと気けのない空き部屋で手をこまねくこととなる。

　そこで突如地震が起こって、教会内が慌ただしくなったのだ。

　綿密な配置だった警備にも穴ができて、そのタイミングで部屋から抜け出してきたネメと合流することができた。

　ロズリアとソフィーと合流するのもそう難しいことじゃなかった。

　どうやらあの地震はロズリアが眠っていた要塞都市のコアを起動したことで起こったものらしい。

　確かに攪かく乱らん係を命じたのは自分だが、まさかそこまで教会内をかき乱してくるとは思わなかった。

　けれど、そのおかげで警備の目を逸そらすことができたのは事実だし、要塞が起動したことにより出てきた隠し通路によってロズリア達が無事に逃げられたのも事実だ。

　四人が合流したら後は《転送門ゲート》を発動。もう一方の門を開いていたエリンの下に飛んで、そのまま街の外に逃げたというわけだ。

　ピュリフの街に来るまでに、俺達に向けられた追手の存在は確認できていない。

　道中で情報収集をしたところ、どうやらビスリルの街では要塞都市の機能が復活したとあってそれどころじゃないらしい。

　ビスリルの要塞は国の象徴となる英雄によって造られたものだ。

　それが数百年ぶりに戻ったとあらば、国中がお祭り騒ぎとなるのも無理はない。

　道行く先で現地の人が景気のいい言葉をかけてきたし、露店や酒場も大々的に盛り上がっていた。

　国全体が明るいムード一色で包まれており、これなら聖女がいなくても当分の間なら平和な世の中になるのかもしれなかった。

「それにしてもなんでわたくしがお尋ね者になっているんですかね……？」

　リビングのソファーに座りながら、ロズリアは道中でもらった新聞を眺めて呟つぶやく。

　横から覗のぞき見ると、新聞の端っこにはロズリアの名前が小さく書かれていた。

「ロズリアが勝手なことをするから……」

　ソフィーが恨めしげな視線をロズリアに向ける。

「要塞都市に魔力を込めたことですか？　でも、そのおかげでビスリルの街はお祭り騒ぎなんですよ？　だったら、お尋ね者じゃなくてむしろ称たたえられてもよくないですか？」

「そんなの知らない。ロズリアのせいでわたしまでもが指名手配になった。なんてレイファ殿下に弁解すれば……」

「そう落ち込まないでくださいよ。あの王女様ならなんとかしてくれますって」

「なんでレイファ殿下が交渉して、わたし達たちの指名手配をどうにかしてくれる前提で話しているの？　絶対ロズリアの指名手配は取り下げないように言っておくから」

「薄情者すぎませんか!?」

「あはは……」

　二人の会話に笑っていると、ソフィーの険しい目つきがこちらに突き刺さる。

「なんでノートは笑っているの？　というか、教会に侵入したのはノートも同じ。なんでお尋ね者になってないの？」

「それはロズリアに巻き込まれたかどうかの違いじゃない……？」

「理不尽。レイファ殿下に言って、ノートもお尋ね者にしてもらうよう交渉してもらうから」

「仲間を売ろうとするな、おい」

　どうやらソフィーはロズリアの巻き添えを食ったことにだいぶ不満が溜たまっているらしい。

　真面目なソフィーならロズリアの手綱を握ることができるかと思っていたが、今回はロズリアの暴走力の方が上回ってしまったようだ。

　どっと疲れを滲にじませている彼女を眺めながら、フォースは口を開く。

「やっぱりエリンの方について行って正解だったな……」

「フーゲ枢すう機き卿きようにもリベンジを果たせたんでしたっけ？」

「ああ。今度はあいつを叩たたきのめしてやったぜ」

　どうやらフォースはパーティーハウスでの雪辱を果たすことができたようだった。

　さすがはスイズを丸め込んだフーゲ枢機卿というところか。

　作戦の根幹であるエリンの下に向かった判断は的確だったが、最後の最後でフォースの力量を見誤ってしまい、俺達を捕まえることは叶かなわなかった。

「これでようやくダンジョン攻略に戻れるな」

　フォースが明るい声で手を叩くと、エリンが言う。

「いや、まだでしょ。あなたの折れた刀探しがあるじゃない」

「そう言えばそうだったな……。ネメの一件でつい頭から抜け落ちてたぜ……」

「自分のことなのに忘れるんじゃないわよ」

「まあ、そこはダンジョン探索中に探していくとしますか」

　ダンジョンの中にはまだ数多くの魔道具が眠っている。

　フォースに見合う刀くらい、時間をかければきっと見つかることだろう。

　まだやらなくちゃいけないことは積み重なっているとはいえ、ひとまずは問題が解決したことになる。

　一ヶ月以上ぶりにパーティーハウスに戻ってきたネメがぺこりとお辞儀をした。

「みんな、ネメを助けに来てくれてありがとうです。おかげでダンジョン攻略に戻ることができるです」

「当たり前だろ？　仲間が困っていたら助けるのは」

　いち早く答えたのはフォースであった。続けてエリンも口を開く。

「ネメがいなくちゃダンジョン攻略もできないものね」

「ネメ姉さんがダンジョン攻略に一番熱意をかけていたのは知っていますから」

　俺の次に発言をしたのはロズリアだった。胸を張って言う。

「いや、もっとわたくしに感謝してもいいんですよ？　お礼はいくらでも受け付けていますから」

「空気読んで。ロズリアはもうちょっと謙虚さを覚えた方がいい」

　ネメを茶化そうとするロズリアにソフィーが突っ込む。

　こういうしんみりした雰囲気を明るくしてくれるのはロズリアのいいところだし、ロズリアのストッパーとなってくれるソフィーの存在もありがたかった。

「わたしもネメが戻ってきてくれて嬉うれしい」

「ソフィーもありがとうです」

　ネメは再度お辞儀をすると、みんなの顔を見て言った。

「昔ネメは神様に会うためにダンジョン制覇をしたいって言っていたです」

「そんなこと言ってましたね」

「でも、今のネメは神様に会わなくてもいいかなって思ってるです」

「えっ、それってダンジョン攻略辞めちゃうってこと!?」

　大きな声で反応したのはエリンだ。

　あまりにも素直なリアクションを取る彼女に、ネメは苦笑いをして答える。

「早とちりしすぎです。最後まで聞いてくださいです」

「だって、今のそういう流れじゃないの？」

「どう見たってネメさんの表情からそんなこと言い出す雰囲気じゃないじゃないですか。もう少し察する力をつけた方がいいですよ？」

「これ、私が鈍感なだけ？」

　ロズリアの発言を受けて、エリンはみんなの顔を見るも大体の人が頷いていた。

　約一名小首を傾かしげているメイド姿の騎士がいたが、そこには目を向けないでおく。

「で、ネメは何が言いたかったのよ」

　罰が悪そうにエリンは咳せき払ばらいをする。

　ネメは小さな拳を握り締めながら言った。

「ダンジョン攻略は続けたいってことです！　みんなと一緒に夢を叶えたいですし、ダンジョンの一番奥に何が待っているかも気になるです！」

「それはオレも同じだな」

　ネメの発言に続いたのはフォースである。

「最初はダンジョン攻略をするのはモテたいからだとか言っていたが、正直今はどうでもいい。オレはただお前らと冒険をしたいっていうのと、ジンとの夢を叶えたいってだけだな」

「モテなくてもいいって、あのフォースの発言とは思えないわね……」

「いや、最近道行く女の子に声をかけられること多いんだよ。もしかして、オレって黙っていた方がモテる？」

「今のひと言でなんかすべて台無しになっちゃったわね……」

　こういうところは昔とあまり変わっていないのかもしれない。

　人間変わったように見えても、根本のところはあまり変わらないのだろう。

「私ももう魔導士の頂きとかどうでもいいしね。ネメの気持ちはわかるわよ」

　壁に寄りかかりながら、今度はエリンが口を開いた。

　ロズリアは口元に指を当てながら尋ねる。

「じゃあ、今なんでダンジョン攻略してるんですか？」

「なんでって……なんでだろう……？」

「どうして疑問形なんですか？」

　問い返してくるエリンをロズリアは指差しながら、こちらの袖を引っ張ってきた。

「ほら、ノートくん！　ダンジョン攻略にやる気のない人がいますよ！　そういう人がいるとパーティーの輪を乱してしまいます。今すぐ脱退させましょう！」

「なんで脱退しなくちゃいけないのよ！　隙あらば人をパーティーから追い出そうとしてくる人の方が輪を乱しているでしょ！」

「今までありがとうございました。エリンさんのこと、絶対忘れないですからねっ。……ぐずっ」

「下手くそな泣きまねやめなさい！　感動的な雰囲気出しても脱退しないわよ！」

　なんだかんだ言って、この二人はパーティーに入ってきた当初からあまり変わらないな。

　仲が良いんだか、悪いんだか。多分悪いんだろうけど、この二人の言い合いも、今では『到達する者アライバーズ』にはなくてはならないもののように思えてくる。

「そう言うあなたはどうしてダンジョン攻略を続けているのよ」

「それはもちろんノートくんと一緒にいるためですよ」

　そう言って、横から抱きついてくるロズリア。

　腕越しに柔らかい感触と温かい体温が伝わってくる。

「それずるいわよ！　私もそれ言いたかった！」

「駄目ですよ。先着一名ですから」

「ぐぬぬ……」

「まあ、でも今はそれだけじゃないですかね。皆さんとダンジョンに潜っているのも楽しいですから」

　ロズリアがそんなことを言うとは思わなかった。

　普段の発言はあれだけど、ロズリアはロズリアなりに『到達する者アライバーズ』のことを大切にしてくれているらしい。

「わたしもレイファ殿下のためってわけじゃなくなったけど、『到達する者アライバーズ』のみんなには恩があるし、ここでの生活ももっと続けたいから」

「ですって、ソフィーさんは。ノートくんはどうなんですか？」

　腕を抱く力を強めながらロズリアが問うてくる。

　どうなんだろう。俺がダンジョン攻略をする理由。

　元々は嫌いだった自分を変えるために『到達する者アライバーズ』に入って、ダンジョン制覇を目標に掲げることにしていた。

　だけど、今の俺は昔の俺とは違う。

　この変化が良いものなのか、悪いものなのかは自分では判断できないけど、俺は昔ほど自分のことが嫌いではなくなった。

　それでもまだダンジョン探索をしたいって思ってしまうのは、きっと俺がダンジョン攻略を好きだからなのだろう。

　怖くて、辛つらくて、命がけのダンジョン攻略も、この仲間達となら心の底から楽しむことができた。

「ダンジョン攻略が好きだからじゃない？」

「ノートくんならそう答える気がしてました」

　みんな当初の目的からはずれてしまったかもしれないけど、それでも『到達する者アライバーズ』の目標は変わらない。

　前人未到のダンジョン制覇。その夢に向かって、パーティーメンバーの足並みがそろい、『到達する者アライバーズ』は最高潮とも言える状態だ。

　次なる階層にはどんな景色が待っているのか？　今はただ期待に胸を膨らませるのみだった。
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あとがき




　皆さんかなりお久しぶりです。鴨かも野のうどんです。

　前巻から九ヶ月ぶりの刊行ということでして、いつもは「皆さんお久しぶりです」という挨拶から入っているんですが、今回は反省の意を込めて「かなり」という修飾語をつけさせてもらいました。大変申し訳ございません。

　前巻で公言していたこのシリーズのあとがきのテーマ通り、今回もライトノベルの内側についてお話ししようと思います。

　ラノベを出版するとなると、献本といって作者の下に実物の本が送られてきます。

　出版社によって何冊送られてくるかはまちまちでしょうが、このオーバーラップ文庫さんでは十冊ですね。

　そう、十冊も送られてくるんですよ！

　まず一冊は自分用に持つとしても、残り九冊。僕は家族にこの作品を書いていることも言ってなければ、知り合いにラノベ作家をやっていることすら打ち明けていません。要するに九冊も余るんです。

　一体どうすればいいんですかね？　毎巻出すごとに九冊ずつ増えていくせいで、今やクローゼット上部の棚を占領し始めて、収納スペースに困り切っています。

　皆さんもラノベ作家になるときは、ラノベ作家になったことを打ち明けられるような知り合いを九人ほど用意しておくことをおすすめします。

　そして謝辞です。

　イラストレーターの雫しず綺きさん、今回も綺き麗れいでかっこいいイラストを描いてくださり、ありがとうございます。

『到達する者アライバーズ』の全員が集合した表紙絵、緊迫した戦闘シーンが描かれた口絵の一枚目、威厳を感じさせる祈りのシーンが描かれた口絵の二枚目と、十枚挿絵、どれも素晴らしかったです。

　担当の曽山さん、今回はだいぶ締め切りに遅れてしまいすみませんでした。締め切りを守るラノベ作家を目指していたばかりに、今回は自分でも非常に反省しております。

　最後に読者の皆さん。『外れスキル【地図化マツピング】を手にした少年は最強パーティーとダンジョンに挑む』というシリーズは今巻で一旦終了することとなります。

　八巻もの長い間、この作品を追ってくれていた読者の方には感謝の気持ちしかありません。

　この作品は僕にとって非常に大きな影響を与えてくれた物語です。

　デビュー作としてというのもあれば、それだけじゃなく、僕がコントロールできないところで動く登場人物達たちの心情や言動、自分の奥底から紡ぎ出された言葉や自分で生み出したとは思えない一節まで。

　様々なものに勇気づけられたり、ときには傷つけられたりもして、書き始めてから四年間という長い時間を共に過ごしてきました。

　ここまで僕が書き続けられたのも読者の皆さんのおかげだと思っております。本当にありがとうございます。

　大半の方とはここでお別れになるかと思いますが、同日に同じオーバーラップ文庫さんの方から『主人公にはなれない僕らの妥協から始める恋人生活』という作品も発売されておりますので、もし鴨野が書いた物語をもっと読んでみたいって人は手に取ってもらえると幸いです。

　ジャンルは学園ラブコメなので当然の如くバトルシーンはないんですが、地図化マツピングでみせたような鴨野らしいストーリー展開や、逆に鴨野ってこんな作品書けるんだって驚ける部分が満載になっている作品かと思います。

　ということで、さようなら。またいつかお会いしましょう。


鴨野うどん
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